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【提言】

広域連携と人材育成の重要性
─木村宏 北海道大学観光学高等研究センター特任教授
【実例】

観光の質的向上を目指す
ＤＭＯとＤＭＣが今春始動へ
─富良野市
【リレーインタビュー】 
海外との架け橋となり、道産品を世界に
─鳥取義之 一般社団法人北海道国際流通機構代表理事
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こ の 大 地 に 生 き て

凍てつく夜明け（宗谷本線音威子府駅）

蒸気との対話（釧網本線塘路駅）

紅葉の谷を往く（宗谷本線豊清水～天塩川温泉）

　時を知らせる鐘のように、毎日毎日、同じ時間になる
と、はるか遠くから聴こえてくる鉄車輪と汽笛の音。四
季折々の表情豊かな北の大地には、北海道１５０年の歩
みとともに歴史を刻んできた「鉄道」があります。
　かつては、人々の生活には欠かせない、特に地方部に
とっては生命線でもあった鉄道は、時代の流れとともに
その役割を受け渡し、全道各地に張り巡らされていた鉄
路も“幻”であったかのように姿を消していきました。
　いまもなお走り続ける鉄道は、時には雄大な原風景へ
と溶け込み、時にはいつもの日常生活を支え、時には非
日常を創り出すアーティストにもなります。あたりまえ
のように存在する「鉄道のある風景」、それが“幻”と
ならないことを願いながら、カメラのシャッターを切り
続けています。

（よこやま・たかし）昭和 60 年岩見沢市生まれ。音威子府村育
ち。宮城大学大学院事業構想学研究科修了後、地元へＵター
ン。小学生から写真を始め、身軽なミラーレスカメラを片手
に、地元や旅先での「鉄道のある風景」を中心に撮影。旧深名
線・沼牛駅（幌加内町）で木造駅舎保存を仕掛けるなど、地域
資源である鉄道を活かす取組を公私問わず展開している。

音威子府村総務課地域振興室主任（広報担当）　
横山　貴志氏
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受動から主動へ─地域を変える突破力を
　北海道の観光は古くから「自然一流、施設二流、料理三流、サービス四
流、意識五流」と揶揄されてきた。農水産業も「原料供給地から抜け出せな
い」「道産の素材を加工した道外企業は、北海道のブランド力を活かして大
きな利益を上げている」という、構造的な弱点を克服できていない。

　観光振興をめぐっては、訪日外国人観光客の急増、個人旅行のニーズ変化
など、多くの観光地が新たな対応を迫られている。地方創生の動きの中で、
DMOやDMCという新たな概念が持ち込まれたが、その目的や果たすべき
役割についての理解は、いまだ深まっていないのが現状である。

　地域活性化の切り札として、地域商社という新たな存在にも注目が集まっ
ている。国内外に地域の魅力を売り込むための会社組織だ。持続可能な地域
づくりを実現するため、行政には無いスピード感と実行力が期待されている
が、組織の運営にはビジネスセンスが欠かせない。

　DMOも地域商社も、地域を丸ごと売り込むという共通の役割がある。埋
もれたままの資源を掘り起こし、その魅力を発信し、確かな販路や集客装置
を整え、地域経済を好循環させるための仕組みと、不断のマネジメントが求
められている。そのためには選択と集中も必要だ。

　この古くて新しい課題にどう向き合うのか。新たな一歩を踏み出すために
は、地域の「産学官金労言士」とともに、住民の知恵と勇気を結集しなけれ
ばならない。受動から主動へ。これまでの受け身ではなく、攻めの姿勢と突
破力、そして持続力が欠かせない。そのための戦略と戦術を考えてみたい。

写真（上左から）
・�案内所を訪れる観光客
（富良野市）
・�秋のニセコ町の風物詩と
なったハロウィンカボ
チャ（ニセコ町）
・�中国では高級食材として
人気のある積丹産のナマ
コ（神恵内村）
・�質の高いアウトドア観光
を提供する（デスティ
ネーション十勝）
・�さまざまなアクティビ
ティが観光客を魅了する
（ニセコ町）

　北海道市町村振興協会は平成 28～29 年度、有識者や市町村職等による「シニア層が活躍する地域づくりに関する調
査研究会」を設置し、地域社会でシニア層が健康でいきいきとした暮らしを実現し、世代を超えた住民同士が支え合
う、新たな仕組みを構築するために効果的な施策等に関する調査研究に取り組みました。
　当協会は、その成果を広く普及し、シニア層が活躍する地域づくりに関する提言及び論議を通じて、市町村による
地域活性化の取組に資することを目的に市町村職員研修会を開催します。

■日時　平成 30 年１月 31 日（水）　13：30～16：50
■会場　ホテルポールスター札幌　２階 メヌエット（札幌市中央区北４条西６丁目）
■対象　道内市町村職員等
■主催　公益財団法人北海道市町村振興協会
■後援　北海道、北海道市長会、北海道町村会

【基調講演】（13：35～14：25）
●演題　「公民連携時代における自治体職員の役割─シニア層活躍の条件─」

●講師　杉岡　直人氏　北星学園大学社会福祉学部教授
　　　　　　　　　　　シニア層が活躍する地域づくりに関する調査研究会座長

【パネルディスカッション】（14：40～16：50）
　●テーマ　　　　　　「シニア層の社会参加と地域づくり施策」

　●コーディネーター　片山めぐみ氏　札幌市立大学デザイン学部講師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シニア層が活躍する地域づくりに関する調査研究会副座長

　●パネリスト　　　　芦川　英嗣氏　当別町福祉部介護課介護支援係長
　　　　　　　　　　　鈴木　　聞氏　池田町保健福祉課高齢者支援係長

　　　　　　　　工藤　　仁氏　公益社団法人伊達市シルバー人材センター事務局長
　　　　　　　　浦田　　吉氏　一般社団法人富良野デザイン会議暮しステーション代表理事

　　　　　　　　　　河原　岳郎氏　株式会社北海道二十一世紀総合研究所調査研究部次長

　●コメンテーター　　杉岡　直人氏　北星学園大学社会福祉学部教授
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シニア層が活躍する地域づくり─調査研究報告書を刊行
　北海道市町村振興協会は「シニア層が活躍する地域づくりに関する調査研究に関
する調査研究報告書」を平成 29 年 12 月に刊行しました。
　報告書は、平成 28 年度に実施した道内市町村アンケートや、シニア層が活躍す
る地域づくりに関する調査研究会における議論の成果、道内外の先進事例調査の結
果等を取りまとめた本編のほか、調査研究のエッセンスを取りまとめた「シニア層
が活躍する地域づくりの手引き」で構成しています。
　報告書は道内各市町村に提供するとともに、当協会ホームページ（協会の事業／
調査研究事業）にはＰＤＦ版を掲載しておりますのでご活用ください。

編集担当○×余録
■ある観光イベント─。新鮮な農水産物が並び、多くの観光客で賑わってはいます
が、スタッフが世間話に夢中です。お客さんはそっちのけ。ゴミ箱の回りはぐちゃ
ぐちゃ。駐車場では町職員が「休日なのに交通整理かよ」「課長はどっか行ったら
しいよ」と愚痴ってます。聞こえてますよ～。どこか白けた雰囲気が漂います。
■取り敢えずイベントを打てば人が来る─。そんな時代は終わりました。「昔は何
万人も客が来て何千万も儲けたんだ。今まで通りやれ！文句があるなら町長に言い
付けてお前を飛ばすぞ！」とお怒りの観光協会長。経験ありませんか？　成功体験
も大切ですが、惰性でイベントを続けることが目的化しているようでは本末転倒で
す。原点に立ち返り、観光とは何かを考えていきたいですね。〈ま〉

「シニア層が活躍する地域づくり」市町村職員研修会を開催します

研修会の概要はプラクティス第 26 号（平成 30 年５月発行）でお伝えする予定です。
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に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
観
光
地
と
し

て
の
将
来
が
厳
し
い
と
感
じ
て
い
る
地
域

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
広
大
な
北
海
道
で

は
、
観
光
客
は
広
い
エ
リ
ア
を
移
動
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
広
域
的
な
連
携
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。
市
町
村
あ
る
い
は
地
域

ご
と
の
特
色
を
打
ち
出
し
、
滞
在
型
の
目

的
地
と
し
て
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
観

光
客
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

情
熱
と
覚
悟
持
っ
た
人
材
の
育
成
を

■
広
域
連
携
に
必
要
な
要
素
は

　

観
光
分
野
に
お
け
る
広
域
的
な
連
携
を

進
め
る
に
当
た
り
「
何
の
た
め
に
連
携
す

る
の
か
」
と
い
う
議
論
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
制
度
上
の
理
屈
に
沿
っ
た
だ
け
の
主

人
公
不
在
の
連
携
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
観
光
と
は
「
現
場
感
覚
と
観
光

客
目
線
に
よ
っ
て
熟
成
さ
れ
る
」
と
考
え

て
い
ま
す
。
観
光
客
目
線
に
立
ち
、
そ
の

動
線
を
意
識
し
た
連
携
の
在
り
方
を
構
築

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

■
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
人
材

　

観
光
客
の
目
線
や
動
線
を
し
っ
か
り
捉

え
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
魅
力
を
演
出

し
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
〈
人
材
〉
を

確
保
・
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地

域
に
お
け
る
調
整
能
力
や
影
響
力
が
あ
る

こ
と
が
理
想
の
人
材
像
で
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
た
め
に
心
血
を
注
ぎ
、
そ
の
地
域

に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
外
か
ら
来
た
人

で
は
駄
目
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
の
場
合
、
広
い
地
域
に
小
さ
な

市
町
村
が
分
散
し
て
い
ま
す
。
個
々
の
市

町
村
あ
る
い
は
地
域
か
ら
突
出
し
た
人
材

が
出
て
く
る
こ
と
は
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
外
部
の
人
材
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
エ
リ
ア
で
観

光
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
中
核
的
な
人
材
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
材

が
観
光
客
目
線
に
立
ち
、
各
地
域
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
、
観
光
客
の
動
線
に

合
わ
せ
た
形
で
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

■
日
本
初
の
講
座
で
人
材
を
育
て
る

　

北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ

ア
・
観
光
学
院
は
昨
年
6
月
、
学
生
や
社

会
人
を
対
象
と
す
る
〈
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
〉
を
国
内
で
初
め
て
開
設
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
大
学
内
に
北
大
の
特
性
を
活

か
し
た
D
M
O
を
立
ち
上
げ
る
想
定
で
、

事
業
や
法
人
の
設
立
準
備
な
ど
、
実
践
的

な
知
識
を
学
び
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各
地
域

で
動
き
出
す
D
M
O
や
観
光
地
域
づ
く
り

を
中
心
的
に
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
外
部
の
人
材
を
活
か
す
た
め
に

　

観
光
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
住
民
、
行

政
、
企
業
、
団
体
が
自
ら
考
え
〈
中
か
ら

の
改
革
〉
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
改
革
を
進
め
る
上
で
外
部
の
人
材

を
必
要
と
す
る
場
合
で
も
「
D
M
O
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
請
け
負
っ
て
も
ら
う
が
、

責
任
は
自
分
た
ち
が
取
る
」
と
い
う
姿
勢

が
重
要
で
す
。
外
部
の
人
材
に
丸
投
げ
を

し
た
ま
ま
責
任
は
取
ら
な
い
、
専
門
家
だ

か
ら
任
せ
て
お
い
て
大
丈
夫
と
い
う
姿
勢

で
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
考
え
る
。
そ
し
て
、
観
光
に
対
す

る
〈
触
覚
〉
を
鍛
え
る
こ
と
で
す
。
今
ま

で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
相
手
を
想
定
し

た
り
、
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想

を
す
る
力
を
持
つ
こ
と
で
す
。
そ
の
〈
触

覚
〉
で
感
じ
た
も
の
を
磨
き
上
げ
て
い
く

こ
と
が
、
観
光
客
目
線
に
立
っ
た
観
光
地

経
営
に
結
び
付
く
と
思
い
ま
す
。

商工業

宿泊施設

農林漁業

地域住民交通事業者
・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・個別施設の改善
・品質保証の導入

飲食店
・「地域の食」の提供
・多言語、ムスリム対応

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・観光地域づくりへの
理解

・市民ガイドの実施

行政
・観光振興計画の策定
・プロモーション等の
観光振興事業
・インフラ整備（景観、
道路、空港、港湾等）
・文化財保護・活用
・観光教育
・交通政策
・各種支援措置

・農業体験プログラム
の提供

・６次産業化による商
品開発

日本版DMO

DMO
Destination Management/Mar-
keting Organization： デ ス テ ィ
ネーション・マネージメント・オー
ガニゼーションの略。地域の「稼ぐ
力」を引き出し、「観光地経営」の視
点に立った観光地域づくりの舵取り
役として、マーケティングやマネジ
メントなどを担う法人。
DMC
Destination Management Compa-
ny：デスティネーション・マネージ
メント・カンパニーの略。DMOが
非営利型の法人組織である一方、
DMCは利益を上げることを目的と
する「企業」。地域の観光資源を活か
し「稼ぎ、雇用を生み出す」など、
観光振興の具体的な機能を担う。

昨年6月に北海道大学に開設されたデス
ティネーション・マネージャー育成プログ
ラム。社会人と学生が席を並べ、DMO運
営のノウハウを実践的に学ぶ
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地
方
創
成
の
切
り
札
と
し
て
D
M
O
（
観
光
地
経
営
組
織
）
や
D
M
C
（
観
光
地

経
営
会
社
）
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。
北
海
道
観
光
が
置
か
れ
た
環
境
が
変
化
す

る
中
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
明
確
な
戦
略
を
持
た
ず
、
単
な
る
横
並
び
意
識
で
組
織
の
運
営
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
地
域
の
個
性
を
埋
没
さ
せ
、
自
立
的
な
地
域
経
営
を
阻
害
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
木
村
特
任
教
授
は
、
地
域
に
お
け
る
観
光
活
性
化
は
〈
集
客
と
消

費
〉
を
意
識
し
た
戦
略
を
組
み
立
て
、
D
M
O
が
そ
の
実
行
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
が
必
要
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
観
光
客
の
目
線
と
動
線
を
意
識
し
た
、
広
域

的
連
携
と
D
M
O
の
運
営
を
担
う
人
材
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
と
提
言
す
る
。

広
域
連
携
と

人
材
育
成
の
重
要
性

─
観
光
客
目
線
と
動
線
を
意
識
す
る
─

北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー  

特
任
教
授
　
木
村
　
宏
氏

広
大
な
北
海
道
は

地
域
連
携
が
不
可
欠

■
D
M
O
や
D
M
C
は
必
要
な
の
か

　

観
光
を
資
源
に
地
域
振
興
を
考
え
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
観
光
客
を
集
め
、
そ
こ

で
消
費
し
て
も
ら
う
か
の
と
い
う
〈
戦

略
〉
が
必
要
で
す
。
そ
の
戦
略
を
構
築
す

る
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く

と
、
そ
の
組
織
は
必
然
的
に
D
M
O
と
な

り
ま
す
。
確
か
に
全
国
あ
る
い
は
北
海
道

で
も
、
D
M
O
や
D
M
C
の
設
立
が
ブ
ー

ム
で
す
が
、
D
M
O
に
行
き
着
か
な
い
地

域
、
言
い
換
え
れ
ば
戦
略
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
持
た
な
い
地
域
は
、
無
理
に
取
り
組
む

必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。「
隣
で
や
っ

て
い
る
か
ら
う
ち
も
」「
単
に
資
金
調
達

が
有
利
だ
か
ら
」
と
い
う
発
想
で
は
、
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

■
道
内
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
は

　

平
成
27
年
に
打
ち
出
し
た
〈
日
本
版

D
M
O
〉
に
つ
い
て
、
観
光
庁
は
そ
の
定

義
を
「
観
光
地
経
営
の
視
点
」
か
ら
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担

い
「
地
域
の
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
こ
と

に
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
D
M
C
は
、
D
M
O
の
戦
略
に

基
づ
き
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
〈
企
業
〉
で
す
。
私
は
道
内
各
地
を

訪
れ
、
地
域
に
お
け
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

づ
く
り
や
D
M
O
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
、
個
別
案
件
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
地

【 

提
言 

】

P r o f i l e

日本大学文理学部卒。ホテ
ル経営会社勤務などを経て
長野県に移住し、日本型
DMOの先駆けとなる「信州
いいやま観光局」の運営を
担う。グリーンツーリズムを
推進し、着地型商品の造成
など観光まちづくり事業を展
開する。平成 28年4月から
現職。学生や社会人を対象
としたデスティネーションマ
ネージャー養成講座を担当。

木村　宏 氏
（きむら・ひろし）

特
集

＂地
域
の
魅
力
を
売
る＂

会
社
の
作
り
方 
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観
光
の
推
進
な
ど
、
観
光
の
質
的
向
上
を

担
う
体
制
整
備
が
課
題
と
な
っ
た
。

日
本
版
D
M
O
に
正
式
登
録

　
市
は
平
成
28
年
3
月
に
策
定
し
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
担
う
〈
ふ
ら
の
版
D
M
O
〉
の
設
立

を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
母
体
と
な
る
一
般

社
団
法
人
ふ
ら
の
観
光
協
会
は
、
平
成
10

年
に
社
団
法
人
化
し
て
以
降
、
第
3
種
旅

行
業
の
認
可
を
受
け
る
な
ど
、
先
駆
的
な

取
組
を
進
め
て
お
り
、
29
年
11
月
に
は
観

光
庁
の
「
日
本
版
D
M
O
（
地
域
連
携

D
M
O
）」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

　
D
M
O
の
運
営
に
は
、
富
良
野
市
、
美

瑛
町
、
上
富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、
南

富
良
野
町
、
占
冠
村
の
6
市
町
村
と
と
も

に
、
各
市
町
村
の
観
光
協
会
や
農
協
・
農

業
者
、
宿
泊
・
飲
食
業
者
、
J
R
、
航
空

会
社
が
参
画
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
田
園
休

暇
〜
ア
ジ
ア
で
最
も
豊
か
で
美
し
い
四
季

彩
大
地
へ
〜
」
と
し
て
、
美
し
い
自
然
や

ク
リ
ー
ン
な
農
業
な
ど
、
地
域
の
強
み
を

活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
形
成
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
機
能
の
強
化
を
図
る
。
専
門
的
な
人

材
の
育
成
に
よ
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
滞
在
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
体
験
型
観
光
を
充
実
し
、

魅
力
的
な
旅
行
商
品
の
造
成
を
進
め
る
。

　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
観
光
地

経
営
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
個
人
客
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
満
足
度
を
高
め
、
リ
ピ
ー

タ
ー
率
や
宿
泊
延
べ
日
数
の
増
加
、
エ
リ

ア
内
で
の
消
費
単
価
の
ア
ッ
プ
を
目
指

す
。
大
玉
専
務
理
事
は
「
各
地
域
の
魅
力

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
回

遊
型
の
観
光
が
実
現
す
る
。
各
地
域
の
競

い
合
い
で
相
乗
効
果
を
高
め
、
地
域
全
体

が
輝
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
期
待
す
る
。

D
M
C
も
今
春
発
足
へ

　
D
M
O
の
取
組
と
並
行
し
て
、
富
良
野

市
、
市
商
工
会
議
所
、
ふ
ら
の
観
光
協
会

に
よ
る
〈
ふ
ら
の
版
D
M
C
〉
の
設
立
に

向
け
た
動
き
も
具
体
化
す
る
。
D
M
C
の

運
営
は
株
式
会
社
富
良
野
物
産
観
光
公
社

が
担
う
。
同
社
は
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
に

あ
る
富
良
野
物
産
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て

い
た
が
、
昨
年
4
月
に
定
款
を
変
更
。
新

た
に
、
着
地
型
観
光
を
実
現
す
る
D
M
C

の
役
割
を
担
う
こ
と
と
し
た
。

　
D
M
O
が
広
域
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
一
方
、

D
M
C
は
、
情
報
発
信
機
能
や
個
人
旅
行

客
へ
の
対
応
を
充
実
に
取
り
組
む
。
市

D
M
C
検
討
委
員
会
の
会
長
を
務
め
て
い

る
大
玉
専
務
理
事
は
「
多
様
な
観
光
資
源

を
組
み
合
わ
せ
、
魅
力
を
倍
加
さ
せ
る
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
力
は
不
可
欠
」
と
意
気
込
む
。

　
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
は
今
春

に
も
、
中
心
市
街
地
の
空
き
ビ
ル
を
改
修

し
た
複
合
施
設
「
フ
ラ
ノ
・
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
開
設
す
る
。
1
階
は
観
光
案
内

施
設
、
2
階
は
市
が
取
得
し
、
市
商
工
観

光
課
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
の
オ

フ
ィ
ス
と
す
る
。
3
階
は
外
国
人
に
多
い

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
を
意
識
し
た
宿
泊
用

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
入
り
、
D
M
C
の
拠
点

と
し
て
、
建
物
全
体
で
お
も
て
な
し
を
演

出
す
る
。
大
玉
専
務
理
事
は
「
郊
外
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
流
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

市
街
地
に
引
き
込
む
こ
と
で
、
市
内
の
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。
観
光
に
携
わ
る

三
者
が
同
じ
フ
ロ
ア
で
活
動
す
る
こ
と
で

D
M
C
に
欠
か
せ
な
い
迅
速
な
意
思
決
定

に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

「インバウンドを市街地に引き込み消費拡
大につなげたい」と語る富良野商工会議所
の大玉英史専務理事

DMCの拠点となる「フラノ・コンシェルジュ」の
完成予想図

⃝�DMOは広域的にマーケティングを強化する
⃝�富良野・美瑛エリアの広域的な取組により、
各市町村が持つ魅力や強みを活かす
⃝�DMCは個人客への対応や情報の発信を担う
⃝�夏場のピーク期を分散し、通年型の観光を�
実現し、おもてなしを充実する

⃝�中心市街地に観光客を呼び込み、�
消費の拡大につなげる

ここがポイント ！
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初
夏
を
彩
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
世
界
的
に
も
評
価
が
高
い
ス
キ
ー
場
、
そ
し
て
「
北

の
国
か
ら
」
に
代
表
さ
れ
る
ド
ラ
マ
の
舞
台
─
。
多
彩
な
観
光
資
源
を
持
つ
富
良
野

市
だ
が
、
観
光
入
込
客
数
は
平
成
14
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
市
は
個
人

客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
観
光
客
）
の
増
加
、
体
験
型
観
光
へ
の
関
心
の

高
ま
り
な
ど
、
観
光
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
広
域
的
な
ブ
ラ
ン
ド
形
成
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
充
実
に
取
り
組
む
〈
ふ
ら
の
版
D
M
O
〉
を
立
ち
上
げ
る
一

方
、
情
報
発
信
や
個
人
旅
行
客
へ
の
対
応
に
特
化
し
た
〈
ふ
ら
の
版
D
M
C
〉
の
組

織
化
を
進
め
、
観
光
の
質
的
向
上
と
宿
泊
を
伴
う
滞
在
期
間
の
延
伸
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

観
光
の
質
的
向
上
を
目
指
す

D
M
O
と
D
M
C
が
今
春
始
動
へ

富
良
野
市

北
の
国
か
ら
─
30
年
が
過
ぎ
て

　
昭
和
56
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
は
、
富
良
野
の
人

気
に
火
を
付
け
、
年
間
2
0
0
万
人
超
の

観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

反
面
、
観
光
客
が
素
通
り
す
る
中
心
市
街

地
は
衰
退
が
加
速
し
た
。
当
時
、
市
職
員

と
し
て
、
市
街
地
の
再
開
発
に
携
わ
っ
た

富
良
野
市
商
工
会
議
所
の
大
玉
英
史
専
務

理
事
は
「
市
街
地
に
足
を
運
ぶ
観
光
客
は

1
割
に
満
た
な
か
っ
た
。
外
貨
を
稼
ぐ
仕

組
み
が
無
か
っ
た
」
と
回
想
す
る
。

　
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う

と
平
成
15
年
、
官
民
の
共
同
出
資
に
よ
る

「
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が
発

足
し
、
22
年
に
複
合
商
業
施
設
「
フ
ラ
ノ

マ
ル
シ
ェ
」
を
開
業
し
た
。
地
元
食
材
に

こ
だ
わ
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
を
提
供
す
る
飲
食
店
、
優
れ
た
農
産
品

を
販
売
す
る
店
が
軒
を
連
ね
、
29
年
11
月

に
は
累
計
来
場
者
数
が
7
0
0
万
人
を
突

破
。
中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化
や
雇
用

の
確
保
と
と
も
に
、
農
業
者
や
商
工
業
者

の
意
欲
向
上
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
市
内
の
観
光
入
込
客
数
は
、
平

成
14
年
度
の
約
2
4
9
万
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
を
続
け
、
26
年
度
に
は
約
1
7
2
万

人
、
27
年
度
は
約
1
8
8
万
人
、
28
年
度

は
約
1
8
6
万
人
で
推
移
し
た
。
一
方
で

夏
場
の
ピ
ー
ク
期
に
観
光
客
が
集
中
す
る

こ
と
で
、
深
刻
な
交
通
渋
滞
や
、
労
働
力

の
不
足
に
伴
う
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
低

下
、
観
光
案
内
機
能
の
不
足
が
指
摘
さ
れ

た
。
市
内
の
宿
泊
施
設
は
、
秋
か
ら
初
冬

に
か
け
て
稼
働
率
の
低
下
が
目
立
ち
、
観

光
ピ
ー
ク
の
平
準
化
も
課
題
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
に

伴
い
、
平
成
16
年
度
に
約
47
万
人
だ
っ
た

宿
泊
延
べ
客
数
が
、
26
年
度
に
は
約
71
万

人
に
急
増
。
経
済
効
果
が
大
き
い
宿
泊
客

数
・
宿
泊
延
べ
日
数
の
増
加
に
向
け
た
取

組
を
加
速
す
る
た
め
、
通
年
型
・
滞
在
型 中心市街地の再生を進める核となるフラノマルシェ

富良野市� D A T A

面　積：600.71 ㎢
人　口：22,279 人（平成 29 年 11 月現在）
世　帯：10,968 世帯（平成 29 年 11 月現在）
職員数：237 人（普通会計ベース）
HPアドレス：
http://www.city.furano.hokkaido.jp

実
例
P
a
r
t 

●1

特
集

＂地
域
の
魅
力
を
売
る＂
会
社
の
作
り
方 
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ン
ド
推
進
委
員
会
」
を
設
置
。
昨
年
2
月

に
は
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
が
指
定
管
理
者
に

な
っ
て
い
る
ポ
ロ
シ
リ
自
然
公
園
で
、
ホ

テ
ル
並
み
の
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
が
整
っ
た

豪
華
な
キ
ャ
ン
プ
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し

む
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
体
験
ツ
ア
ー
を

開
催
し
た
。
冬
季
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
の

魅
力
向
上
を
目
指
し
た
取
組
で
、
事
業
は

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十
勝
が
引
き
継

ぎ
、
こ
の
冬
に
は
内
容
を
充
実
さ
せ
た
観

光
商
品
と
し
て
売
り
出
す
と
い
う
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
7
月
に
は
、
広
域
連

携
に
向
け
た
合
意
形
成
の
場
と
し
て
、
管

内
19
の
市
町
村
と
観
光
協
会
、
ア
ウ
ト
ド

ア
観
光
事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
十
勝

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
会
議
」
が
発
足
。
ア
ウ

ト
ド
ア
観
光
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
情
報

発
信
な
ど
を
担
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

在
り
方
や
人
材
育
成
な
ど
の
戦
略
を
本
年

度
に
ま
と
め
る
ほ
か
、
具
体
的
な
事
業
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

帯
広
市
の
礒
野
照
弘
・
観
光
航
空
戦
略

担
当
部
長
は
「
管
内
全
体
の
将
来
に
向
け

た
目
標
と
な
る
戦
略
を
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
十
勝
だ
か
ら
こ
そ
体
験
で

き
る
も
の
を
提
供
し
、
そ
の
価
値
を
高
め

る
取
組
を
通
じ
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
で

こ
の
地
域
で
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。

外
部
の
目
線
で
地
域
資
源
を
見
出
す

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十
勝
は
、
平
成

27
年
に
帯
広
信
用
金
庫
を
中
心
に
管
内
19

市
町
村
、
道
内
の
金
融
機
関
や
シ
ン
ク
タ

ン
ク
が
共
同
で
立
ち
上
げ
た
「
と
か
ち
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
源

流
だ
。
管
内
の
経
営
者
や
起
業
を
目
指
す

人
た
ち
と
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
山
井
社
長

ら
、
全
国
各
地
の
“
革
新
的
経
営
者
”
と

の
協
働
を
通
じ
て
、
革
新
的
な
事
業
の
創

造
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
実
践
を
目
指
し

て
い
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
2
年
間
で
食

産
業
の
振
興
や
、
移
住
・
定
住
の
促
進
な

ど
20
件
の
事
業
構
想
を
ま
と
め
た
。

　

中
で
も
ア
ウ
ト
ド
ア
を
切
り
口
に
新
た

な
観
光
振
興
に
取
り
組
む
〈
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｄ
Ｏ

Ｏ
Ｒ 

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
〉
は
「
十
勝
を
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ア
ジ
ア

の
聖
地
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
管
内
全
体
で

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
の
戦
略
形
成
や
情
報
発

信
の
司
令
塔
的
な
役
割
を
担
う
〈
十
勝
版

D
M
O
〉
の
設
立
を
打
ち
出
し
た
。

　

礒
野
担
当
部
長
は
「
山
井
社
長
が
『
十

勝
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
す
ご
い
。
ワ
ー
ル
ド

ク
ラ
ス
だ
』
と
語
り
、
釣
り
や
キ
ャ
ン
プ

を
含
め
た
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
に
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
力
説
し
ま
し
た
。
地

域
で
長
く
暮
ら
し
て
い
る
と
、
そ
の
良
さ

に
気
付
き
に
く
い
。
外
部
の
視
線
を
通
じ

て
、
十
勝
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
と
い
う
素
晴

ら
し
い
資
源
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
ま
し
た
」
と
、
議
論
を
振
り
返
る
。

　

ま
た
、
海
外
で
も
観
光
ブ
ラ
ン
ド
化
の

取
組
を
進
め
て
い
る
後
藤
氏
は
「
十
勝
の

観
光
資
源
の
特
長
は
、
平
野
特
有
の
雄
大

さ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
多
様
さ
、
そ
し

て
世
界
に
誇
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
な
ど

の
食
材
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ニ
セ
コ
や

富
良
野
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
は
違
っ
た

魅
力
で
す
」
と
語
る
。
そ
の
上
で
、
地
域

間
競
争
だ
け
で
は
な
く
全
道
的
な
連
携
を

進
め
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
し
、

「
独
自
の
魅
力
を
持
つ
道
内
の
各
地
域
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
北
海
道
全
体
で
着
地

型
観
光
を
実
現
し
て
、
世
界
に
誇
る
こ
と

が
で
き
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す
必
要

が
あ
り
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
る
。

⃝�アウトドア観光に特化したDMOの役割を担う
⃝�企業が持つノウハウやネットワークを活用する
⃝�多彩な地域資源を活かした通年型観光を目指す
⃝�広いエリアに分散した観光資源を�
組み合わせることで地域の魅力を高める

⃝�外からの目線で地域の資源や魅力を�
掘り起こし、ビジネスを育てる

ここがポイント ！

さまざまな観光資源を「再編集」することで魅力を高める
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自
然
豊
か
な
十
勝
管
内
を
舞
台
に
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
や
ブ
ラ
ン
ド

化
の
戦
略
形
成
を
担
う
〈
株
式
会
社
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十
勝
〉
が
、
平
成
29
年

4
月
に
発
足
し
た
。
民
間
主
導
の
D
M
O
と
し
て
、
管
内
19
市
町
村
と
の
広
域
的
な

連
携
に
よ
り
「
ゆ
と
り
」
と
「
癒
し
」
を
求
め
、
雄
大
な
自
然
空
間
を
旅
す
る
新

た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

選
ば
れ
る
観
光
地
づ
く
り

ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
を
目
指
せ

株
式
会
社
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十
勝

民
間
主
導
の
D
M
O
と
し
て
発
足

　

株
式
会
社
と
し
て
昨
年
4
月
に
発
足
し

た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十
勝
は
、
資
本

金
3
0
5
0
万
円
の
う
ち
、
ア
ウ
ト
ド
ア

用
品
大
手
の
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
（
本
社
・
新

潟
県
三
条
市
）
が
49
・
2
％
、
電
通
16
・

4
％
、
帯
広
市
は
13
・
1
％
を
出
資
。

J
T
B
北
海
道
や
地
元
金
融
機
関
も
資
本

参
加
す
る
な
ど
、
民
間
主
導
の
D
M
O
と

し
て
発
足
し
た
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
ア
ウ

ト
ド
ア
フ
ァ
ン
に
人
気
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、

山
井
太
社
長
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十

勝
の
社
長
に
就
任
し
た
。
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十
勝
管
内
の
豊
か

な
観
光
資
源
と
掛
け
合
わ
せ
、
管
内
全
体

で
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
の
産
業
化
を
目
指
す
。

　

同
社
は
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
を
軸
と
し
て

①
戦
略
の
立
案
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成

②
魅
力
あ
る
旅
行
目
的
地
の
創
出
③
人
材

の
育
成
④
世
界
展
開
に
向
け
た
基
盤
整
備

─
な
ど
に
取
り
組
む
。
収
益
の
確
保
な
ど

企
業
と
し
て
の
自
走
化
を
見
据
え
、
旅
行

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
物
販
や
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
運
営
を
担
う
。
同

社
の
事
務
所
は
、
帯
広
競
馬
場
の
観
光
交

流
施
設
・
と
か
ち
む
ら
に
開
設
し
た
。

　

十
勝
管
内
で
は
、
夏
は
キ
ャ
ン
プ
や

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
多

彩
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
を
満
喫
で
き
る
。

冬
場
も
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
犬
ぞ

り
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
豊
富
だ
。
広

域
的
な
連
携
に
よ
り
、
各
地
域
に
あ
る
観

光
資
源
を
季
節
ご
と
に
組
み
合
わ
せ
、
訪

日
外
国
人
を
含
め
た
観
光
客
に
提
供
す
る

こ
と
で
、
滞
在
日
数
や
観
光
消
費
額
の
増

加
を
図
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
の
ビ
ジ
ネ

ス
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
今

後
は
日
本
版
D
M
O
候
補
法
人
の
登
録
申

請
を
予
定
し
て
い
る
。

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
で
稼
ぐ
地
域
に

　

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
子
会
社
・
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
地
方
創
生
コ
ン
サ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
本
社
・
新
潟
県
三
条
市
）
の
社
長
で
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十
勝
の
監
査
役
を

務
め
る
後
藤
健
市
氏
は
「
十
勝
に
は
ワ
ー

ル
ド
ク
ラ
ス
の
自
然
が
あ
り
、
季
節
を
問

わ
ず
に
リ
ゾ
ー
ト
を
楽
し
め
ま
す
。
そ
の

商
品
価
値
は
世
界
で
通
用
し
ま
す
」
と
評

価
す
る
。
そ
し
て
「
現
状
は
バ
ラ
バ
ラ
な

状
態
に
あ
る
地
域
資
源
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

な
が
ら
、
魅
力
的
な
観
光
商
品
と
し
て
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
の

『
稼
ぐ
力
』
を
強
力
に
成
長
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

　

帯
広
市
は
同
社
の
設
立
に
向
け
て
平
成

26
年
、
庁
内
に
「
十
勝
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ

十勝管内（1市 16 町2村）� D A T A

面　積：10,831.24 ㎢
人　口：343,436 人（平成 27 年国勢調査）
世　帯：150,525 世帯（平成 27 年国勢調査）
デスティネーション十勝HPアドレス：
https://www.destination-tokachi.jp

実
例
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ツ
ク
の
自
然
や
文
化
を
見
直
し
、
地
域
の

産
業
振
興
に
貢
献
す
る
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
平
成
28
年
に
農
産
物
の
販
売
や
6

次
産
業
化
を
手
掛
け
る
会
社
と
し
て
独
立

し
た
。
社
長
に
は
〈
合
同
会
社
大
地
の
り

ん
ご
〉
を
経
営
し
な
が
ら
、
会
員
と
し
て

法
人
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
た
道
山
さ

ん
が
手
腕
を
買
わ
れ
て
就
任
し
た
。

　

道
山
さ
ん
は
東
京
農
大
網
走
キ
ャ
ン
パ

ス
の
第
1
期
生
だ
。
卒
業
後
は
東
京
で
就

職
し
、
結
婚
後
は
子
育
て
を
し
て
い
た

が
、
平
成
23
年
に
網
走
市
に
移
住
し
て

〈
大
地
の
り
ん
ご
〉
を
設
立
し
た
。「
農
業

支
援
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
て

み
な
い
か
」
と
い
う
恩
師
の
誘
い
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
で
は
「
農

産
物
が
あ
っ
て
も
加
工
施
設
が
無
い
」

「
施
設
が
あ
っ
て
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
い
」

と
い
う
地
域
が
多
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　

道
山
さ
ん
は
「
日
本
に
は
農
産
物
を
栽

培
す
る
独
自
の
方
法
が
あ
り
、
加
工
や
熟

成
、
発
酵
の
方
法
が
発
達
し
て
き
た
。
古

く
か
ら
伝
わ
る
料
理
文
化
を
守
り
、
生
産

者
と
加
工
業
者
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
に
取

り
組
み
た
い
」
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

　
〈
大
地
の
り
ん
ご
〉
は
、
農
産
物
や
加
工

品
の
仕
入
れ
や
販
売
、
市
場
開
拓
の
支
援
、

商
品
販
売
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
加
工
・
製
造
を
事
業
の

柱
と
す
る
。
ま
た
、
有
機
野
菜
の
J
A
S

認
証
を
取
得
し
、
生
産
者
や
企
業
向
け
に

製
品
管
理
知
識
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い

る
ほ
か
、
農
業
体
験
ツ
ア
ー
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
開
発
な
ど
活
動
を
拡
げ
て
い
る
。

商
品
化
の
ア
イ
デ
ア
を
探
る

　

会
社
の
設
立
後
、
道
山
さ
ん
に
山
わ
さ

び
（
西
洋
わ
さ
び
）
の
活
用
に
つ
い
て
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
国
内
で
生
産
さ
れ
る

山
わ
さ
び
の
9
割
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
で

生
産
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
収
穫
量
の
3

割
は
規
格
外
品
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
。

　

商
品
化
の
ア
イ
デ
ア
を
求
め
て
、
道
山

さ
ん
は
管
内
の
農
業
者
を
訪
ね
歩
き
、
大

正
時
代
か
ら
伝
わ
る
「
粕
漬
け
」
に
出

会
っ
た
。
農
業
者
を
中
心
に
家
庭
で
手
作

り
さ
れ
て
き
た
懐
か
し
の
味
だ
。
作
り
手

も
減
り
、
伝
統
の
漬
物
文
化
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
─
。
道
山
さ
ん
は
農
業
者
の
協
力

で
各
家
庭
の
レ
シ
ピ
を
集
め
、
衛
生
面
や

コ
ス
ト
管
理
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
商
品

化
を
進
め
た
。
完
成
し
た
「
ガ
ツ
ン
と
辛

い
山
わ
さ
び
粕
漬
け
」
は
平
成
24
年
、
漬

物
の
日
本
一
を
決
め
る
第
1
回
「
T
─

1

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
初
代
王
者
に
輝
い
た
。

　

現
在
は
地
元
産
タ
マ
ネ
ギ
の
酢
漬
け
や

冷
凍
ゴ
ボ
ウ
の
商
品
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。「
出
来
合
い
の
総
菜
で
は
な
く
、
自

分
で
作
っ
た
料
理
を
家
族
に
食
べ
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
る
は
ず
」。
カ
ッ
ト

野
菜
は
業
務
用
だ
け
で
な
く
、
家
庭
用
食

材
に
も
需
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
子
育
て
や
親
の
介
護
を
す
る

女
性
を
中
心
に
約
10
人
が
働
く
。「
育
児

や
介
護
で
仕
事
を
辞
め
る
の
が
当
た
り
前

で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」。
道
山
さ
ん
の

持
論
だ
。
子
育
て
の
た
め
短
時
間
し
か
働

け
な
い
女
性
を
複
数
雇
用
し
、
1
人
分
の

仕
事
量
を
賄
う
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

進
め
て
い
る
。「
地
域
の
農
産
物
を
ど
う

こ
う
す
る
前
に
、
ま
ず
は
自
分
自
身
と
従

業
員
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
道
山
さ
ん
。
地
域
で
生
き
る

企
業
の
原
点
を
守
り
続
け
て
い
る
。

オホーツクテロワールドゥは、地元のアンテナ
ショップで約 80 社の登録生産者の製品をPR

埋もれた「宝」に着目し、生産者と消費者をつなぐ

⃝�生産者と域外の消費者を結ぶ仕組みを整える
⃝�規格外農産物の商品化と流通をサポートする
⃝�生産者や中小事業者が苦手な販路開拓を支援
⃝�地域に利益を還元できる事業の組み立て
⃝�雇用と従業員の生活を守る会社の�
運営に取り組む

ここがポイント ！
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地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
、
そ
の
利
益
を
生
産
者
や
地
場
企
業
に
還
元
で
き

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
─
。
地
域
商
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
だ
。
そ

の
た
め
に
は
産
地
と
地
域
外
の
企
業
を
結
び
、
円
滑
に
商
品
を
流
通
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
域
を
中
心
に
事
業
を
展
開
す
る
〈
株
式
会

社
オ
ホ
ー
ツ
ク
テ
ロ
ワ
ー
ル
ド
ゥ
〉
と
〈
合
同
会
社
大
地
の
り
ん
ご
〉
は
、
生
産
者

や
中
小
企
業
を
対
象
に
し
た
販
路
開
拓
支
援
と
と
も
に
、
農
産
物
や
加
工
食
品
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

産
地
と
消
費
者
を
結
ぶ

利
益
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
を

株
式
会
社
オ
ホ
ー
ツ
ク
テ
ロ
ワ
ー
ル
ド
ゥ 

合
同
会
社
大
地
の
り
ん
ご

利
益
を
農
村
地
域
に
還
元
す
る

　

産
地
と
消
費
者
を
結
び
、
地
域
の
魅
力

や
生
産
者
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
は
、
地

域
商
社
の
大
き
な
役
割
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
株
式
会
社
オ
ホ
ー
ツ
ク
テ
ロ

ワ
ー
ル
ド
ゥ（
本
社
・
網
走
市
）は
、
農
産

物
や
加
工
食
品
な
ど
の
製
品
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
流
通
形
態
に
対
応
す
る
た
め
、
顧
客

で
あ
る
生
産
者
や
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

取
組
を
行
っ
て
い
る
。
販
路
開
拓
に
不
可

欠
な
産
地
や
生
産
者
、
製
造
環
境
な
ど
、

商
品
の
基
礎
デ
ー
タ
の
準
備
、
規
格
書
作

成
や
物
流
手
配
の
代
行
、
実
需
者
の
企
業

や
消
費
地
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
営
業
活
動

の
代
行
な
ど
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

同
社
は
規
格
外
品
と
し
て
流
通
に
乗
ら

な
い
有
機
栽
培
の
カ
ボ
チ
ャ
を
カ
ッ
ト
野

菜
と
し
て
販
売
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
大
空
町
の
農
業
者
か
ら
規

格
外
の
カ
ボ
チ
ャ
を
仕
入
れ
、
美
幌
町
の

野
菜
加
工
業
者
が
加
工
と
冷
凍
保
存
を
担

当
し
て
、
主
に
ス
ー
パ
ー
や
外
食
チ
ェ
ー

ン
に
向
け
て
販
売
し
て
い
る
。

　

一
方
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
大
手

の
ロ
ー
ソ
ン
と
提
携
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
小

麦
「
春
よ
恋
」
を
原
料
と
す
る
パ
ン
を
製

品
化
し
、
首
都
圏
を
中
心
に
健
康
志
向
の

商
品
を
展
開
し
て
い
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ロ
ー
ソ
ン
」
で
販
売
。
カ
シ
ス
の
生
産
者

と
高
級
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
と
の
専
売
契
約

の
締
結
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
大
手
企

業
へ
の
販
路
形
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

社
長
の
道
山
マ
ミ
さ
ん
は
「
原
料
で
あ

る
農
産
物
や
加
工
品
を
出
荷
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
き
ち
ん
と
利
益
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
農
村
地
域

に
還
元
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
語
る
。

　

地
域
の
生
産
者
や
中
小
企
業
が
大
半
を

占
め
る
食
品
業
者
に
と
っ
て
、
大
手
の
受

託
生
産
を
手
掛
け
る
に
は
、
厳
し
い
衛
生

基
準
や
規
格
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
事
業
も
あ

る
。
道
山
さ
ん
は
「
大
企
業
が
何
十
年
も

か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
製
品
管
理
基
準

を
ク
リ
ア
で
き
な
い
の
は
当
然
で
す
。
小

規
模
な
生
産
者
や
事
業
者
が
食
べ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
身
の
丈
に
合
っ
た

仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
」
と
話
す
。

伝
統
の
料
理
文
化
を
守
り
た
い

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
テ
ロ
ワ
ー
ル
ド
ゥ
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
圏
の
農
業
関
係
者
な
ど
が
設
立

し
た
一
般
社
団
法
人
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
テ
ロ

ワ
ー
ル
（
網
走
市
）
が
母
体
だ
。
オ
ホ
ー

「小規模業者でも食べていけるよ
うな仕組みを」と語る道山社長

網走市� D A T A

面　積：471.00 ㎢
人　口：36,344 人（平成 29 年 11 月現在）
世　帯：18,345 世帯（平成 29 年 11 月現在）
大地のりんごHPアドレス：
http://daichinorin5.namaste.jp
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例
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3
町
村
に
と
っ
て
、
商
社
運
営
は
初
め

て
の
取
組
だ
。
高
橋
村
長
は
「
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
協
力
企
業
の
選
定
に
は
、
時

間
を
要
し
ま
し
た
。
漁
業
振
興
の
実
績
と

と
も
に
、
利
益
追
求
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
地
域
を
一
緒
に
元
気
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
志
を
共
有
し
た
会
社
で
な
け
れ
ば

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

現
在
は
事
業
の
本
格
化
に
向
け
た
準
備

期
間
だ
。
流
通
の
専
門
家
に
よ
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い
た
戦
略
的
な
水
産
業

へ
の
転
換
を
目
指
し
、
主
力
商
品
と
な
る

乾
燥
ナ
マ
コ
の
サ
ン
プ
ル
を
札
幌
や
ニ
セ

コ
町
、
東
京
な
ど
の
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
に

提
供
。
訪
日
観
光
客
を
通
じ
た
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
や
需
要
の
取
り
込
み
を

狙
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
商
取

引
「
越
境
E

C
（E

-C
om
m
erce

）」
の

導
入
に
向
け
た
準
備
も
進
め
る
。
日
本
国

内
の
通
販
サ
イ
ト
に
海
外
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
、
商
品
の
注
文
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
決
済
を
行
い
、
顧
客
に
商
品
発

送
を
行
う
シ
ス
テ
ム
だ
。
将
来
的
に
は
他

の
水
産
物
を
活
か
し
た
商
品
開
発
や
国
内

外
の
販
路
開
拓
も
目
指
す
方
針
と
い
う
。

ナ
マ
コ
と
ウ
ニ
で
市
場
に
攻
勢
を

　

東
北
な
ど
道
外
の
産
地
と
比
べ
て
、
本

道
の
日
本
海
沿
岸
で
漁
獲
さ
れ
る
ナ
マ
コ

は
、
突
起
（
イ
ボ
足
）
が
多
く
、
中
国
で

は
高
級
食
材
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
道
産

ナ
マ
コ
の
1
㌔
当
た
り
の
年
平
均
単
価
は

平
成
15
年
頃
ま
で
7
0
0
〜
1
0
0
0
円

で
推
移
し
た
が
、
中
国
で
の
需
要
の
高
ま

り
を
受
け
て
急
騰
。
平
成
23
年
に
は
過
去

最
高
値
の
6
0
0
0
円
に
迫
り
、
近
年
も

4
0
0
0
円
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　

神
恵
内
村
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
に
よ
る
潜

水
漁
で
、
深
さ
15
㍍
以
上
の
海
底
に
生
息

す
る
ナ
マ
コ
も
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い

る
が
、
漁
獲
圧
の
高
ま
り
に
よ
る
資
源
の

枯
渇
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
3
町
村
の
連

携
に
よ
り
稚
ナ
マ
コ
の
放
流
を
進
め
、
広

い
海
域
で
安
定
的
に
資
源
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
産

地
証
明
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
導
入

も
検
討
。
ナ
マ
コ
の
密
漁
被
害
は
全
道
で

深
刻
化
し
て
い
る
が
、
産
地
証
明
に
よ
り

正
規
の
市
場
を
通
さ
な
い
、
密
漁
ナ
マ
コ

の
流
通
を
抑
止
す
る
狙
い
も
あ
る
。

　

岩
内
郡
漁
協
と
古
宇
郡
漁
協
が
取
り
組

む
ウ
ニ
短
期
養
殖
の
本
格
化
も
期
待
さ
れ

る
取
組
だ
。
ウ
ニ
の
漁
期
は
通
常
6
〜
8

月
だ
が
、
磯
焼
け
の
影
響
で
身
入
り
が
悪

く
て
出
荷
で
き
な
い
ウ
ニ
を
か
ご
で
短
期

養
殖
し
、
出
荷
の
時
期
や
量
を
調
整
。
全

国
的
に
生
ウ
ニ
が
品
薄
と
な
る
冬
場
に
出

荷
す
る
こ
と
で
、
高
値
で
の
取
引
が
期
待

さ
れ
る
。
積
丹
半
島
の
ウ
ニ
は
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
冬
で
も
食
べ

ら
れ
る
ウ
ニ
の
魅
力
は
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の

向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、
将
来
的
な
陸
上

養
殖
も
検
討
中
だ
。
高
橋
村
長
は「
3
町

村
か
ら
出
荷
す
る
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
で
『
全

道
の
市
場
価
格
を
左
右
す
る
ん
だ
』
と
い

う
大
き
な
理
想
と
意
気
込
み
を
持
っ
て
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

中国でも積丹産のナマコは人気が高い

後志総合振興局主催のイベントに出展するキットブルーの担当者

⃝�「獲る漁業」から「育て・稼ぐ漁業」への転換を図る
⃝�養殖漁業の広域化によるスケールメリットを活かす
⃝�地域商社による販路開拓や地域ブランド化を進める
⃝�未利用資源を活用して市場価値の高い水産物を生産
⃝�産地証明によるナマコの付加価値向上と�
密漁品の排除を促進する

⃝�水産業の再生による経済活性化と�
人口減少の緩和を目指す

ここがポイント ！
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神
恵
内
村
、
岩
内
町
、
泊
村
は
昨
年
10
月
、
水
産
物
の
販
路
拡
大
や
輸
出
促
進
を

担
う
地
域
商
社
〈
キ
ッ
ト
ブ
ル
ー
〉
を
設
立
し
た
。
海
洋
環
境
の
激
変
に
伴
い
、
日

本
海
の
沿
岸
漁
業
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
中
、
ナ
マ
コ
や
ウ
ニ
の
増
養
殖
の
広
域
化

に
よ
り
、
出
荷
量
や
生
産
規
模
を
拡
大
し
、
市
場
へ
の
影
響
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
や
国
内
外
の
販
路
拡
大
な
ど
、
水
産
業
の
復
活
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
動
き
出
す
。

水
産
業
の
再
生
を
！

3
町
村
で
地
域
商
社
を
設
立

神
恵
内
村
・
岩
内
町
・
泊
村

3
町
村
の
連
携
で
水
産
業
を
再
生

　

積
丹
半
島
で
は
、
江
戸
末
期
か
ら
大
正

時
代
に
か
け
て
ニ
シ
ン
漁
が
莫
大
な
富
を

も
た
ら
し
た
。
だ
が
、
そ
の
面
影
は
失
わ

れ
て
久
し
い
。
ニ
シ
ン
漁
が
途
絶
え
た
後

は
、
サ
ケ
や
イ
カ
、
ホ
ッ
ケ
、
ス
ケ
ソ
ウ

ダ
ラ
な
ど
の
沿
岸
漁
業
や
、
ウ
ニ
な
ど
の

根
付
漁
業
が
水
産
業
を
支
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
日
本
海
の
水
温
上
昇
な
ど
、

海
洋
環
境
の
激
変
で
資
源
が
減
少
。
海
藻

が
消
滅
し
、
岩
礁
が
石
灰
化
す
る
磯
焼
け

も
進
み
、
ウ
ニ
漁
が
打
撃
を
受
け
て
い

る
。
積
丹
半
島
地
域
活
性
化
協
議
会
会
長

の
高
橋
昌
幸
神
恵
内
村
長
は
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
と
比
べ
る
と
、
日
本
海
で
は
漁
業
者

の
収
入
は
3
分
の
1
か
ら
5
分
の
1
し
か

無
い
ん
で
す
」
と
吐
露
す
る
。
水
産
業
の

衰
退
は
過
疎
化
に
拍
車
を
掛
け
、
村
の
人

口
は
昭
和
50
年
代
の
半
分
以
下
だ
。

　

地
域
の
消
滅
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
高

橋
村
長
は
、
水
産
業
の
再
生
に
向
け
た
打

開
策
を
模
索
し
た
。
同
じ
く
水
産
業
が
苦

境
に
陥
る
岩
内
町
や
泊
村
と
の
連
携
に
よ

り
、
漁
業
の
再
生
や
経
済
活
性
化
を
進
め

る
地
域
再
生
計
画
を
策
定
。
平
成
28
年
8

月
に
国
の
認
定
を
受
け
た
。

　

計
画
の
柱
は
①
地
域
商
社
の
設
立
②
ナ

マ
コ
の
増
養
殖
③
畜
養
に
よ
る
ウ
ニ
漁
の

再
建
─
だ
。
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
財
源
と
し
て
、
3
町
村
が
一
体
と
な

り
、
増
養
殖
技
術
の
確
立
や
地
域
商
社
を

核
と
す
る
国
内
外
へ
の
販
路
拡
大
に
取
り

組
む
。
高
橋
村
長
は
「
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
の

増
養
殖
は
、
沿
岸
の
町
村
が
広
域
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
効
果
が
拡
大
し
ま
す
。
大

き
な
市
場
を
形
成
で
き
る
漁
獲
量
と
勢
い

は
不
可
欠
で
す
」
と
力
を
込
め
る
。

地
域
商
社
・
キ
ッ
ト
ブ
ル
ー
を
設
立

　

3
町
村
が
出
資
す
る
地
域
商
社
〈
キ
ッ

ト
ブ
ル
ー
〉
が
、
平
成
29
年
10
月
に
設
立

さ
れ
た
。
社
名
は
神
恵
内
、
岩
内
、
泊
の

頭
文
字
（
K
・
I
・
T
）
と
、
こ
の
地
域

が
誇
る
「
積
丹
ブ
ル
ー
」
と
呼
ば
れ
る
透

明
度
の
高
い
海
と
水
産
資
源
を
連
想
さ
せ

る
「
ブ
ル
ー
（
青
）」
に
ち
な
ん
だ
。

　

社
長
に
神
恵
内
村
の
池
田
幸
雄
副
村
長

が
、
取
締
役
に
は
猪
口
仁
岩
内
町
副
町
長

と
牧
野
浩
臣
泊
村
長
が
就
任
。
神
恵
内
村

の
磯
焼
け
対
策
事
業
に
参
画
す
る
沿
海
調

査
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
本
社
・
札
幌
）

の
社
員
2
人
が
同
社
に
出
向
し
て
い
る
。

「全道のウニの価格を左右するくらいの勢いを得ら
れるような事業に育てたい」と語る高橋村長

神恵内村� D A T A

面　積：600.71 ㎢
人　口：896 人（平成 29 年 8 月現在）
世　帯：487 世帯（平成 29 年 8 月現在）
職員数：40 人（普通会計ベース）
HPアドレス：
http://www.vill.kamoenai.hokkaido.jp

実
例
P
a
r
t 
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力
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車
会
社
勤
務
を
経
て
、
不
動
産
会
社
の
社

員
と
し
て
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
の
管
理
・
運
営
や
、
業
績
不
振
の
温
泉

旅
館
や
商
業
施
設
の
再
生
を
手
掛
け
て
き

た
。
松
本
氏
が
掲
げ
る
の
は
「
ハ
コ
モ
ノ

中
心
の
施
設
管
理
か
ら
の
脱
却
」
だ
。

　

大
き
な
観
光
施
設
を
建
設
す
る
と
、
事

業
計
画
は
減
価
償
却
費
や
維
持
管
理
費
を

含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
縛
ら

れ
、
コ
ス
ト
に
応
じ
た
集
客
人
数
と
客
単

価
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画

が
未
達
と
な
れ
ば
、
料
金
上
昇
や
サ
ー
ビ

ス
低
下
の
形
で
利
用
客
に
は
ね
返
り
、
利

用
者
の
減
少
を
招
く
悪
循
環
に
陥
る
。

　

松
本
氏
は
「
ハ
コ
モ
ノ
整
備
よ
り
も
、

地
域
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
有
機
的
に
結

び
付
け
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
重
視
す

べ
き
」
と
力
説
す
る
。
宇
都
宮
市
経
済
部

の
笹
野
賢
治
副
参
事
は
「
ハ
コ
モ
ノ
か
ら

の
脱
却
と
い
う
松
本
社
長
の
主
張
に
は
ブ

レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
会
社
は
良
い
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

松
本
氏
は
地
元
の
F
M
ラ
ジ
オ
「
F
M

栃
木
」
の
番
組
で
Ｄ
Ｊ
と
し
て
も
活
躍
す

る
な
ど
活
動
は
多
彩
だ
。「
私
た
ち
自
身

が
地
域
を
伝
え
る
総
合
メ
デ
ィ
ア
に
な
る

考
え
で
す
。
ラ
ジ
オ
は
そ
の
ツ
ー
ル
の
一

つ
で
す
。
地
域
商
社
と
し
て
利
益
を
追
求

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
が

『
地
域
』
と
い
う
冠
は
、
利
益
を
地
域
に

還
元
す
る
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
を
売
り
込
む
ハ
ブ
と
し
て
効
果
的
な

手
立
て
を
考
え
て
実
践
し
て
い
ま
す
」

課
題
解
決
型
の
観
光
ツ
ア
ー
と
は

　

平
成
24
年
に
〈
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
〉
は

道
の
駅
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
現
在
は
体

験
型
観
光
を
中
心
と
し
た
施
設
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
面
積
10
㌶
の
「
森
の
エ

リ
ア
」
で
は
、
森
林
浴
や
タ
ケ
ノ
コ
掘
り

な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。「
里
の

エ
リ
ア
」
で
は
、
農
産
物
の
収
穫
な
ど
を

体
験
で
き
る
。
朝
取
り
野
菜
や
充
実
し
た

体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
を
集
め
、
平
成
28

年
度
の
来
園
者
は
1
4
2
万
人
に
上
る
。

同
社
は
「
道
の
駅
」
を
産
業
振
興
や
人
材

育
成
、
地
域
間
交
流
な
ど
、
総
合
的
な
地

域
経
営
を
進
め
る
拠
点
と
捉
え
て
い
る
。

　

同
社
は
第
2
種
旅
行
業
の
資
格
を
取
得

し
、
道
の
駅
を
発
着
点
と
す
る
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
着
地
型
観
光
の
企
画
・
運

営
も
進
め
て
い
る
。
宇
都
宮
市
大
谷
地
区

は
、
全
国
的
に
有
名
な
「
大
谷
石
」
の
産

地
だ
が
、
石
材
需
要
の
低
迷
で
大
半
の
採

掘
場
が
廃
業
。
地
下
の
採
掘
跡
で
大
規
模

な
陥
没
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
地
域
で

は
〝
負
の
遺
産
〟
と
な
っ
て
い
た
。
同
社

は
大
谷
石
の
歴
史
を
伝
え
、
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
。
採

掘
跡
に
水
が
貯
ま
っ
た
〝
地
底
湖
〟
の
探

険
ツ
ア
ー
は
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

県
北
東
部
に
広
が
る
八
溝
地
域
は
、
日

本
茶
の
生
産
地
だ
っ
た
が
、
過
疎
化
や
有

名
産
地
と
の
競
合
で
生
産
が
低
迷
。
同
社

は
競
合
相
手
が
少
な
く
、
付
加
価
値
も
高

い
紅
茶
生
産
へ
の
転
換
を
提
案
。
茶
摘
み

体
験
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む
ツ
ア
ー

を
企
画
・
運
営
し
、
産
地
の
再
生
に
貢
献

し
て
い
る
。
他
に
も
過
疎
化
で
手
入
れ
が

で
き
な
い
竹
林
の
再
生
や
、
林
業
の
魅
力

を
伝
え
る
体
験
ツ
ア
ー
も
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ツ
ア
ー
を
〝
課
題
解
決
型
ツ

ア
ー
〟
と
呼
ぶ
松
本
氏
は
「
各
地
の
課
題

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
栃
木
の
こ

と
を
深
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま

す
。
地
域
外
か
ら
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
こ

と
で
、
地
元
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
語
る
。

「利益を地域に還元する仕組みを」と
語る松本社長

ろまんちっく村の産直施設「あおぞら館」
では、多彩な地場産野菜が人気

⃝�魅力的な地場産品の掘り起こしを進める
⃝�独自の集配網と販路を確保して農産物を�
大消費地の首都圏に出荷する
⃝�ハコモノ中心の観光事業は、コストに縛られる�
ため、ソフト重視の仕組みづくりを進める
⃝�道の駅は、地域経営を実現する拠点になる
⃝��地域資源を活かした体験型観光は、�
生産者や住民のモチベーションを�
高める力になる

ここがポイント ！
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株
式
会
社
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
、
道
の
駅
の
運

営
や
農
産
物
の
販
路
拡
大
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
着
地
型
観
光
の
企
画
運
営
な
ど

幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
取
組
は
〈
地
域
商
社
〉
の
先
駆
け
的
な
存
在

と
し
て
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
農
業
と
食
、
地
域
資
源
を
結
ぶ
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
同
社
の
取
組
を
取
材
し
た
。

ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
せ

地
域
の
魅
力
を
全
国
発
信

株
式
会
社
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

地
域
の
魅
力
を
売
り
出
す
商
社
に

　
〈
う
つ
の
み
や 

道
の
駅
ろ
ま
ん
ち
っ
く

村
〉
は
平
成
8
年
、
宇
都
宮
市
が
1
5
0

億
円
を
投
じ
て
整
備
し
た
「
農
林
公
園
ろ

ま
ん
ち
っ
く
村
」
が
前
身
だ
。
総
面
積
46

㌶
の
敷
地
に
農
産
物
直
売
所
、
温
泉
施

設
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
整
備
。
第
3
セ
ク

タ
ー
が
経
営
を
担
い
、
平
成
10
年
の
来
園

者
は
1
0
0
万
人
を
超
え
た
が
、
そ
の
後

は
減
少
を
続
け
、
維
持
コ
ス
ト
も
重
荷
と

な
り
、
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
た
。
市

は
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
に
踏
み
切
り
、

平
成
19
年
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス

ト
を
指
定
管
理
者
に
選
定
し
た
。

　

同
社
が
最
初
に
手
掛
け
た
の
は
、
全
事

業
の
直
営
化
だ
。
中
で
も
直
売
所
で
は
、

魅
力
に
乏
し
い
あ
り
ふ
れ
た
商
品
構
成
を

見
直
し
、
広
範
囲
の
契
約
農
家
と
連
携
し

て
、
新
鮮
な
朝
取
り
野
菜
を
中
心
に
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
強
化
。
住
民
に
評
判
の
パ
ン

や
、
地
元
で
は
幻
の
ネ
ギ
と
呼
ば
れ
て
い

る「
新
里
ネ
ギ（
曲
が
り
ネ
ギ
）」
に
光
を

当
て
る
な
ど
、
魅
力
的
な
地
場
産
品
の
発

掘
と
商
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
〈
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
〉
が
扱
う
農
産
物

や
加
工
品
は
約
2
6
0
品
目
に
上
る
。
同

社
は
平
成
22
年
、
多
彩
な
地
場
産
品
の
販

路
確
保
を
目
指
し
て
▽
通
信
販
売
▽
自
社

直
営
店
舗
で
の
販
売
▽
首
都
圏
で
の
流
通

─
を
柱
と
す
る
流
通
事
業
に
も
乗
り
出
し

た
。
通
信
販
売
は
「
ト
チ
ギ
フ
ト
」
の
名

前
で
、
カ
タ
ロ
グ
の
発
行
や
通
販
サ
イ
ト

を
運
営
し
て
い
る
。
県
内
の
契
約
農
家
か

ら
農
産
物
な
ど
を
集
荷
す
る
広
域
集
配
シ

ス
テ
ム
を
独
自
に
整
備
し
て
、
県
内
10
カ

所
の
直
営
店
や
、
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
約
2
0
0
店
舗
に
出
荷
。
販
路
の
安
定

的
な
確
保
と
と
も
に
、
県
産
の
農
産
物
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
取
組
だ
。

ま
た
、
同
社
は
平
成
24
年
に
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
商
業
施
設
に
出
店
し
た
栃
木
県

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ

プ
」
の
運
営
も
担
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
国
内
外

に
売
り
込
む
同
社
の
取
組
は
〈
地
域
商

社
〉
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
。
実
績
が
評
価
さ
れ
、
新
年
度
に
沖
縄

県
う
る
ま
市
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
農
水
産

業
振
興
戦
略
拠
点
施
設
（
仮
称
）」
の
運

営
に
も
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ハ
コ
モ
ノ
整
備
か
ら
の
脱
却
を
！

　

同
社
の
松
本
謙
社
長
は
、
平
成
元
年
に

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
自
動

平成 28 年度は142万人が訪れた
道の駅うつのみやろまんちっく村

実
例
P
a
r
t 

●5

栃木県宇都宮市� D A T A

面　積：416.85 ㎢
人　口：520,457 人（平成 29 年 12 月現在）
世　帯：223,010 世帯（平成 29 年 12 月現在）
ファーマーズ・フォレストＨＰアドレス：
https://www.farmersforest.co.jp/

特
集

＂地
域
の
魅
力
を
売
る＂
会
社
の
作
り
方 
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Relay Interview‹
町
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
9
つ
の
国
と

地
域
で
11
社
の
営
業
先
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
昨
年
11
月
に
は
、
海
外
取
引
に
関
す

る
具
体
的
な
課
題
や
解
決
方
法
を
話
し
合

い
、
機
構
に
助
言
す
る
輸
出
促
進
検
討
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
と

の
商
談
に
必
要
と
な
る
、
多
言
語
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
費
用
の
調
達
な
ど

を
目
的
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
開
始
し
ま
し
た
。

─
自
治
体
会
員
と
の
連
携
は

　

自
治
体
会
員
は
、
札
幌
、
函
館
、
小

樽
、
旭
川
、
釧
路
、
網
走
、
留
萌
、
紋

別
、
根
室
の
9
市
と
、
ニ
セ
コ
、
森
、
枝

幸
の
3
町
で
す
。
昨
年
6
月
に
函
館
市
と

の
連
携
に
よ
り
、
台
湾
の
老
舗
百
貨
店

「
遠
東
百
貨
」
で
物
産
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
食
品
産
業
の
振
興
や
海
外
展
開
の
促

進
を
目
指
す
市
が
出
展
経
費
な
ど
を
負
担

し
、
市
内
企
業
13
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

12
日
間
で
日
本
円
で
約
2
2
0
0
万
円

の
売
り
上
げ
が
あ
り
、
地
元
の
メ
デ
ィ
ア

に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参

加
企
業
か
ら
は
「
初
め
て
の
海
外
物
産
展

で
不
安
が
あ
っ
た
が
、
機
構
が
丁
寧
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
今
後
も
積
極
的
に

輸
出
に
取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
意
欲
的

な
声
を
頂
き
ま
し
た
。

地
域
の
「
稼
ぐ
」
力
を
サ
ポ
ー
ト

─
地
方
創
生
の
一
環
で
D
M
O
や
地
域
商

社
を
設
立
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す

　

海
外
企
業
は
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に

注
目
し
て
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
人
気

が
高
い
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
百
貨
店
で

物
産
展
が
開
催
さ
れ
る
ほ
ど
、
北
海
道
の

商
品
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
D
M
O

や
地
域
商
社
は
、
地
域
の
特
色
あ
る
観
光

や
食
を
資
源
に
、
地
域
が
「
稼
ぐ
」
シ
ス

テ
ム
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

外
国
人
観
光
客
が
、
道
内
で
購
入
す
る

土
産
品
に
は
「
ま
た
食
べ
た
い
」
と
思
う

魅
力
的
な
商
品
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
商
品
を
海
外
展
開
す
る
こ
と
で
、
地

域
で
外
資
を
稼
ぐ
こ
と
が
実
現
し
ま
す
。

昨
年
6
月
に
は
開
発
局
と
連
携
し
て
、
道

の
駅
を
対
象
に
「
海
外
お
み
や
げ
宅
配

便
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
農

水
産
物
も
低
価
格
で
迅
速
に
発
送
し
ま
す
。

─
D
M
O
や
地
域
商
社
と
の
関
わ
り
は

　

D
M
O
は
観
光
戦
略
の
再
構
築
に
向
け

て
、
地
域
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
担
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。
組

織
と
し
て
「
稼
ぐ
」
機
能
は
あ
ま
り
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
D
M
C
や
地
域

商
社
は
企
業
で
す
か
ら
、
収
益
を
確
保
し

な
け
れ
ば
事
業
を
継
続
で
き
ま
せ
ん
。
儲

か
る
商
品
は
、
す
で
に
他
の
企
業
が
手
を

付
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
機
構
は
、
小

口
輸
送
と
い
う
ニ
ッ
チ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
地
域
の
企
業
や

商
店
な
ど
の
海
外
展
開
を
後
押
し
す
る
こ

と
で
、
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
私
た

ち
の
目
標
で
す
。
北
海
道
と
海
外
の
架
け

橋
と
し
て
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
底
上

げ
す
る
。
私
た
ち
の
機
構
は
、
そ
ん
な
存

在
で
在
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取材メモから

　「十勝川西長いも」や「富良野メロン」など、海外でもトップブラ
ンドとして通用する道産品がある。しかし、個人経営の生産者や地元
企業にとって海外展開のハードルは高い。輸出手続きの煩雑さや高
いコスト、日本との商習慣の違いなどに苦労し、そのチャレンジが挫
折することも多い。市町村にも海外への輸出や商取引に関するノウ
ハウは乏しい。だが、輸出による国際信用力やブランド力の強化は、
人口減少に伴う国内市場の縮小が見込まれる中、農林水産業を基幹
産業とする本道にとって大きなテーマだ。輸出促進に向けた広域的
な体制の整備や機運の醸成は、市町村が検討すべき課題でもある。

小口の輸出により新たな販路確立も

海外企業のアテンドにも取り組んでいる
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海
外
に
お
け
る
道
産
品
の
販
路
拡
大
支

援
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成
29
年
4
月

に
一
般
社
団
法
人
北
海
道
国
際
流
通
機
構

（
H
I
D
O
）
が
発
足
し
た
。
海
外
の
市

場
で
高
い
人
気
を
誇
る
道
産
品
だ
が
、
複

雑
な
手
続
き
な
ど
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
地

元
企
業
や
生
産
者
に
と
っ
て
輸
出
の
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
。
代
表
理
事
の
鳥
取
義
之
氏

は
「
海
外
取
引
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
現
地
バ
イ

ヤ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
地

域
と
海
外
の
橋
渡
し
役
を
担
い
、
優
れ
た

道
産
品
の
販
路
を
拡
大
・
定
着
さ
せ
、
北

海
道
を
元
気
付
け
た
い
」
と
語
る
。

小
口
輸
送
に
商
機
を
見
出
す

─
設
立
の
経
緯
と
目
的
を
教
え
て
下
さ
い

　

道
内
に
は
優
れ
た
食
材
や
地
場
産
品
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
海
外
輸
出
、
特
に

重
さ
10
㌔
程
度
の
小
口
荷
物
の
輸
出
は
、

代
金
回
収
や
出
張
な
ど
の
営
業
コ
ス
ト

や
、
複
雑
な
輸
出
手
続
き
な
ど
が
ネ
ッ
ク

と
な
り
普
及
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
平
成

25
年
、
開
発
局
、
道
、
札
幌
大
が
北
海
道

国
際
輸
送
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム（
H
O
P
）
を

立
ち
上
げ
、
輸
出
手
続
き
の
代
行
や
商
談

会
の
開
催
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。
5
年
間
の
活
動
を
通
じ
て
、
道
内

約
2
5
0
社
が
事
業
を
活
用
し
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
に
合
計
32
㌧
、
金
額
で
約

5
4
0
0
万
円
の
輸
出
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
海
外
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

は
、
費
用
の
捻
出
が
難
し
く
、
有
志
の
メ

ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
行
っ
て
き

た
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
機
構
は
道
内
の

市
町
村
や
企
業
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と

も
に
、
道
産
品
の
輸
出
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

─
H
O
P
と
の
大
き
な
違
い
は

　

海
外
に
拠
点
を
持
ち
、
現
地
の
レ
ス
ト

ラ
ン
や
百
貨
店
、
商
社
と
取
引
が
あ
る
企

業
が
経
営
に
参
画
し
、
機
構
の
一
員
と
し

て
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
情
報

共
有
や
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
的
確
で
迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
な
ど
の
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
商
流
─
受
発
注
、
出
荷
、
在
庫
や

販
売
の
管
理
─
と
と
も
に
、
輸
出
の
手
続

き
や
海
外
物
流
の
面
で
も
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
、
し
か
も

安
価
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
海
外
輸
出
に

挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
地
元
企
業
や

市
町
村
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
道
内
経
済
の
活

性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
市
町
が
自
治
体
会
員
に

─
発
足
後
の
活
動
は

　

平
成
29
年
10
月
末
現
在
で
1
0
0
社
近

く
の
企
業
や
生
産
者
、
そ
し
て
12
の
市
と

【リレーインタビュー】

DMOと
地域商社
─現状と課題は

海外との架け橋となり、
道産品を世界に
一般社団法人北海道国際流通機構 代表理事 

鳥取　義之氏

1

「地方と海外を結ぶ架け橋に」
と語る鳥取代表理事

PROFILE
鳥取　義之（とっとり・よしゆき）氏
平成 29 年4月まで 27 年間、ヤマト
運輸に勤務。北海道支社国際物流企
画推進室長時代にHOPの設立と運
営に関わった。釧路市で生まれ育っ
た道産子として、北海道の活性化に
貢献したいとの思いから、HIDO
を設立し、代表理事として国内外を
駆け回る。
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Relay Interview‹‹
　
観
光
を
切
り
口
と
し
た
地
域
経
営
を
進

め
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
観
光
客
が
、
何

を
目
的
に
、
ど
れ
だ
け
訪
れ
、
ど
れ
位
の

期
間
滞
在
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
お
金
を

使
っ
た
の
か
と
い
う
動
態
を
捉
え
る
こ
と

で
す
。
地
域
を
訪
れ
た
人
の
興
味
・
関
心

や
購
買
履
歴
な
ど
の
実
態
を
抽
出
し
て
、

そ
こ
に
あ
る
資
源
を
▽
今
後
活
か
す
べ
き

▽
今
は
良
い
け
れ
ど
今
後
は
廃
れ
る
▽
今

は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
今
後
注
目
さ
れ

る
▽
今
も
必
要
で
は
な
い
─
と
振
り
分

け
、
ど
こ
に
注
力
す
る
の
か
、
何
が
自
分

た
ち
の
資
源
で
あ
り
、
誰
に
向
け
て
発
信

を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

─
地
域
に
は
し
が
ら
み
も
あ
り
ま
す
。
切

り
捨
て
る
判
断
は
難
し
い
の
で
は

　
切
り
捨
て
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の

は
事
業
主
体
で
す
。
私
た
ち
は
、
判
断
材

料
を
提
供
し
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

結
果
を
示
し
て
「
事
実
は
こ
う
だ
」「
次

の
一
歩
の
た
め
に
ど
ち
ら
に
舵
を
切
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
、
採
決
を
行

い
ま
す
。
そ
の
際
に
意
見
や
コ
メ
ン
ト
を

き
ち
ん
と
集
約
し
て
、
次
の
議
論
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
合
意

形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。
協
議
で

は
、
事
業
主
体
と
と
も
に
、
地
域
の
観
光

経
営
に
関
わ
る
、
多
様
な
事
業
者
と
の
合

意
形
成
を
欠
か
さ
ず
、
議
論
を
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
で
〈
地
域
共
創
〉
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

役
割
と
責
任
の
明
確
化
を

─
D
M
O
や
D
M
C
の
成
功
要
因
は
ど
こ

に
あ
る
と
思
い
ま
す
か

　
ま
ず
は
議
論
を
き
ち
ん
と
積
み
上
げ
る

こ
と
。
組
織
の
立
ち
上
げ
が
ゴ
ー
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
短

期
と
中
・
長
期
の
ス
パ
ン
が
あ
り
、
そ
の

両
軸
で
「
誰
が
」「
何
を
担
う
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
く

こ
と
が
、
事
業
を
継
続
す
る
上
で
は
不
可

欠
で
す
。
こ
の
こ
と
を
共
通
認
識
と
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
多
す

ぎ
る
と
、
お
互
い
に
様
子
見
の
状
態
に
な

り
ま
す
。「
こ
の
分
野
は
私
が
担
う
」
と

い
う
責
任
の
明
確
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

─
北
海
道
に
お
け
る
可
能
性
は

　
北
海
道
で
は
、
世
界
に
通
用
す
る
た
く

さ
ん
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、
独
自
の
観

光
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
資
源
を
活
か
し
切

れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
本
州
の

先
行
事
例
で
は
、
県
が
広
域
横
断
型
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

人
材
育
成
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
な
ど

を
担
い
、
市
町
村
は
域
内
の
事
業
者
と
連

携
し
て
、
自
ら
が
立
ち
上
げ
た
組
織
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
地
域
が
稼
ぐ

た
め
に
資
源
の
商
品
化
や
事
業
化
を
進
め

る
形
で
、
役
割
を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
連
携
型
D
M
O
を
上
位
組
織
と
し

て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

特
定
す
る
こ
と
で
〈
戦
略
〉
を
描
き
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
ま
す
。
そ
の
下
位

組
織
と
し
て
D
M
C
が
あ
り
、
土
産
品
や

着
地
型
観
光
商
品
の
開
発
、
交
通
事
業
な

ど
、
地
域
で
稼
ぎ
を
生
み
出
す
〈
戦
術
〉

を
練
り
ま
す
。
D
M
O
と
D
M
C
の
立
ち

位
置
を
明
確
に
示
し
〈
戦
略
〉
と
〈
戦

術
〉
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

取材メモから

　過去の成功体験や経験則に基づく観光施策の立案、旅行
業者による送客に対する過度の依存により、多くの観光地
が行き詰まっている。原因は戦略の欠如だ。戦略の失敗を
戦術で取り戻すことはできない。国内のDMOやDMCは
手探りの状態にあるが、観光事業者の「熱意」や「熱気」
だけでは「稼ぐ地域」を実現することはできない。マーケ
ティングとマネジメントには冷静な分析力と判断力が不可
欠であり、DMOには住民や他の産業分野を含む、地域の
舵取り役としての役割が求められている。

各地域の観光資源を紹介する

先進事例などを学ぶ場を提供
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地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
「
観
光
地
域

づ
く
り
」
の
中
核
と
な
る
D
M
O
や

D
M
C
の
設
立
に
向
け
た
動
き
が
全
国
で

加
速
し
て
い
る
。
し
か
し
、
D
M
O
の
概

念
や
D
M
C
と
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
は

深
ま
っ
て
い
な
い
。
全
国
に
営
業
拠
点
を

持
ち
、
約
3
万
社
と
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
の
関
係
を
構
築
し
て
い
る
大
日
本
印

刷
株
式
会
社
は
、
各
地
域
で
D
M
O
の
設

立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
観
光
を
切

り
口
と
す
る
地
域
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。
同
社
の
鈴

木
洋
光
・
地
域
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
聞
い
た
。

地
域
の
橋
渡
し
役
を
務
め
る

─
D
N
P
と
言
え
ば
印
刷
会
社
で
す
よ
ね

　

当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
は
、
最
近

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
単
純
な
受
注
と

請
負
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ザ
イ
ン

シ
ン
キ
ン
グ
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
顧

客
が
提
起
す
る
問
題
と
、
そ
の
背
後
に
あ

る
本
質
的
な
課
題
を
見
極
め
、
核
心
に
迫

る
よ
う
な
提
案
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
共
創
関
係
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
営
業
企
画
の
拠
点
が
あ
り
、
社

員
は
顧
客
と
密
接
な
関
係
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
単
独
の
企
業
で
は
、
解
決
が
難
し

い
課
題
で
も
「
あ
の
企
業
と
連
携
す
れ
ば

解
決
で
き
る
の
で
は
」
と
い
う
、
共
創
の

視
点
を
活
か
し
て
、
当
社
が
橋
渡
し
役
を

担
い
な
が
ら
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
生
み

出
す
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

─
地
方
創
生
に
関
す
る
取
組
は

　

地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、
国
が
〈
日

本
版
D
M
O
〉
の
形
成
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
の

合
意
形
成
と
と
も
に
、
地
域
経
営
の
視
点

で
デ
ー
タ
の
取
得
や
、
民
間
手
法
の
導
入

に
よ
る
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
社
と

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
顧
客
の
経
営
・
運
営

支
援
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
観

光
を
切
り
口
と
す
る
地
域
経
営
の
支
援
に

向
け
て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成
し
て
、
全
国
各
地
で

D
M
O
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
分
析
し
て
取
捨
選
択
を

─
日
本
版
D
M
O
の
現
状
は

　

例
え
ば
、
世
界
水
準
の
D
M
O
と
し
て

名
前
が
挙
が
る
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
局
は
、
年
間
の
総
予
算
が
50
億
円

を
超
え
る
規
模
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
小
規
模
な
D
M
O
で
数

百
万
円
で
す
。
最
も
規
模
が
大
き
い
所
で

30
億
円
規
模
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
特
別
で
す
。
収
入
の
規
模
が
年
間

1
億
円
未
満
の
D
M
O
が
半
数
を
占
め
て

お
り
、
現
状
は
「
地
域
が
稼
ぐ
」
た
め
の

基
盤
づ
く
り
と
、
そ
の
先
に
あ
る
運
営
段

階
と
の
端
境
期
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

─
D
M
O
立
ち
上
げ
手
順
は

　

D
M
O
の
設
立
目
的
は
「
観
光
地
域
づ

く
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
〈
観
光

を
切
り
口
と
し
た
地
域
経
営
〉
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
命
題

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
組
織
の

構
成
員
や
運
営
体
制
、
関
係
者
の
合
意
形

成
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
並
行
し
て
、
地
域
の
実
態
を
知
る
た

め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
結
果
を

根
拠
に
し
て
議
論
を
積
み
重
ね
ま
す
。

「役割と責任の明確
化が不可欠」と語
る鈴木氏

PROFILE
鈴木　洋光
（すずき・ひろみつ）氏
平成 16 年入社。C＆I事業部
（現・情報イノベーション事業
部）配属。企画職としてマーケ
ティング領域を専門とし、さま
ざまな営業分野と連携した企画
立案に取り組む。「場づくりビ
ジネス開発グループ」のリー
ダーを経て 28 年から現職。新
事業分野の確立を目指す社内
チームを牽引している。

観光を切り口とした
新たな地域経営の

在り方とは
大日本印刷株式会社 地域共創ビジネス開発グループリーダー 

鈴木　洋光氏

2

【リレーインタビュー】

DMOと
地域商社
─現状と課題は
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Relay Interview‹‹‹
共
通
意
識
と
し
て
「
環
境
」
と
「
景
観
」

を
最
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

景
観
と
環
境
が
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に

─
景
観
と
環
境
は
ニ
セ
コ
町
の
魅
力
で
す

　

町
は
平
成
16
年
10
月
に
「
ニ
セ
コ
町
景

観
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
10
㍍
を
超

え
る
建
築
物
の
建
設
や
、
一
定
の
規
模
を

超
え
る
土
地
開
発
を
行
う
に
は
、
町
長
と

の
事
前
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
は
、
活
発
な
土
地
取
引
が

行
わ
れ
て
い
た
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
や
モ

イ
ワ
の
山
麓
を
準
都
市
計
画
区
域
と
し

て
、
詳
細
な
制
限
を
課
し
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
に
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事

務
局
か
ら
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定

さ
れ
、
27
年
に
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
総

合
的
な
環
境
政
策
を
進
め
、
国
際
環
境
リ

ゾ
ー
ト
地
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
景
観
と

環
境
は
、
保
全
と
い
う
概
念
だ
け
で
は
な

く
、
リ
ゾ
ー
ト
地
の
魅
力
を
増
大
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

─
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
規
模

開
発
と
ど
う
折
り
合
い
を
付
け
ま
す
か

　

町
の
基
本
姿
勢
は
「
乱
開
発
を
せ
ず
、

自
然
と
景
観
を
守
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
住
民
主
導
の
景
観
条
例
や
環
境
基
本

条
例
は
か
な
り
厳
し
い
内
容
で
す
。
外
資

系
の
企
業
か
ら
は
「
ニ
セ
コ
町
は
縛
り
が

き
つ
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
が
、
振

り
返
る
と
、
大
規
模
開
発
を
規
制
し
、
豊

か
な
森
林
と
景
観
を
維
持
し
た
こ
と
が
、

ニ
セ
コ
町
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

隣
の
倶
知
安
町
で
は
、
外
資
に
よ
る
開

発
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
都

市
型
リ
ゾ
ー
ト
と
自
然
の
中
で
の
リ
ゾ
ー

ト
が
羊
蹄
山
麓
一
体
で
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
観
光
地
と
し
て
の

多
様
性
が
形
成
さ
れ
、
周
遊
型
観
光
の
実

現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の
利
用
も

─
「
稼
ぐ
」
こ
と
へ
の
取
組
は

　

着
地
型
観
光
の
実
現
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ニ
セ
コ
町
が
目
指
す
の
は
「
行
き
た

い
観
光
地
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
満
足

度
」
だ
け
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
充
実
す
る
こ
と
で
お
客
様

に
「
安
心
感
」
や
「
癒
や
し
」
を
感
じ
て

も
ら
い
、「
ま
た
行
き
た
い
ね
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
観
光
地
が
理
想
で
す
。

　

昨
年
か
ら
、
経
済
産
業
省
の
支
援
で
テ

レ
ワ
ー
ク
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
リ

ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
2
〜
3
週
間
程

度
の
滞
在
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
都
会
で

の
仕
事
に
疲
れ
た
人
に
「
癒
や
し
」
を
提

供
し
な
が
ら
、
仕
事
も
続
け
て
も
ら
う
場

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
雇
用
の
面
で
の
成
果
や
課
題
は

　

町
内
出
身
者
の
U
タ
ー
ン
は
少
な
い
状

況
で
す
が
、
農
業
は
違
い
ま
す
。
こ
の
5

年
ほ
ど
で
26
人
が
就
農
し
ま
し
た
。
背
景

に
は
、
国
営
事
業
が
始
ま
り
、
生
産
性
が

大
き
く
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
道
外
で
も
ニ
セ
コ
町
の
名
前
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
故
郷
で
農
業

を
」
と
、
望
郷
の
念
を
覚
え
る
人
が
増
え

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
は
住
宅
の
確
保
で
す
。
民
間
ア

パ
ー
ト
も
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
家
賃

の
高
さ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町

内
の
住
宅
に
占
め
る
公
営
住
宅
比
率
は
、

他
の
自
治
体
に
比
べ
て
、
か
な
り
高
い
水

準
に
あ
り
、
新
規
に
建
設
す
る
の
は
難
し

い
状
況
で
す
。
3
L
D
K
の
公
営
住
宅
に

住
ん
で
い
る
単
身
高
齢
者
に
は
住
み
替
え

を
お
願
い
し
て
、
そ
の
住
宅
を
子
育
て
世

帯
に
提
供
す
る
な
ど
、
住
宅
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。

─
ニ
セ
コ
町
の
未
来
は

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
息
の
長
い
取
組
で
あ

り
、
住
民
の
生
活
と
と
も
に
成
長
し
て
い

く
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
50
年
、

1
0
0
年
後
を
見
据
え
た
町
の
在
り
方
、

観
光
地
の
在
り
方
を
住
民
と
共
に
考
え
、

子
育
て
世
代
が
、
観
光
客
と
し
て
、
あ
る

い
は
住
民
と
し
て
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

観
光
地
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

取材メモから

　大規模リゾート開発は、雇用や税収を確保する上で魅力的な
事業だ。しかし、乱開発で環境や景観が損なわれ、地域社会が
何世代にもわたり育んできた、文化やコミュニティーが失われ
る可能性がある。ニセコ町は景観と環境を前面に打ち出し、自
然の持つ「癒やし」や「安心」をブランド化した。そこには住
民の合意形成という、まちづくりの基本原則が生きている。観
光地として即効的な「稼ぐ」力が求められる中、あえて「回り
道」とも思える手法を選んだ町の姿勢は、観光をまちづくりの
基軸に据える市町村にとっても学ぶところは多いだろう。

ニセコリゾート観光協会が
事務局を置くJRニセコ駅
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豊
か
な
観
光
資
源
を
活
か
し
、
通
年
リ

ゾ
ー
ト
の
先
進
地
と
な
っ
た
ニ
セ
コ
町
に

は
「
全
国
初
」
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
住

民
参
加
と
情
報
共
有
を
原
則
と
す
る
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
だ
。
そ
し
て
、
町

民
の
出
資
で
設
立
し
た
「
株
式
会
社
ニ
セ

コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
」
が
あ
る
。
観
光

を
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
な
が
ら
「
行
っ

て
み
た
い
観
光
地
」
で
は
な
く
「
ま
た
行

き
た
い
観
光
地
」「
癒
や
さ
れ
る
観
光
地
」

を
目
指
し
、
環
境
と
景
観
を
最
重
視
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
片
山
町
長
に
、

こ
れ
か
ら
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
聞
い
た
。

町
民
株
主
が
会
社
を
支
え
る

─
観
光
協
会
を
株
式
会
社
化
し
た
経
緯
は

　

か
つ
て
の
ニ
セ
コ
町
は
、
ス
キ
ー
客
が

観
光
入
込
客
の
主
流
で
し
た
が
、
平
成
に

入
り
、
冬
場
の
入
込
客
数
が
減
少
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
任
意
団
体
の

観
光
協
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
13
年

に
「
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
」
に
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。
行
政
か
ら
事
務
局

を
独
立
さ
せ
、
事
務
局
長
も
公
募
す
る
な

ど
、
観
光
活
性
化
に
向
け
た
改
革
を
実
行

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
財
源
は

行
政
頼
み
で
あ
り
、
意
思
決
定
が
遅
い
と

い
っ
た
課
題
が
残
り
、
抜
本
的
な
改
革
と

し
て
株
式
会
社
化
を
選
択
し
ま
し
た
。

─
資
本
金
は
半
分
が
町
民
の
出
資
で
す

　

平
成
15
年
7
月
に
一
口
5
万
円
で
、
町

民
か
ら
出
資
を
募
り
ま
し
た
。
株
主
へ
の

配
当
は
難
し
い
の
で
す
が
「
私
た
ち
が
出

資
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
役
に
立

つ
」
と
い
う
思
い
に
期
待
し
ま
し
た
。
公

募
直
後
か
ら
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
わ
ず

か
10
日
で
目
標
の
1
0
0
0
万
円
に
達
し

ま
し
た
。
ニ
セ
コ
町
に
対
す
る
愛
を
実
感

し
ま
し
た
ね
。
町
民
の
熱
烈
な
支
援
を
受

け
、
町
も
1
0
0
0
万
円
を
出
資
し
、
同

年
9
月
に
会
社
が
発
足
し
ま
し
た
。

大規模開発と一線を画す
環境と景観を最重視した

観光地づくり
ニセコ町長 片山　健也氏

3

─
事
業
へ
の
取
組
は

　

行
政
の
枠
組
み
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
積
極
的
な
事
業
展
開
と
、
迅
速
な
意
思

決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
し
て
株
式
の
半
数

を
町
民
が
持
つ
と
い
う
〈
住
民
参
加
型
企

業
〉
と
し
て
、
市
場
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に

即
応
す
る
事
業
展
開
を
念
頭
に
置
い
て
い

ま
す
。
事
業
の
柱
は
、
着
地
型
観
光
を
目

指
す
観
光
業
、
そ
し
て
地
域
の
食
材
や
商

品
を
売
る
物
販
業
で
す
。
観
光
が
ベ
ー
ス

で
あ
る
こ
と
は
当
然
な
の
で
す
が
、
観
光

の
「
質
」
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
町
民
の

「景観と環境を重視したリ
ゾート地を」と語る片山町長

PROFILE
片山　健也（かたやま・けんや）氏
昭和 28 年3月 16 日生まれ。ニセコ
町出身。民間企業を経て 53 年ニセコ
町採用。町民総合窓口課長、環境衛
生課長、企画環境課長、町教委学校
教育課長兼学校給食センター長を経
て、21 年町長に初当選。現在3期目

雄大な景観が重要な観光コンテンツとなっている
（ニセコリゾート観光協会フェイスブックより）

【リレーインタビュー】

DMOと
地域商社
─現状と課題は
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Relay Interview‹‹‹‹
た
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
を
中
心
に
1
カ
月
間

の
利
用
が
最
も
多
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

4
〜
5
割
で
す
。
体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
郷
土
料
理
や
陶
芸
教
室
、
農

業
体
験
、
鮎
釣
り
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
実
績
は

98
人
で
道
内
3
位
で
し
た
。
28
年
度
は
58

人
と
や
や
減
少
し
ま
し
た
が
、
22
年
度
か

ら
の
延
べ
滞
在
者
数
は
1
9
9
件
・

5
8
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
は
、
平
成

20
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
教
育
を

テ
ー
マ
に
し
た
滞
在
型
観
光
や
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
厚
沢
部

フ
ァ
ン
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
延
べ
2
0
0
人
を
超
え
る
学

生
が
厚
沢
部
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
道
外
の

大
学
生
が
農
家
な
ど
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
な
が
ら
、
町
内
で
農
業
、
教
育
、
福

祉
、
医
療
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
事
業

で
す
が
、
卒
業
後
も
交
流
が
続
く
な
ど
、

厚
沢
部
フ
ァ
ン
は
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

─
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
組
は

　

町
は
平
成
27
年
9
月
に
東
京
都
港
区
東

新
橋
に
あ
る
「
カ
レ
ッ
タ
汐
留
」
に
〈
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ　

北
海
道　

あ
っ
さ
ぶ

町
〉
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
厚
沢
部
商

工
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
生
産

し
た
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
約
1
0
0
品

目
を
販
売
し
て
お
り
、
イ
ー
ト
イ
ン
・
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

マ
イ
タ
ケ
の
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
を
ラ
ン

チ
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
拠

点
に
し
て
、
特
産
品
の
P
R
や
厚
沢
部
町

の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
は
、
国
内
の
「
メ
ー
ク
イ
ン

発
祥
の
地
」
で
す
。
煮
崩
れ
し
に
く
い
の

で
、
関
西
圏
で
は
煮
物
の
材
料
と
し
て
好

ま
れ
、
昭
和
30
年
代
か
ら
出
荷
し
て
い
ま

す
が
、
課
題
は
首
都
圏
の
販
路
で
す
。
最

近
は
東
京
で
も
知
名
度
が
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。テ
レ
ビ
局
の
方
が
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
ご
存
じ
で
、
日
本
テ
レ
ビ
系
列
の
番

組
「
鉄
腕
ダ
ッ
シ
ュ
」
で
厚
沢
部
の
メ
ー

ク
イ
ン
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
役
立
っ

て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
会
社
が
名
古
屋
市

で
3
日
間
限
定
の
あ
っ
さ
ぶ
シ
ョ
ッ
プ
を

開
設
し
て
P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

町
の
「
応
援
団
」
を
獲
得
す
る

─
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
教
え
て
下
さ
い

　

移
住
、
食
、
観
光
は
、
町
の
活
性
化
に

欠
か
せ
な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
会
社
の
取

組
は
連
動
し
て
い
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
」
は
、
長
期
滞
在
に
伴
う
経
済
効
果

は
大
き
い
の
で
す
が
、
完
全
移
住
に
は
結

び
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
冬
季

の
利
用
者
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
通
年

化
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。
冬
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
う
無
料
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
観
光
体
験
事

業
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
は
10
年
目
に

な
り
ま
し
た
が
、
町
外
の
若
者
た
ち
の

「
気
付
き
」
は
、
長
く
厚
沢
部
で
暮
ら
し

て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
刺
激

に
な
り
ま
す
。
厚
沢
部
を
訪
れ
た
奈
良
県

の
大
学
生
が
就
職
し
た
県
内
の
小
学
校

で
、
厚
沢
部
小
学
校
と
テ
レ
ビ
電
話
の

「
ス
カ
イ
プ
」
を
使
っ
た
交
流
授
業
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通

じ
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
〈
縁
〉
や

〈
絆
〉
を
活
か
し
て
、
厚
沢
部
町
の
心
強

い
応
援
団
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
町
が
目
指

す
「
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
会
社
と
し
て
出
来
得
る
こ
と
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

取材メモから

　「世界一素敵な過疎のまちづくり」の取組は10年目を
迎える。次の10年は、町の存在を認知される時代から、
目指すべき理想を目に見える形に仕上げていく時代を迎
える。蓄積してきた人脈や全国各地に拡げたネットワー
クは、次のステップを踏み出すための大きな力になるだ
ろう。息の長い取組を次世代に着実に引き継いでいくこ
とが不可欠だ。町内では地域おこし協力隊の経験者や若
手の移住者が多様な立場と考え方を持ちながら活躍して
いる。若い芽を大きく伸ばす寛容さは地域力の源泉だ。

さまざまな体験型観光メニューを用意している

アウトキャンパスが縁となり
厚沢部ファンが増えている
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過
疎
化
の
現
実
を
受
け
入
れ
「
住
ん
で

み
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
う
ま
ち
づ
く

り
を
─
。
厚
沢
部
町
は
平
成
21
年
9
月
、

町
出
資
1
0
0
％
の
〈
素
敵
な
過
疎
づ
く

り
株
式
会
社
〉
を
立
ち
上
げ
た
。
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
「
過
疎
」
を
逆
手
に

取
り
、
あ
え
て
名
付
け
た
社
名
は
町
内
外

で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
事
業
を
中
心
と
す
る
移
住
・
定
住
の

促
進
や
農
産
物
の
販
路
拡
大
な
ど
、
多
様

な
事
業
を
展
開
す
る
中
で
得
た
成
果
や
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
、
同
社
の
森
稔
彦
事

業
推
進
室
長
と
前
野
宏
之
町
農
林
商
工
課

長
に
聞
い
た
。

正
面
か
ら
「
過
疎
」
と
向
き
合
う

─
会
社
設
立
の
経
緯
を
教
え
て
下
さ
い

　

町
の
人
口
は
昭
和
35
年
の
1
万
6
5
1

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
過
疎
化
・

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
町
全

体
の
閉
塞
感
を
打
開
し
、
元
気
な
町
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
21
年
4
月

に
町
の
最
高
規
範
と
な
る
「
素
敵
な
過
疎

の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
施
行
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
行
政
に
は
無
い
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
柔
軟
な
対
応
が
可
能
な
商
社
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
同
年
9

月
に
は
、
町
が
1
0
0
％
出
資
す
る
、
素

敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社
（
社
長
・
渋

田
正
己
町
長
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

─
反
発
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

　

条
例
案
を
平
成
21
年
3
月
の
定
例
町
議

会
に
提
案
し
ま
し
た
が
、
議
員
か
ら
は

「
名
称
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
」「
過
疎
を
逆

手
に
と
る
こ
と
に
は
賛
成
」
な
ど
の
賛
否

両
論
が
あ
り
ま
し
た
。
町
長
は
「
過
疎
化

や
高
齢
化
は
不
可
逆
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
前
提
条
件
と
し
て
、

単
独
で
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

決
意
を
込
め
て
い
る
」
と
し
、「
素
敵
」

と
「
過
疎
」
と
い
う
相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ

の
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
強
烈

な
イ
メ
ー
ジ
を
町
内
外
に
発
信
す
る
狙
い

も
説
明
し
て
、
理
解
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
全
国
的
な

流
れ
で
す
。
無
理
に
逆
ら
う
の
で
は
な

く
、
緑
豊
か
な
森
林
や
田
園
風
景
な
ど
、

厚
沢
部
町
の
良
さ
を
維
持
し
な
が
ら
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
素
敵
な
過
疎

の
ま
ち
』」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町
を
売
り
込
む
株
式
会
社

─
会
社
の
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　

町
か
ら
の
派
遣
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
隊
員
を
含
め
た
5
人
の
体
制
で

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
を
中
心
と
す
る
移

住
・
定
住
の
促
進
、
道
外
大
学
の
ア
ウ
ト

町の応援団を獲得せよ　
素敵な過疎の

まちづくりを目指す
素敵な過疎づくり株式会社 事業推進室長 森　　稔彦氏

厚沢部町農林商工課長 前野　宏之氏

4

キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
、
特
産
の
メ
ー
ク
イ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
特
産
品
の
販
路
開

拓
、
さ
ら
に
婚
活
や
若
者
の
交
流
な
ど
、

町
の
活
性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

移
住
交
流
事
業
は
、
情
報
発
信
や
移
住

相
談
な
ど
の
窓
口
を
担
っ
て
い
ま
す
。
5

棟
の
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅
」
で
長
期

滞
在
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
は

大
阪
や
東
京
な
ど
の
大
都
市
で
暮
ら
す
60

代
の
夫
婦
が
多
い
で
す
ね
。
避
暑
を
兼
ね

会社設立の経緯や成果を語る森室長（右）と前野課長

PROFILE
森　稔彦（もり・としひこ）氏
町の企画商工課長、総務政策課長と
して「素敵な過疎のまちづくり基本
条例」の制定や「素敵な過疎づくり
株式会社」の設立に携わる。農林商
工課長を経て平成 27 年6月から現職
前野　宏之（まえの・ひろゆき）氏
平成 27 年6月に道農政部から派遣さ
れ、前任者の森室長とともに農林業
や商工業の振興に力を注いでいる

【リレーインタビュー】

DMOと
地域商社
─現状と課題は
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な
っ
た
（
グ
ラ
フ
3
）。
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル

の
よ
う
な
、
地
中
海
性
気
候
に
属
す
る
地

域
で
開
発
・
栽
培
さ
れ
て
き
た
醸
造
用
ブ

ド
ウ
品
種
は
従
来
、
寒
冷
地
で
の
栽
培
が

難
し
い
と
さ
れ
、
道
内
で
の
栽
培
は
当
初
、

失
敗
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
気
候
変

動
に
伴
う
気
温
上
昇
の
影
響
に
よ
り
、
平

成
10
年
以
降
、
ブ
ド
ウ
の
生
育
に
必
要
な

平
均
気
温
・
積
算
温
度
な
ど
の
確
保
が
可

能
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
注
１
）。

　

道
立
総
合
研
究
機
構
（
道
総
研
）
は
、

高
級
醸
造
用
ブ
ド
ウ
と
し
て
の
目
安
と
な

る
、
糖
度
20
％
超
の
ブ
ド
ウ
収
穫
実
績

と
、
そ
の
気
象
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
研

究
・
生
育
成
果
を
発
表
し
て
い
る
（
表

2
）。

貴
重
な
地
域
資
源
へ

変
貌
を
遂
げ
る
道
産
ワ
イ
ン

　

平
成
30
年
10
月
30
日
、
国
産
ブ
ド
ウ
を

原
料
と
し
た
「
日
本
ワ
イ
ン
」
の
ブ
ラ
ン

ド
保
護
を
目
的
と
し
た
、
新
た
な
表
示

ル
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
輸
入
原
料
を

一
部
で
も
使
用
し
た

国
内
製
造
ワ
イ
ン
は

表
ラ
ベ
ル
に
地
名
や

品
種
等
を
表
示
で
き

な
く
な
る
。
今
後
は

国
産
原
料
へ
の
シ
フ

ト
や
、
産
地
ブ
ラ
ン

ド
の
付
加
価
値
向
上

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
平
成
27
年

に
は
、
産
地
名
が
有

す
る
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
保
護
す
る
「
酒
類

の
地
理
的
表
示
制
度

（
通
称
・
G
I
）」
も

ス
タ
ー
ト
し
た
（
注

２
）。
道
産
ブ
ド
ウ
を
原
料
と
し
た
道
産

ワ
イ
ン
に
の
み
「
原
産
地
・
北
海
道
」
と

表
示
で
き
る
よ
う
、
道
内
21
カ
所
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
つ
く
る
「
道
産
ワ
イ
ン
懇
談

会
」
が
平
成
29
年
1
月
、
G
I
に
基
づ
く

申
請
を
行
う
な
ど
、
国
内
外
に
向
け
て
、

高
品
質
な
醸
造
用
ブ
ド
ウ
や
道
産
ワ
イ
ン

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
段
と
し
て
関

係
者
の
期
待
を
集
め
て
い
る
。

　

醸
造
用
ブ
ド
ウ
は
、
生
育
環
境
、
栽
培

方
法
な
ど
の
違
い
に
よ
り
、
品
質
や
風
味

に
違
い
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
料
を

使
っ
て
醸
造
さ
れ
る
ワ
イ
ン
は
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
ご
と
に
評
価
が
分
か
れ
る
。
ワ
イ
ン

が
持
つ
奥
深
さ
や
背
景
と
と
も
に
、
地
域

の
特
徴
や
作
り
手
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
道

産
ワ
イ
ン
は
、
貴
重
な
地
域
資
源
へ
と
変

貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

（
注
1
）
広
田
知
良
ら
（
2
0
1
7
）：
気
候
変
動
に

よ
る
北
海
道
に
お
け
る
ワ
イ
ン
産
地
の
確
立
─

1
9
9
8
年
以
降
の
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
へ
の
正
の
影

響
─
「
生
物
と
気
象
」
第
17
巻
、
34
─

45
ペ
ー
ジ
な

ど
参
照

（
注
2
）
酒
類
の
特
性
や
そ
の
産
地
と
の
つ
な
が
り

等
に
つ
い
て
明
確
化
し
た
産
地
か
ら
の
申
立
て
に
基

づ
き
、
国
税
庁
長
官
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
で
産
地

名
を
独
占
的
に
名
乗
る
（
産
地
内
で
生
産
さ
れ
る
こ

と
、
生
産
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
条
件
）
こ
と
が
で

き
、
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
「
産
地
名
」
の
適
切

な
使
用
を
促
進
す
る
。
酒
類
以
外
の
産
品
に
係
る
地

理
的
表
示
の
保
護
は
農
林
水
産
省
が
所
管
し
て
い
る
。

ピノ・ノワールの道内
栽培面積（左目盛）
ピノ・ノワールの国内
栽培面積シェア
（右目盛）

60.1

24.4

23.2

3.7

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

平成 26 年平成 16 年

（ha）
25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

（注）

（出所）

ピノ・ノワール国内栽培面積シェアは、ピノ・ノワー
ルの国内栽培面積に占める同品種における道内栽培面
積の割合を指す。
農林水産省「特産果樹生産動態等調査」

■�グラフ3　�ピノ・ノワールの道内栽培面積と�
国内シェア

■表1　道内の品種別栽培面積（上位 10 品種）

品種名 色 国
平成 26 年 平成 16 年

順位 栽培面積
（ha）

平成 16 年比
伸び率（％） 順位 栽培面積

（ha）
ケルナー 白 独 1 55.3 ▲ 5.5 3 58.5
ツバイゲルトレーベ 赤 墺 2 40.6 ▲ 5.8 4 43.1
セイベル 13053 赤 仏 3 30.4 ▲ 54.1 1 66.3
ミュラー・トゥルガウ 白 独 4 26.6 ▲ 57.0 2 61.8
ピノ・ノワール 赤 仏 5 23.2 527.0 11  3.7
バッカス 白 独 6 22.3 ▲ 15.8 6 26.5
山幸 赤 日 7 15.1
シャルドネ 白 仏 8 14.9 496.0 14  2.5
セイベル 5279 白 仏 9 12.2 ▲ 65.1 5 35.0
清見 赤 日 10 11.6
（注）　 �上記は加工専用品種のみを掲載。ワイン用の原料としてはそのほかに、生食用品種（また

は加工兼用品種）などが用いられるケースもある。
（出所）農林水産省「特産果樹生産動態等調査」

■表2　ピノ・ノワールの地域適応性検証結果
研究成果名：高級醸造用ぶどうの本道における糖度から見た適応性と密植の効果
研究の目的：�高級醸造用ぶどう「ピノ・ノワール」など供試 3品種の本道での適応性を

明らかにするとともに安定生産可能な栽植密度や整枝法を示す。

（成果概要）
・�各産地で醸造原料として必
要な糖度 18％を超えるぶど
うができ、高級醸造用とし
て目標となる 20％を超える
場合も多かった。

・�気象条件を考えると、糖度
18％以上が期待される条件
は日照時間 460 時間以上、
積算温度 1170℃以上で、糖
度 20％が期待される条件は
同 550 時間以上、同 1230℃
以上であった。

地域ごとの気象条件と果実品質（平成 25〜28 年平均）

栽培地 上川南部 後志 南空知

例数 4 12 6

気
象
条
件

日照
時間

満開〜
収穫 499 543 561

積算
温度

4 月〜
収穫 1219 1243 1267

収穫日 10 月 6 日 10 月 11 日 10 月 14 日

満開期から
収穫日の日数 97 99 99

糖度（Brix％） 19.2 19.8 20.9
（注）　 上図では成果概要の一部及びピノ・ノワールの具体的データを一部抜粋したもの
（出所）�地方独立行政法人北海道立総合研究機構農業研究本部「高級醸造用ぶどう品種の地域適応

性と高品質栽培法、ニーズに即した高品質ぶどうの品種選定と安定生産技術の開発（平成
28 年度成績概要書）」をもとに道銀地域総合研究所作成
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醸造用ブドウの栽培適地として
注目される北海道

　道外・海外のワイン醸造事業所（ワイナリー）が近年、道内に進出するケースが相次いでおり、
自社管理農場で醸造用ブドウ栽培に取り組む事例もある。本稿では、醸造用ブドウ栽培地としての
北海道のポテンシャルについて考察する。（北海道銀行・道銀地域総合研究所）

NEWS  TOPIC
PRACTICE

国
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
抱
え
る

「
国
産
原
料
の
調
達
力
強
化
」

と
い
う
課
題

　

平
成
27
年
の
酒
類
国
内
出
荷
量
が
、
平

成
17
年
比
で
7
・
5
％
減
と
減
少
基
調
で

推
移
す
る
中
、
ワ
イ
ン
を
中
心
と
す
る
果

実
酒
出
荷
量
は
、
輸
入
品
・
国
内
製
造
品

と
も
に
増
加
基
調
と
な
っ
て
い
る
（
グ
ラ

フ
1
）。
一
方
、
国
内
で
製
造
さ
れ
る
ワ

イ
ン
は
、
使
用
原
料
に
占
め
る
国
産
ブ
ド

ウ
の
割
合
は
26
・
6
％
に
と
ど
ま
り
、
国

産
ブ
ド
ウ
の
み
を
使
用
し
て
製
造
さ
れ
る

「
日
本
ワ
イ
ン
」
は
、
国
内
製
造
品
の
う

ち
18
・
4
％
し
か
な
い
。

　

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
の
推
計
に
よ

る
と
、
日
本
ワ
イ
ン
の
国
内
出
荷
量
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
1
・
8
倍

に
拡
大
す
る
見
通
し
で
、
日
本
ワ
イ
ン
の

人
気
は
着
実
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
（
グ
ラ

フ
2
）。
こ
う
し
た
中
、
国
内
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
は
「
国
産
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
調
達

力
強
化
」
が
課
題
で
あ
る
と
の
声
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
で
は
近
年
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
急

増
し
て
お
り
、
平
成
28
年
1
月
の
時
点
で

33
カ
所
と
、
10
年
前
と
比
べ
て
20
カ
所
増

加
し
た
。
最
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
老
舗

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
、
函
館
市
で
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
開
設
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
す
る
な

ど
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
、
調
達
力
の

強
化
を
含
め
た
海
外
勢
の
進
出
も
目
立
つ
。

醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
生
産
地

北
海
道
に
お
け
る
変
化
と
は

　

道
内
で
は
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
実
績

が
増
加
を
続
け
て
お
り
、
収
穫
量
は
長
野

県
、
山
梨
県
に
次
い
で
国
内
第
3
位
の
地

位
に
あ
る
。
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
環
境

と
し
て
は
、
積
雪
寒
冷
地
の
た
め
、
寒
さ

に
弱
い
品
種
を
栽
培
す
る
の
が
難
し
い
と

い
う
短
所
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
方
で
本
州

と
比
べ
る
と
、
梅
雨
が
無
く
、
降
水
量
も

比
較
的
少
な
い
た
め
、
病
原
菌
の
繁
殖
リ

ス
ク
を
抑
制
で
き
る
ほ
か
、
昼
夜
の
寒
暖

差
が
大
き
い
た
め
、
光
合
成
で
蓄
積
し
た

糖
分
を
十
分
に
蓄
積
で
き
る
な
ど
の
長
所

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
道
内
で
は
、
赤
ワ
イ
ン
用
で

は
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
、
白
ワ
イ
ン
用

で
は
ケ
ル
ナ
ー
な
ど
、
冷
涼
な
気
候
で
も

栽
培
可
能
な
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
品
種
が
大

き
な
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。
最
近
で
は

国
内
外
で
人
気
が
高
い
品
種
を
中
心
に
栽

培
品
種
に
拡
が
り
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
代
表
例
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
産
の
「
ピ

ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
」
が
あ
る
（
表
1
）。

　

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
は
、
世
界
一
高
価
と

言
わ
れ
る
「
ロ
マ
ネ
・
コ
ン
テ
ィ
」
を
は

じ
め
、
世
界
中
の
有
名
ワ
イ
ン
の
原
料
に

な
っ
て
い
る
。
近
年
、
北
海
道
で
も
栽
培

面
積
が
急
拡
大
し
、
国
内
に
お
け
る
栽
培

面
積
シ
ェ
ア
の
約
6
割
を
占
め
る
ま
で
に

(年度 ･平成)

400
350
300
250
200
150
100
50
0

（千KL）
果実酒輸入（左目盛）
果実酒国内製造（左目盛）
果実酒出荷量（左目盛）
酒類全体（右目盛）

（千KL）
10,000
9,800
9,600
9,400
9,200
9,000
8,800
8,600
8,400
8,200
8,000

（注）

（出所）

果実酒出荷量は、果実酒輸入数量と果実酒製造数量の
合計を指す。
国税庁「国税庁統計年報書」

2726252423222120191817

■�グラフ1　酒類・果実酒の国内出荷量

関東農政局
による推計

平成 25 年比 1.8 倍
10 年間（平成 26～35 年）で

(年度 ･平成)
3534333231302928272625242322212019181716

60

50

40

30

20

10

0

（千KL）

（注）

（出所）

平成 16 年から 25 年までの各年の出荷量の平均変化率
が今後も継続し、国産ワインに占める日本ワインのシェ
ア（平成25年＝24.2％）が毎年1％ずつ上昇すると仮定。
農林水産省関東農政局『「日本ワイン」をめぐる現状と
支援策』

■�グラフ2　「日本ワイン」の国内出荷量見通し
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有
機
農
業
・
野
菜
製
菓
コ
ー
ス

に
再
編

　

高
校
存
続
に
向
け
て
村
は
、
平
成
25
年

に
真
狩
高
校
を
〈
有
機
農
業
〉
と
〈
野
菜

製
菓
〉
の
コ
ー
ス
制
に
再
編
し
た
。
前
年

度
に
三
笠
高
校
を
市
立
移
管
し
た
三
笠
市

が
「
食
物
調
理
科
」
を
新
設
。
調
理
師
や

パ
テ
ィ
シ
エ
を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
み
、
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
乗
り
出

し
た
こ
と
が
刺
激
に
な
っ
た
。
青
木
校
長

は
「
少
子
化
と
過
疎
化
が
進
む
中
、
故
郷

に
誇
り
を
持
ち
、
基
幹
産
業
の
農
業
を
支

え
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
校

の
存
続
に
危
機
感
を
感
じ
た
当
時
の
校
長

と
教
職
員
が
、
村
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
再

編
に
取
り
組
み
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
〈
有
機
農
業
コ
ー
ス
〉
は
「
植
物
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
草
花
基
礎
」
が
専

門
教
科
だ
。
化
学
肥
料
や
農
薬
を
抑
え
た

有
機
農
業
に
関
す
る
知
識
と
技
術
の
習
得

を
目
指
す
。
札
幌
圏
か
ら
の
入
学
者
が
多

い
傾
向
に
あ
る
。〈
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
〉

の
専
門
教
科
は
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」
と

「
食
品
」
だ
。
農
業
の
6
次
産
業
化
に
向

け
て
、
生
産
、
加
工
、
流
通
、
販
売
の
一

体
化
し
た
取
組
を
担
う
人
材
を
育
て
る
。

こ
ち
ら
は
、
村
内
を
含
む
羊
蹄
山
麓
エ
リ

ア
か
ら
の
入
学
者
が
多
い
と
い
う
。

　

両
コ
ー
ス
で
は
「
農
業
情
報
処
理
」

「
食
品
流
通
」「
野
菜
」「
有
機
農
業
」「
菓

子
製
造
」
を
共
通
教
科
と
し
て
、
地
域
性

を
活
か
し
た
野
菜
の
栽
培
や
コ
ス
ト
管

理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
基
礎
学
習

と
と
も
に
、
デ
ー
タ
処
理
や
情
報
発
信
、

菓
子
製
造
な
ど
の
知
識
を
身
に
付
け
る
。

　

コ
ー
ス
再
編
を
控
え
た
平
成
24
年
9
月

に
実
施
し
た
学
校
説
明
会
に
は
50
人
の
中

学
生
が
参
加
す
る
な
ど
、
手
応
え
は
大
き

か
っ
た
。
25
年
度
に
は
42
人
、
26
年
度
は

41
人
が
入
学
し
た
。

手
厚
い
補
助
で
高
校
生
を
支
援

　

村
は
生
徒
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
就

職
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
簿
記
や
危

険
物
取
扱
者
、
日
本
農
業
技
術
検
定
、
ガ

ス
・
ア
ー
ク
溶
接
な
ど
の
資
格
取
得
費
用

を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
3
年
次
に
希

望
者
を
1
名
募
り
、
4
年
次
へ
進
級
し
て

長
期
研
修
を
行
う
制
度
も
あ
る
。
進
級
者

は
3
カ
月
間
の
道
内
農
業
研
修
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
6
カ
月
間
の
海
外
研
修

を
経
て
卒
業
す
る
。
海
外
研
修
の
渡
航
費

用
や
研
修
費
は
村
が
全
額
補
助
す
る
。

　
〈
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
〉
で
は
、
製
菓
衛

生
師
の
資
格
取
得
に
向
け
て
、
宮
島
学
園

北
海
道
製
菓
専
門
学
校
（
札
幌
）
と
連
携

し
た
通
信
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
2
年

生
か
ら
6
回
・
34
日
間
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
札
幌
で
受
講
し
て
、
3
年
生
の
後
半
に

な
る
と
国
家
試
験
に
臨
む
。
送
迎
や
受
験

料
は
村
が
負
担
し
て
お
り
、
開
講
以
来

1
0
0
％
の
合
格
率
を
維
持
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
再
編
後
の
2
年
間
は
入
学
者
が

増
加
し
た
も
の
の
、
平
成
27
年
度
は
31

人
、
28
年
度
に
は
30
人
、
本
年
度
は
27
人

と
再
び
減
少
傾
向
に
転
じ
た
。
村
は
新
年

度
か
ら
、
後
志
管
内
の
通
学
生
を
対
象
に

交
通
費
を
半
額
補
助
す
る
ほ
か
、
帰
省
す

る
寮
生
の
交
通
費
が
6
万
円
を
超
え
る
場

合
は
差
額
を
負
担
す
る
。
資
格
取
得
費
用

へ
の
補
助
も
拡
充
し
、
英
語
検
定
3
級
以

上
の
取
得
費
用
は
全
額
、
食
品
衛
生
責
任

者
資
格
取
得
費
用
は
2
分
の
1
を
補
助
す

る
。
制
服
も
刷
新
し
、
札
幌
圏
の
中
学
校

に
向
け
た
P
R
活
動
も
強
化
す
る
。

高
校
発
の
ス
イ
ー
ツ
が
大
人
気
！

　

共
通
教
科
に
あ
る
「
菓
子
製
造
」
の
授

業
で
は
、
洋
菓
子
や
パ
ン
を
中
心
と
し
た

実
習
を
経
て
、
基
礎
を
学
ん
で
か
ら
地
場

道の駅・真狩フラワーセンターで開催する高校生カフェ
夏場には開場前に行列ができることも

旧診療所を改修した寄宿舎「耕心寮」
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開
校
60
年
─
農
業
人
材
を
育
て
る

　

真
狩
高
校
は
道
内
に
3
校
あ
る
村
立
高

校
の
一
つ
で
、
生
徒
82
人
、
教
職
員
22
人

の
小
規
模
校
だ
。
昭
和
23
年
11
月
に
倶
知

安
農
業
高
校
真
狩
分
校
と
し
て
開
校
し
、

27
年
に
は
北
海
道
真
狩
高
校
と
し
て
独
立

し
た
。
村
立
移
管
の
経
緯
に
関
す
る
記
録

は
残
っ
て
い
な
い
が
「
独
立
時
点
か
ら
村

立
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」（
青
木
保
繁
校
長
）。
村
史
に
よ
る

と
、
開
校
目
的
は
度
重
な
る
冷
害
と
凶
作

市
町
村
の
重
点
政
策�

1

高
校
生
×
村
×
農
業

ス
イ
ー
ツ
を
活
か
し
た
村
お
こ
し 

真
狩
村

　
地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
〈
ス
イ
ー
ツ
〉
を
取
り
入
れ
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
人
口
2
0
0
0
人
余
り
の
真
狩
村
で
は
、
村
立
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、
地
元
の

果
物
や
農
産
物
を
活
か
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
や
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

狙
い
は
高
校
の
存
続
と
農
産
物
の
消
費
拡
大
、
そ
し
て
農
業
や
食
産
業
を
支
え
る
人

材
の
育
成
だ
。
高
校
生
パ
テ
ィ
シ
エ
と
行
政
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な

成
果
を
生
み
出
す
の
か
。
注
目
の
現
場
を
訪
ね
た
。

を
乗
り
越
え
た
先
人
の
「
積
雪
寒
冷
地
で

の
耕
作
技
術
と
品
種
や
害
虫
対
策
の
知
識

の
習
得
」
と
あ
る
。「
耕
心
練
磨
」
の
校

訓
に
は
、
豊
か
な
心
を
耕
し
、
互
い
に
磨

き
合
い
、
鍛
え
合
い
、
地
域
の
未
来
を
創

造
す
る
人
材
と
な
る
決
意
を
込
め
て
い
る
。

　

独
立
当
初
は
、
農
繁
期
に
休
校
と
な
る

季
節
定
時
制
（
5
年
制
）
の
農
業
科
で
ス

タ
ー
ト
。
平
成
元
年
に
は
3
年
間
で
卒
業

が
可
能
に
な
る
三
修
制
に
移
行
。
翌
年
に

は
「
バ
イ
オ
園
芸
」「
生
活
情
報
」
の

コ
ー
ス
制
に
、
4
年
に
は
「
農
芸
科
学

科
」
に
再
編
し
た
。
だ
が
、
過
疎
化
の
影

響
も
あ
り
、
生
徒
数
の
減
少
が
続
い
た
た

め
、
村
は
平
成
2
年
、
旧
診
療
所
の
建
物

を
改
修
し
、
村
出
身
の
生
徒
が
利
用
で
き

る
寄
宿
舎
「
耕
心
寮
」
を
開
設
。
週
末
に

帰
省
す
る
寮
生
を
送
迎
す
る
有
料
バ
ス
も

運
行
す
る
な
ど
、
村
外
か
ら
の
入
学
者
確

保
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
近
隣
町

村
や
札
幌
な
ど
か
ら
の
入
学
者
が
増
加
し

た
が
、
少
子
化
や
農
業
後
継
者
の
不
足
に

伴
う
生
徒
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら

な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

82 人の生徒が学ぶ村立真狩高校

面　積：114.25 ㎢
人　口：2,086 人（平成 29 年 11 月現在）
世　帯：954 戸（平成 29 年 11 月現在）
職員数：60 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.makkari.info
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戻
っ
て
来
て
く
れ
た
人
も
い
れ
ば
、
就
職

先
で
真
狩
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
。
基
幹
産
業
の
農
業
は
6
次
産

業
化
を
含
め
た
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
校
生
の
柔
軟
な
発
想
と
地

域
事
業
者
の
連
携
に
よ
り
、
新
し
い
商
品

や
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
挑
戦
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
道
内
で
は
少
子
化
や
人
口
減

少
の
影
響
で
、
公
立
高
校
の
統
廃
合
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
真
狩
高
校
は
地
域
活
性

化
に
は
不
可
欠
な
存
在
で
す
。『
耕
心
練

磨
』
の
校
訓
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
た

め
に
高
校
を
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、
取

組
の
意
義
に
つ
い
て
力
説
す
る
。

　

こ
の
3
月
に
卒
業
す
る
生
徒
の
進
路
は

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
へ
の
進
学
が
8

人
。
半
数
が
農
業
や
製
菓
関
連
の
分
野
に

進
む
。
就
職
希
望
は
18
人
で
3
人
が
製
菓

業
界
の
内
定
を
得
た
。
青
木
校
長
は
「
新

コ
ー
ス
制
の
生
徒
は
、
入
学
時
か
ら
明
確

な
目
標
と
目
的
意
識
を
持
ち
、
地
域
と
の

関
わ
り
に
も
積
極
的
で
す
」
と
語
る
。
生

徒
た
ち
は
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
活
動
に
も

参
加
す
る
な
ど
、
村
を
元
気
付
け
る
貴
重

な
戦
力
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
に
頼
ら
れ
る
学
校
を
目
指
し
て

　

大
阪
出
身
の
中
西
教
諭
は
、
酪
農
学
園

大
学
を
卒
業
後
、
旭
川
農
業
高
、
標
茶
高

を
経
て
平
成
17
年
に
真
狩
高
校
に
着
任
。

羊
蹄
山
麓
の
気
候
・
風
土
が
生
み
出
す

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ユ
リ
根
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

な
ど
の
農
産
物
に
惚
れ
込
ん
だ
。
村
内
で

は
平
成
9
年
、
札
幌
で
人
気
フ
ラ
ン
ス
料

理
店
を
営
む
中
道
博
さ
ん
が
、
高
級
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
ッ
カ
リ
ー
ナ
」
を

開
業
。
農
産
物
や
美
し
い
景
観
に
魅
了
さ

れ
た
移
住
者
た
ち
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農

産
物
を
活
か
し
た
起
業
を
目
指
し
た
。
中

西
教
諭
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
と
人
々
の
結

び
付
き
を
活
か
し
て
、「
食
」
と
「
農
」

を
リ
ン
ク
し
た
教
育
の
実
現
を
志
し
た
。

　

そ
の
形
が
少
し
ず
つ
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
き
た
。
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
化
を
続
け

て
き
た
〈
ラ
ミ
ッ
カ
〉
の
ス
イ
ー
ツ
は
、

札
幌
な
ど
で
開
催
す
る
村
の
P
R
イ
ベ
ン

ト
で
は
目
玉
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
を
集
め

て
い
る
。「
ス
イ
ー
ツ
の
世
界
は
華
や
か

な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
実
際
は
地
道
な
作

業
の
連
続
で
す
。
素
材
の
鮮
度
を
保
つ
た

め
に
寒
い
部
屋
で
長
時
間
も
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
食
べ
て
く
れ
る
人

に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
お
い
し
い

だ
け
で
は
駄
目
な
ん
で
す
。
生
徒
た
ち
は

デ
ザ
イ
ン
や
包
装
、
そ
し
て
生
産
者
や
お

客
さ
ん
と
接
す
る
マ
ナ
ー
や
態
度
な
ど
の

基
本
も
学
ん
で
い
ま
す
」

　

昨
年
度
は
「
大
豆
1
0
0
粒
運
動
」
も

始
ま
っ
た
。
大
豆
自
給
率
の
向
上
を
目
指

し
、
料
理
研
究
家
の
辰
巳
芳
子
氏
ら
が
提

唱
す
る
運
動
で
、
真
狩
小
学
校
と
連
携
し

て
、
実
習
農
場
で
在
来
種
の
「
鶴
の
子
大

豆
」
を
栽
培
。
日
本
豆
腐
マ
イ
ス
タ
ー
協

会
の
講
師
を
招
き
、
豆
腐
や
大
豆
料
理
を

学
び
、
1
年
生
全
員
で
「
ジ
ュ
ニ
ア
豆
腐

マ
イ
ス
タ
ー
」
の
資
格
取
得
を
目
指
す
な

ど
、
校
外
と
の
協
力
も
深
め
て
い
る
。　

　

真
狩
高
校
に
は
、
農
産
物
を
活
か
し
た

ス
イ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
食
品
開
発
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

年
度
は
「
豆
乳
」
と
「
お
か
ら
」
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
作
り
に
挑
戦
。
真
狩
中
学
校

の
学
校
給
食
で
「
豆
乳
プ
リ
ン
」
を
試
食

し
て
も
ら
い
、
生
徒
た
ち
の
意
見
や
感
想

を
商
品
開
発
に
活
か
し
て
い
る
。
中
西
教

諭
は
「
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
高
校
で

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
で
、
少
し

ず
つ
活
動
の
幅
を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
頼
ら
れ
る
高

校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。

　「女の子がなりたい職業ランキング」で、パティシエは常に上
位をキープしている。少子化が進むいま、職業学科を有する高校
や専門学校が、生徒の獲得競争を展開する中、公立高校にも特色
ある学校づくりが求められている。真狩高校の中西先生に「他
校との違いは何でしょうか？」と尋ねた。「うちの生徒は『土』
という原点に立ち戻ることができます」と答える。
　土に触れ、農業者の苦労を知り、素材が持つ特性を理解する
ことで、加工や販売に至るまでの道筋を考えることができるよう
になる。それは、浮き沈みの激しい市場の中で生き残る力とな
る。本道農業の課題でもある、農業や食産業の高付加価値化やブ
ランド化を推進する原動力となることが期待される。

Focus

製菓衛生師全員合格の朗報に笑顔が弾ける
青木校長（右）と中西教諭（左）
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産
野
菜
を
活
か
し
た
菓
子
作
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
。
平
成
27
年
に
は
ス
イ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
も
発
足
。
生
徒
た
ち
が
手
作
り
し
た

ス
イ
ー
ツ
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

　

地
物
の
野
菜
や
果
物
を
活
か
し
た
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
、
ラ
ス
ク
、
ジ
ャ

ム
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
イ
ー
ツ
を
考

案
し
、
道
の
駅
・
真
狩
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
で
年
間
20
回
ほ
ど
開
催
す
る
高
校
生

カ
フ
ェ
「L

a m
ikka

（
ラ
ミ
ッ
カ
）」

で
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
販
売
す
る
。
カ

フ
ェ
の
名
前
は
「M

akkali

（
ま
っ
か

り
）」
の
文
字
を
入
れ
替
え
た
も
の
だ
。

　

生
徒
た
ち
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品
は

評
判
を
呼
び
、
最
近
で
は
オ
ー
プ
ン
前
か

ら
行
列
が
で
き
、
す
ぐ
に
完
売
す
る
盛
況

ぶ
り
だ
。
道
の
駅
の
ほ
か
、
村
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
販
売
し
て
お
り
、
販
売
額
は
1
年

間
で
1 

0 

0
万
円
を
超
え
る
と
い
う
。

　

コ
ー
ス
の
再
編
や
ク
ラ
ブ
発
足
に
携

わ
っ
た
中
西
聖
教
諭
は
「
今
ま
で
土
や
昆

虫
に
触
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
生
徒
に

と
っ
て
、
農
業
を
学
ぶ
こ
と
に
は
新
鮮
な

驚
き
が
あ
り
ま
す
。
素
材
を
活
か
し
て
、

お
い
し
さ
を
引
き
出
す
加
工
方
法
を
考
え

る
た
め
に
知
恵
を
絞
り
ま
す
。
ス
イ
ー
ツ

は
格
好
の
教
材
に
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

昨
年
12
月
に
札
幌
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で

開
か
れ
た
「
ま
っ
か
り
村
観
光
・
特
産
品

P
R
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
真
狩
産
の
野

菜
と
と
も
に
、
高
校
生
が
手
作
り
し
た
大

豆
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
や
豆
腐
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
、
ゆ
り
根
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
が
並
び
、

開
店
直
後
か
ら
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　

接
客
担
当
は
〈
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
〉
の

2
年
生
だ
。
川
南
蘭
さ
ん
と
三
野
琴
絵
さ

ん
は
「
外
部
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ま
ず

は
注
目
し
て
も
ら
う
よ
う
に
声
を
出
し
た

り
、
試
食
を
勧
め
た
り
す
る
の
で
大
変
で

す
が
、
完
売
し
た
時
の
達
成
感
も
大
き
い

で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
佐
藤
流
輝
也

さ
ん
は
「
豆
腐
ク
リ
ー
ム
の
糖
度
を
上
げ

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
今
度
は
ほ
う
じ

茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
に
も
挑
戦
し
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

地
方
創
生
の
切
り
札
と
な
る
か

　

村
は
〈
ラ
ミ
ッ
カ
〉
の
展
開
を
独
自
事

業
と
し
て
後
押
し
し
て
い
る
。
平
成
27
年

10
月
に
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
で
も
主
要
施
策
に
位

置
付
け
た
。
出
展
の
費
用
や
原
材
料
費
な

ど
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
高
校
生
向
け

の
接
客
マ
ナ
ー
研
修
な
ど
も
実
施
し
て
い

る
。
生
徒
た
ち
が
製
菓
や
農
産
物
加
工
の

技
を
磨
き
、
進
学
や
就
職
に
活
か
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
接
客
・
販
売
の
経
験
や

羊
蹄
山
麓
で
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
と

の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
目
的
が
あ
る
。

　
〈
ラ
ミ
ッ
カ
〉
の
活
動
を
通
じ
て
、
農

産
物
の
P
R
や
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

取
り
組
み
、
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
や
観

光
客
の
増
加
な
ど
、
経
済
の
好
循
環
に
結

び
付
け
る
狙
い
も
あ
る
。
将
来
的
に
は
村

を
代
表
す
る
ス
イ
ー
ツ
商
品
の
開
発
や
卒

業
生
の
U
・
I
タ
ー
ン
促
進
や
起
業
支
援

な
ど
の
取
組
も
模
索
し
て
い
る
と
い
う
。

　

佐
々
木
和
見
村
長
は
「
街
中
を
高
校
生

が
歩
い
て
い
る
と
活
気
を
感
じ
ま
す
。
村

外
出
身
の
生
徒
は
、
3
年
間
を
過
ご
し
た

真
狩
を
第
二
の
故
郷
と
感
じ
、
真
狩
に

ゆり根プリンの試食が好評だった札幌市内での販売会

「高校生はまちづくりに欠かせない存在」と語る佐々木和見村長
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果
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
患
者
の

症
状
に
応
じ
て
、
湯
治
を
推
奨
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

道
北
で
は
、
古
く
か
ら
石
油
や
天
然
ガ

ス
の
探
鉱
と
開
発
が
行
わ
れ
て
き
た
。
豊

富
町
で
は
大
正
15
年
、
石
油
の
探
鉱
を
目

的
と
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
、
地
下

8
0
0
〜
9
0
0
㍍
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
と

と
も
に
温
泉
が
噴
出
。
豊
富
鉱
山
と
し
て

ガ
ス
採
掘
が
始
ま
り
、
昭
和
7
年
に
は
ガ

ス
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、
町
内
で
電
力
供

給
を
始
め
た
。
一
方
で
住
民
が
草
ぶ
き
小

屋
を
建
て
て
入
浴
を
始
め
た
の
が
豊
富
温

泉
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
昭
和
2
年
に
草

分
け
と
な
る
「
川
島
旅
館
」
が
開
業
。
最

盛
期
は
15
軒
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
営
業
す

る
「
最
北
の
温
泉
郷
」
と
し
て
発
展
し
た
。

　

源
泉
の
温
度
は
35
度
前
後
。
泉
質
は
ナ

ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化

物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
の
2
種
類
だ
。
温
泉

水
は
、
地
下
深
く
か
ら
石
油
や
天
然
ガ
ス

と
と
も
に
湧
出
し
、
微
量
の
油
分
を
含
む

た
め
弱
い
石
油
臭
が
あ
る
。
開
湯
当
時
か

ら
、
や
け
ど
の
治
癒
が
早
い
こ
と
で
定
評

が
あ
っ
た
。
油
分
に
含
ま
れ
て
い
る
タ
ー

ル
に
は
抗
炎
症
作
用
が
あ
り
、
傷
が
き
れ

い
に
治
る
と
評
判
を
集
め
た
と
い
う
。

　

最
盛
期
に
は
、
稚
内
市
や
サ
ロ
ベ
ツ
原

野
、
利
尻
島
・
礼
文
島
な
ど
の
「
最
北
観

光
ブ
ー
ム
」
を
追
い
風
に
年
間
約
25
万
人

が
訪
れ
た
温
泉
街
は
活
気
に
あ
ふ
れ
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
低
迷

や
、
道
北
観
光
の
落
ち
込
み
が
影
響
し

て
、
温
泉
街
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
。

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
客
や
湯
治
客
が
訪
れ

る
以
外
は
、
周
辺
に
現
場
を
持
つ
工
事
関

係
者
が
定
宿
と
す
る
だ
け
で
、
往
年
の
賑

わ
い
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
デ
ス
ク
が
活
躍

　

豊
富
温
泉
の
再
生
に
向
け
た
取
組
は
平

成
10
年
代
に
始
ま
っ
た
。
町
は
湯
治
客
を

中
心
と
す
る
療
養
型
温
泉
へ
の
転
換
に
舵

を
切
り
、
平
成
10
年
に
皮
膚
病
患
者
の
長

期
滞
在
に
対
応
し
た
「
湯
快
宿
」
が
オ
ー

プ
ン
。
湯
治
客
の
健
康
相
談
や
入
浴
指
導

に
対
応
す
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
週
5
回
、
保
健
師
や
看
護
師
を
派
遣
す

る
取
組
も
始
め
た
。
平
成
18
年
か
ら
は

「
ア
ト
ピ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
豊
富
」
を
毎

年
開
催
し
て
お
り
、
道
内
外
の
皮
膚
科
医

や
患
者
に
向
け
て
、
温
泉
療
法
の
効
果
な

ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
続
け
て
い
る
。

　

平
成
21
年
に
は
、
国
の
「
地
方
の
元
気

再
生
事
業
」
を
活
用
し
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
に
湯
治
客
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
す

る
〈
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
デ
ス
ク
〉
を
配

置
。
町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
湯
治

客
の
足
と
な
る
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
展
開

す
る
な
ど
、
豊
富
温
泉
の
活
性
化
や
町
お

こ
し
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
〈
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
デ
ス
ク
〉
で

は
、
皮
膚
病
を
治
療
す
る
た
め
、
7
年
前

に
静
岡
県
か
ら
移
住
し
た
尾
崎
滋
さ
ん
が

臨
時
職
員
と
し
て
運
営
を
任
さ
れ
て
い

る
。
保
健
師
と
看
護
師
も
常
駐
し
、
入
浴

方
法
な
ど
の
指
導
も
行
う
。
皮
膚
病
の
湯

治
に
決
ま
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
無
く
、
適

切
な
入
浴
方
法
が
分
か
ら
な
い
人
も
多

い
。「
体
が
温
泉
に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
最
初
は
症
状
が
悪
化
し
た

よ
う
に
感
じ
て
不
安
に
思
う
人
も
い
ま

す
」
と
語
る
尾
崎
さ
ん
。
自
身
の
苦
労
や

体
験
を
活
か
し
て
利
用
者
と
向
き
合
っ
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
や
相
談
の
電
話
も
多

く
、
時
に
は
30
分
近
く
話
し
込
む
こ
と

も
。
湯
治
療
養
者
に
と
っ
て
サ
ロ
ン
の
よ

う
な
存
在
だ
。
町
の
施
設
を
訪
れ
る
湯
治

客
は
年
間
約
2
万
8
0
0
0
人
に
上
る
。

　

尾
崎
さ
ん
は
初
め
て
豊
富
温
泉
を
訪
れ

た
頃
を
振
り
返
る
。「
ど
う
や
っ
て
豊
富

温
泉
ま
で
行
け
ば
い
い
の
か
、
バ
ス
の
運

行
時
刻
な
ど
の
情
報
も
ネ
ッ
ト
上
で
は
分

か
り
づ
ら
か
っ
た
。
や
っ
と
湯
治
に
慣
れ

て
き
て
も
、
町
内
に
は
若
者
が
遊
べ
る
場

所
が
少
な
い
の
で
、
車
や
バ
イ
ク
な
ど
で

湯
治
に
来
た
人
に
近
隣
の
町
ま
で
乗
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

尾
崎
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
豊
富
温
泉
の
P
R
や
周
辺
市
町
村

を
含
む
情
報
提
供
に
も
力
を
注
ぐ
。
豊
富

温
泉
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ミ
ラ

ふれあいセンターに併設された「コンシェル
ジュ・デスク」では、保健師や看護師が常駐
し、湯治者へのアドバイスや相談に応じる

町営の温泉保養宿泊所「湯快宿」
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市
町
村
の
重
点
政
策�

2

湯
治
か
ら
移
住
へ
─

奇
跡
の
湯
を
全
国
に
発
信 

豊
富
町

　
皮
膚
疾
患
の
治
療
に
効
果
が
高
い
と
さ
れ
る
豊
富
温
泉
を
中
心
と
し
た
地
域
再
生
の

動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
豊
富
町
は
本
年
度
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
乾
癬
な
ど
の
症

状
に
悩
む
全
国
の
小
中
高
生
を
対
象
と
す
る
〈
湯
治
留
学
生
〉
の
受
け
入
れ
を
ス
タ
ー

ト
。
東
京
都
港
区
と
の
広
域
連
携
を
通
じ
て
、
首
都
圏
の
住
民
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
も

強
化
。「
奇
跡
の
湯
」
と
呼
ば
れ
る
貴
重
な
温
泉
資
源
が
、
地
域
に
新
た
な
賑
わ
い
を

生
み
出
し
、
多
く
の
人
に
癒
や
し
を
も
た
ら
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

開
湯
90
年
─
皮
膚
疾
患
に
効
能

　

豊
富
温
泉
に
は
4
軒
の
民
間
ホ
テ
ル
と

町
営
の
宿
泊
保
養
施
設
「
湯ゆ

快か
い

宿じ
ゅ
く」、

同

じ
く
日
帰
り
入
浴
施
設
の
「
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
る
。
年
間
約
12
万
人
が
訪

れ
る
静
か
な
温
泉
地
が
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
や
、
皮
膚
に
慢
性
の
炎
症
が
起
こ
る

乾か
ん

癬せ
ん

に
悩
む
人
た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い

る
。
湯
治
療
養
の
た
め
、
町
内
や
周
辺
地

域
に
移
住
し
た
り
、
数
カ
月
間
に
わ
た
り

長
期
滞
在
し
た
り
す
る
人
も
増
え
始
め
た
。

　

平
成
4
年
に
道
内
の
患
者
と
医
師
に
よ

り
発
足
し
た
有
志
の
会
「
乾
癬
の
会
」
は

毎
年
、
湯
治
ツ
ア
ー
を
豊
富
温
泉
で
開
催

し
て
い
る
。
同
会
で
相
談
医
を
務
め
る
小

林
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
札
幌
）
の
小
林

仁
院
長
は
「
乾
癬
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

は
感
染
の
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
見

的
な
症
状
か
ら
、
患
者
は
い
わ
れ
の
な
い

差
別
に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。
有
効
と
さ

れ
る
治
療
法
が
全
く
効
か
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
豊
富
温
泉
の
お
湯
が
皮
膚
病
に

有
効
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
効

町営の日帰り温泉入浴施設「ふれあいセンター」

北大病院在籍時から乾癬に向き合い
「乾癬の会」の相談医を務める小林
皮膚科クリニックの小林仁院長

面　積：520.67 ㎢
人　口：3,989 人（平成 29 年 11 月現在）
世　帯：1,979 戸（平成 29 年 11 月現在）
職員数：87 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.town.toyotomi.hokkaido.jp
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は
豊
富
温
泉
の
知
名
度
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
銭
湯
に
提
供
し
た
温
泉
濃
縮

水
は
と
て
も
好
評
で
し
た
。
港
区
か
ら
は

継
続
も
打
診
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。

　

町
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
と

し
て
、
町
内
宿
泊
施
設
の
宿
泊
助
成
券
や

札
幌
─
豊
富
間
を
運
行
す
る
特
急
バ
ス
の

割
引
券
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
券

を
提
供
す
る
な
ど
、
多
様
な
手
法
で
豊
富

温
泉
の
魅
力
発
信
を
進
め
て
い
る
。

　

昨
春
か
ら
町
職
員
と
し
て
商
工
観
光
課

で
勤
務
す
る
太
田
裕
佑
さ
ん
は
、
湯
治
が

縁
で
豊
富
町
に
移
住
。「
雄
大
な
自
然
と

温
泉
が
あ
る
生
活
は
、
毎
日
仕
事
を
し
な

が
ら
も
体
調
を
維
持
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
、
町
内
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
語
る
。

天
然
ガ
ス
の
利
活
用
に
期
待
も

　

町
は
交
流
人
口
の
増
加
や
移
住
の
促
進

を
図
る
上
で
、
豊
富
温
泉
を
重
要
な
地
域

資
源
と
位
置
付
け
る
。
一
方
で
移
住
者
を

含
め
た
「
働
く
場
」
の
確
保
は
大
き
な
課

題
で
、
基
幹
産
業
の
酪
農
や
介
護
分
野
の

人
材
不
足
も
深
刻
だ
。
尾
崎
さ
ん
は
「
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
環
境
の
変
化
や
ス

ト
レ
ス
も
症
状
に
影
響
し
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
で
治
癒
が
遅
れ
た
り
、
悪
化
し
た
り
す

る
場
合
も
あ
り
、
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は

う
ま
く
進
ん
で
い
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　

太
田
さ
ん
の
よ
う
に
、
湯
治
を
目
的
に

町
内
や
周
辺
自
治
体
に
移
住
し
て
き
た
人

は
30
人
を
超
え
、
豊
富
町
や
近
隣
市
町
村

の
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
人
も
多
い
。
イ

ラ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
ス
キ
ル
を
活

か
し
て
活
躍
す
る
移
住
者
も
増
え
て
き
た
。

　

雇
用
創
出
で
期
待
さ
れ
る
の
は
天
然
ガ

ス
の
活
用
だ
。
町
内
で
は
長
年
、
大
手
企

業
が
豊
富
鉱
山
の
操
業
を
続
け
て
き
た

が
、
現
在
は
鉱
業
権
の
譲
渡
を
受
け
た
町

が
引
き
継
ぎ
、
4
カ
所
の
坑
井
か
ら
湧
出

す
る
温
泉
水
と
ガ
ス
を
ホ
テ
ル
や
旅
館
に

供
給
し
て
い
る
。
メ
タ
ン
含
有
率
95
・

9
％
の
良
質
な
天
然
ガ
ス
の
湧
出
量
は
日

量
9
0
0
0
立
方
㍍
に
上
る
が
、
供
給
量

は
2
5
0
0
立
方
㍍
に
止
ま
っ
て
い
た
。

　

町
は
平
成
23
年
に
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
供
給
）
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。
ガ
ス
を
燃
料
に
発
電
を
行
い
、
鉱

山
設
備
を
運
転
す
る
電
力
を
賄
う
一
方
、

排
熱
を
ホ
テ
ル
な
ど
に
供
給
す
る
温
泉
水

の
加
温
に
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

4
月
の
ガ
ス
小
売
り
自
由
化
に
伴
い
、
町

は
ガ
ス
小
売
事
業
者
の
登
録
を
受
け
、
豊

富
牛
乳
公
社
が
11
月
に
新
設
し
た
ヨ
ー
グ

ル
ト
工
場
に
ガ
ス
の
供
給
を
始
め
た
。
町

商
工
観
光
課
の
金
内
一
樹
・
商
工
観
光
係

長
は
「
費
用
対
効
果
を
見
極
め
、
供
給
規

模
の
拡
大
も
検
討
し
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
で

経
済
的
な
天
然
ガ
ス
を
企
業
誘
致
と
雇
用

創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　アトピー性皮膚炎や乾癬などの皮膚疾患は、患者の
心身に大きなダメージをもたらす。かゆさや痛みなど
の症状だけでなく、他者の心ない偏見が心理的な苦痛
をもたらしている。インターネットの某巨大掲示板
には「【自殺する前に】豊富温泉【ここに行け】」と
いうスレッドが立つ。刺激的なタイトルだが、苦し
み続ける患者にとって豊富温泉が希望となっているこ
とがうかがえる。大きな不安を抱えながら豊富町にた
どり着いた人たちが、新たなまちづくりの主役として
活躍している。その存在は地域の活力になるだけでな
く、人々にとって心の癒やしにもなっている。

Focus

「首都圏へのアピールは伸びしろが充分にある」と
語る能登屋将宏総務課長補佐

豊富温泉のPRサイト「ミライノトウジ」
http://toyotomi-onsen.com/
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イ
ノ
ト
ウ
ジ
」
は
〈
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・

デ
ス
ク
〉
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る
が

「
デ
ザ
イ
ン
は
湯
治
で
移
住
し
て
き
た
人

が
担
当
し
ま
し
た
。
温
泉
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
な
様
子
や
体
験
者
の
生
の
声
が
届
く
情

報
発
信
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

湯
治
留
学
生
を
全
国
か
ら
受
け
入
れ

　

地
方
創
生
の
流
れ
を
受
け
て
、
町
は
平

成
26
年
を
「
豊
富
温
泉
再
生
元
年
」
に
位

置
付
け
、
療
養
型
温
泉
を
活
用
し
た
交
流

人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
組
を
加
速
し
て

い
る
。
平
成
28
年
度
に
は
、
重
度
の
皮
膚

疾
患
を
抱
え
る
全
国
の
小
中
高
生
を
対
象

に
「
湯
治
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
。
広
島
県

か
ら
3
組
、
北
海
道
、
東
京
、
群
馬
、
栃

木
、
京
都
か
ら
各
1
組
の
計
8
組
が
、
冬

休
み
と
春
休
み
に
合
わ
せ
て
、
豊
富
温
泉

に
14
日
〜
30
日
間
滞
在
し
て
温
泉
療
養
を

体
験
し
た
。
町
は
▽
往
復
の
旅
費
▽
入
浴

料
▽
宿
泊
料
の
2
分
の
1
▽
温
泉
ま
で
の

バ
ス
往
復
券
─
を
補
助
。
こ
の
結
果
、
2

組
3
人
が
豊
富
町
に
移
住
し
、
本
格
的
な

湯
治
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
事
業
の
成
果
を
基
に
本
年
度

は
、
湯
治
留
学
を
支
援
す
る
2
つ
の
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。〈
湯
治
留
学
体
験
支

援
補
助
事
業
〉
は
、
小
中
高
生
を
対
象
に

し
て
▽
片
道
分
の
旅
費
▽
入
浴
料
▽
宿
泊

料
の
2
分
の
1
▽
温
泉
街
ま
で
の
バ
ス
往

復
券
─
を
補
助
。
体
験
希
望
者
は
市
街
地

に
あ
る
自
炊
型
宿
泊
施
設
な
ど
に
宿
泊
で

き
る
。
本
格
的
な
移
住
を
希
望
す
る
小
中

高
生
を
対
象
と
す
る
〈
湯
治
留
学
移
住
支

援
補
助
事
業
〉
は
、
町
内
に
1
年
以
上
滞

在
し
、
本
格
的
な
療
養
に
取
り
組
む
場
合

に
住
宅
費
や
入
浴
料
を
補
助
す
る
。

　

湯
治
に
通
う
子
ど
も
や
家
族
の
足
を
確

保
す
る
た
め
、
町
は
温
泉
方
面
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
乗
り
合
い
可
能
と
し
た
。
昨
年

6
月
に
は
高
校
生
向
け
の
下
宿
が
開
業
す

る
な
ど
体
制
整
備
も
進
む
。
ま
た
、
稚
内

北
星
学
園
大
学
が
、
湯
治
治
療
を
目
的
に

入
学
や
編
入
を
希
望
す
る
学
生
を
対
象
と

す
る
学
費
減
免
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
支

援
の
輪
も
広
が
っ
て
き
た
。
町
教
委
の
笹

岡
義
弘
・
教
育
次
長
補
佐
は
「
最
初
は
豊

富
高
校
の
生
徒
確
保
が
目
的
で
し
た
。
小

中
学
生
に
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
湯
治
留
学
生

の
制
度
化
に
向
け
、
受
け
入
れ
る
学
校
な

ど
で
は
、
症
状
や
対
応
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
行
う
と
と
も
に
、
町
職
員
も
理
解
を

深
め
て
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

平
成
29
年
11
月
現
在
、
湯
治
留
学
生
は

28
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
で
来
町
し
た
小

学
生
2
人
と
体
験
者
が
1
人
。
制
度
の
利

用
に
は
、
診
療
情
報
提
供
書
な
ど
の
提
出

を
求
め
て
い
る
が
、
温
泉
治
療
に
詳
し
い

皮
膚
科
医
が
少
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。
笹
岡
教
育
次
長
補
佐
は

「
皮
膚
疾
患
で
悩
ん
で
い
る
人
す
べ
て
に

効
果
が
あ
る
と
限
ら
な
い
た
め
、
医
師
の

判
断
を
仰
ぐ
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。
運
用

面
を
含
め
て
検
討
を
重
ね
、
制
度
の
利
用

促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

道
外
の
自
治
体
と
の
連
携
・
交
流
も

　

平
成
27
年
に
は
、
湯
治
の
効
果
が
高
い

名
湯
を
有
す
る
大
分
県
竹
田
市
（
長
湯
温

泉
）、
秋
田
県
仙
北
市
（
玉
川
温
泉
）
と

豊
富
町
の
2
市
1
町
が
「
温
泉
力
地
域
協

力
協
定
」
を
締
結
。
湯
治
効
果
の
ア
ピ
ー

ル
と
と
も
に
、
湯
治
ツ
ア
ー
を
対
象
と
す

る
所
得
税
の
医
療
費
控
除
の
適
用
な
ど
を

呼
び
掛
け
て
き
た
。
昨
年
7
月
に
は
「
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が
、
厚
労
省
か
ら

「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
」
に
道
内

で
初
め
て
認
定
さ
れ
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
、
利
用
料
と
往
復
の
交

通
費
が
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
っ
た
。

　

昨
年
2
月
に
は
、
東
京
都
港
区
と
の
連

携
事
業
と
し
て
、
港
区
内
4
カ
所
の
銭
湯

に
「
濃
縮
温
泉
水
」
を
提
供
し
、
独
特
な

泉
質
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
港
区
×
豊
富

町　

豊
富
温
泉
体
験
W
E
E
K
」
を
実

施
。
区
内
で
開
催
し
た
「
豊
富
温
泉
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
in
み
な
と
」
に
は
、
区
の
内
外

か
ら
約
1
0
0
人
が
来
場
し
た
。
町
の
能

登
屋
将
宏
・
総
務
課
長
補
佐
は
「
東
京
で

「湯治留学の受け入れ体制を充実させたい」と
語る町教委の笹岡義弘教育次長補佐

平成 29 年5月に東京都港区で開かれた「豊富温泉シンポジ
ウム in みなと」。100人が来場
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屋
と
な
る
家
屋
も
増
え
始
め
た
。
傾
斜
度

が
10
度
を
超
え
る
よ
う
な
花
崗
岩
質
の
山

肌
は
、
大
半
が
寺
社
の
所
有
地
だ
。

景
観
と
街
並
み
を
維
持
す
る
悩
み

　

石
積
み
の
擁
壁
に
囲
ま
れ
た
空
間
を
奪

い
合
う
よ
う
に
長
屋
が
並
び
、
人
が
や
っ

と
行
き
来
で
き
る
狭
い
坂
道
が
、
迷
路
の

よ
う
に
複
雑
に
入
り
組
む
。
バ
ス
路
線
の

幹
線
道
路
で
も
、
道
路
幅
は
5
・
5
㍍
程

度
。
歩
道
部
は
区
画
線
で
確
保
さ
れ
て
い

る
だ
け
だ
。
住
宅
が
折
り
重
な
る
よ
う
に

並
ぶ
山
沿
い
の
道
を
上
る
と
、
幅
員
は
1

㍍
ほ
ど
に
狭
ま
り
、
住
民
や
宅
配
業
者
が

ス
ク
ー
タ
ー
や
小
型
バ
イ
ク
で
行
き
交
う
。

　

空
き
家
の
大
半
は
、
寺
社
の
所
有
地
に

建
つ
住
宅
だ
。
道
路
に
接
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
敷
地
に
墓
が
あ
っ
た
り
す
る
住
宅

も
多
い
。
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
な
い

斜
面
市
街
地
で
は
、
工
事
は
人
力
が
頼
り

で
、
費
用
が
か
さ
み
、
解
体
や
改
修
を
た

め
ら
う
所
有
者
も
多
い
。
売
却
し
よ
う
に

も
、
不
動
産
業
者
も
手
を
出
さ
な
い
。

　

廃
屋
の
屋
根
瓦
が
落
ち
、
隣
家
の
窓
ガ

ラ
ス
を
割
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く

な
い
。
斜
面
の
住
宅
密
集
地
で
火
災
が
発

生
す
る
と
、
消
防
活
動
も
困
難
で
、
多
く

の
住
宅
が
焼
け
る
大
火
災
に
拡
大
す
る
な

ど
、
住
民
の
悩
み
の
種
は
尽
き
な
い
。

　

だ
が
、
歴
史
あ
る
寺
社
、
密
集
し
た
家

屋
と
迷
路
の
よ
う
な
路
地
が
形
づ
く
る
独

特
の
景
観
は
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ

さ
せ
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
引
き
付
け

て
や
ま
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
に
暮

ら
す
人
た
ち
の
自
慢
で
も
あ
る
。

景
観
保
全
と
空
き
家
対
策
を
推
進

　

市
は
景
観
保
全
と
空
き
家
の
利
活
用
を

両
輪
と
す
る
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
平
成

16
年
施
行
の
景
観
法
に
基
づ
き
、
19
年
4

月
に
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
施
行
。
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
「
景
観
地
区
」
も
定

め
、
街
並
み
の
保
全
に
舵
を
切
っ
た
。

　
「
景
観
計
画
区
域
」
は
、
市
内
全
域
が

対
象
で
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
行
為
な

ど
を
行
な
う
場
合
、
条
例
に
基
づ
き
市
長

へ
の
届
け
出
が
必
要
だ
。
歴
史
的
景
観
が

色
濃
く
残
る
旧
尾
道
・
旧
向
島
地
区
が
対

象
の
「
景
観
地
区
」
で
は
、
建
築
物
の
規

模
に
関
わ
ら
ず
、
高
さ
や
面
積
、
デ
ザ
イ

ン
や
色
彩
を
規
制
し
、
建
築
確
認
と
と
も

に
市
長
の
認
定
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
市
は
平
成
13
年
に
一

部
地
域
で
空
き
家
調
査
を
実
施
。
翌
年
に

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
導
入
し
て
、
斜
面

市
街
地
の
空
き
家
を
対
象
に
入
居
希
望
者

と
賃
借
・
売
買
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
実
績
は
6
年
間
で

11
件
に
止
ま
っ
た
。「
行
政
が
契
約
ま
で

踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
ず
、
休
日
の
対
応

が
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
双
方
の

ニ
ー
ズ
を
拾
い
き
れ
な
か
っ
た
」（
清
玄

智
文
・
市
空
家
対
策
担
当
主
幹
）
と
い
う
。

空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

　

だ
が
、
転
機
が
訪
れ
る
。
尾
道
出
身
の

豊
田
雅
子
さ
ん
を
中
心
と
す
る
〈
尾
道
空

き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
が
平
成
19
年

に
発
足
。
N
P
O
法
人
化
を
経
て
、
21
年

に
は
斜
面
市
街
地
に
あ
る
山
手
地
区
を
対

象
と
す
る
、
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を

受
託
。
官
民
協
働
で
空
き
家
対
策
を
再
始

動
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト

で
空
き
家
情
報
を
移
住
希
望
者
に
提
供

し
、
所
有
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る

が
、
N
P
O
職
員
に
よ
る
現
地
説
明
を
受

け
な
け
れ
ば
、
サ
イ
ト
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を

千光寺から尾道市街をのぞむ

斜面地ではこのような
小道が複雑に交差する
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戦
災
を
免
れ
た
「
坂
道
の
ま
ち
」

　

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
尾
道
市
。
本
州
と

対
岸
の
向
島
を
隔
て
る
幅
数
百
㍍
の
尾
道

水
道
沿
い
に
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
広
が

る
。
中
世
か
ら
天
然
の
良
港
と
し
て
栄

え
、
江
戸
時
代
に
は
大
坂
と
蝦
夷
地
を
結

ん
だ
北
前
船
も
寄
港
し
た
。
海
沿
い
の
急

傾
斜
地
で
は
、
飛
鳥
時
代
に
創
建
さ
れ
た

浄
土
寺
、
奈
良
時
代
の
西
国
寺
、
平
安
時

代
の
千
光
寺
か
ら
な
る
「
尾
道
三
山
」
を

中
心
と
す
る
門
前
町
も
発
達
し
た
。
明
治

市
町
村
の
重
点
政
策�

3

空
き
家
に
新
た
な
息
吹
を

歴
史
的
景
観
と

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り 

広
島
県
尾
道
市

　
戦
禍
を
免
れ
た
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
広
島
県
尾
道
市
─
。
迷
路
の
よ
う
な
坂
道
が
入

り
組
む
市
街
地
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
空
き
家
の
増
加
と
歴
史
的
景
観
の
保
全
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
市
は

N
P
O
法
人
と
の
協
働
に
よ
り
、
多
く
の
空
き
家
を
再
生
し
、
定
住
人
口
の
確
保
に
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
古

代
か
ら
現
代
ま
で
、
連
綿
と
受
け
継
い
で
き
た
港
町
の
情
景
を
守
り
伝
え
て
い
る
。

面　積：285.11 ㎢
人　口：139,357 人（平成 29 年 11 月現在）
世　帯：64,757 世帯（平成 29 年 11 月現在）
職員数：1,064 人（普通会計ベース）
HPアドレス：https://www.city.onomichi.hiroshima.jp

D A T A

24
年
の
山
陽
本
線
開
通
後
、
沿
線
の
住
宅

が
、
港
の
背
後
に
あ
る
急
傾
斜
地
に
移

り
、
独
特
な
「
坂
道
の
ま
ち
」
を
形
作
っ

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
原
爆
で

壊
滅
し
た
広
島
市
、
米
軍
の
大
規
模
空
襲

に
遭
っ
た
呉
市
や
福
山
市
で
は
、
戦
災
復

興
に
伴
う
土
地
区
画
整
理
や
道
路
・
上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
一
方
、
尾
道
市
は
戦
禍
を
免
れ
、

情
緒
あ
る
街
並
み
が
残
さ
れ
た
。

　

尾
道
出
身
の
映
画
監
督
・
大
林
宣
彦
氏

の
代
表
作
「
転
校
生
」「
時
を
か
け
る
少

女
」「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」
の
舞
台
と
し
て

全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
平

成
27
年
に
は
〈
尾
道
水
道
が
紡
い
だ
中
世

か
ら
の
箱
庭
的
都
市
〉
と
し
て
、
文
化
庁

の
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。
歴
史

あ
る
寺
社
、
河
川
を
思
わ
せ
る
尾
道
水

道
、
坂
道
の
住
宅
や
狭
い
路
地
が
多
く
の

人
を
魅
了
し
、
平
成
28
年
度
の
観
光
入
り

込
み
客
数
は
約
6
7
5
万
人
に
上
る
。

　

一
方
、
自
動
車
の
普
及
や
道
路
網
の
整

備
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
内
航
海
運
の
衰

退
と
産
業
構
造
の
転
換
を
招
き
、
市
内
の

人
口
は
、
昭
和
50
年
の
約
18
万
5
0
0
0

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
。
平
成
17
年
に
御
調

町
・
向
島
町
、
18
年
に
は
因
島
市
・
瀬
戸

田
町
と
合
併
し
た
後
も
、
若
年
層
の
流
出

が
進
み
、
高
齢
化
率
は
平
成
22
年
に
30
％

を
超
え
た
。
ま
た
、
昭
和
47
年
に
内
陸
部

で
国
道
2
号
尾
道
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
た

後
は
、
郊
外
の
宅
地
開
発
が
進
み
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
も
進
ん
で
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
「
尾
道

三
山
」
の
南
斜
面
に
位
置
す
る
山
手
地
区

で
は
、
空
き
家
が
目
立
ち
、
老
朽
化
で
廃

34PRACTICE   2018  Winter



空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
約

1
8
0
人
で
す
。
理
事
は
建
築
士
や
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
空
き
店
舗
再

生
に
取
り
組
む
経
営
者
な
ど
多
彩
で
す
。

■
空
き
家
再
生
で
街
に
賑
わ
い
を 

　

車
が
入
れ
な
い
路
地
や
斜
面
に
あ
る
古

い
建
物
の
う
ち
、
ユ
ニ
ー
ク
な
造
り
や
歴

史
的
価
値
が
高
い
建
物
を
再
生
し
て
い
ま

す
。
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
は
、
移
住
者
と

所
有
者
の
橋
渡
し
を
し
ま
す
が
、
賃
貸
借

や
売
買
の
契
約
に
は
関
わ
り
ま
せ
ん
。
特

に
意
識
し
て
い
る
の
は
「
尾
道
の
良
い
と

こ
ろ
、
不
便
な
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
か
ら

住
ん
で
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
移

住
相
談
会
で
も
「
ま
ず
は
じ
っ
く
り
考
え

て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
移

住
の
前
後
に
は
、
私
た
ち
が
地
域
の
町
内

会
長
を
紹
介
し
た
り
、
子
育
て
や
生
活
の

相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
再
生
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
空
き
家
の
再
生
が
切
り
開
く
未
来

　

空
き
家
の
再
生
に
は
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
平
成
24
年
に
は
、
空
き
家
を
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
「
あ
な
ご
の
ね
ど
こ
」
に
改
修
し

て
、
収
益
事
業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
昨

年
は
2
軒
目
の
「
み
は
ら
し
亭
」
も
開
業

し
ま
し
た
。
本
年
度
の
売
上
は
2
軒
で

6
5
0
0
万
円
を
超
え
ま
す
。
23
人
の
ス

タ
ッ
フ
は
20
〜
40
代
が
中
心
の
I
タ
ー
ン

者
で
、
雇
用
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
者
の
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
市
内
で
起
業
し
た
人
も

い
ま
す
。
市
外
に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
も
い
ま
す
。
雇
用
の
場
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
尾
道
で
暮
ら
す
こ
と
を
選

択
す
る
人
は
確
実
に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

尾
道
市
の
人
口
は
「
多
す
ぎ
ず
、
少
な

す
ぎ
ず
」。
住
民
同
士
の
顔
が
見
え
る
ぎ

り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
で
す
。
年
間
を
通
じ
て

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
作
れ
ま
す
。「
放
っ
て
お
か
れ
す

ぎ
ず
、
干
渉
さ
れ
す
ぎ
な
い
」。
港
町
独

特
の
風
通
し
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

住
み
心
地
の
良
さ
に
多
く
の
人
が
関
心
を

寄
せ
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

N
P
O
は
昨
年
7
月
に
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
無
我
夢
中
の
毎
日
で
、
資
金
的

に
も
人
的
に
も
余
裕
が
な
い
の
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
課
題
は
後
に
続
く
人
を
ど
う
育

て
、
つ
な
い
で
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　尾道市は、空き家対策の先進地として全国からの視察が相
次いでいる。そのポイントは、尾道空き家再生プロジェクト
の多彩な人材と行動力にある。市内を歩き回り、急な坂道を
何度も上り下りし、再生された物件を訪ね歩く中で思い知
らされた。「プレイヤーに恵まれた」という市担当者の言
葉も腑に落ちた。空き家対策をめぐっては、所有者の不
明や不在、登記や相続などの権利関係の問題とともに、道
内では積雪による倒壊など寒冷地特有の課題もある。さまざ
まな利害調整には多くの時間を要し、息の長い取組が求めら
れている。市町村にとって事業者や地域住民など、多様な主
体とのネットワーク構築が急務と言える。

Focus

プロジェクトの原点
である「尾道ガウ
ディハウス」

平成 24 年にオープンしたゲストハ
ウス「あなごのねどこ」

尾道空き家再生プロジェ
クトの豊田雅子代表理事
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付
与
し
な
い
。
空
き
家
の
大
半
は
改
修
が

必
要
で
、
景
観
保
全
の
規
制
も
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
生
活
の
不
便
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
真
剣
に
移
住
を
考
え
て
も
ら
う
。

　

平
成
25
年
に
は
、
自
動
車
が
通
り
抜
け

で
き
な
い
場
所
に
あ
る
住
宅
に
限
り
、
平

地
部
に
も
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
対
象
を

拡
大
。
平
成
21
年
10
月
〜
29
年
3
月
の
相

談
件
数
は
4
9
1
0
件
、
移
住
・
定
住
の

実
績
は
83
件
に
達
し
た
。「
景
観
保
全
と

空
き
家
の
利
活
用
に
情
熱
を
傾
け
る
多
彩

な
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
恵
ま
れ
た
」（
清
玄
主

幹
）。
昨
年
1
月
に
は
、
市
内
北
部
の
御

調
町
地
区
で
も
、
一
般
社
団
法
人
「
み
つ

ぎ
さ
い
こ
う
」
を
中
心
に
「
み
つ
ぎ
空
き

家
バ
ン
ク
」
の
取
組
が
始
ま
っ
た
。

市
内
の
空
き
家
は
7
3
5
3
件
に

　

平
成
27
年
の
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
施
行
に
伴
い
、

市
は
「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に
向

け
た
実
態
調
査
を
実
施
。
市
内
の
空
き
家

は
7
3
5
3
件
に
上
り
、
こ
の
う
ち
斜
面

市
街
地
の
空
き
家
は
5
8
2
件
だ
っ
た
。

　

市
は
空
き
家
の
老
朽
度
・
危
険
度
を

A
〜
E
の
5
つ
の
ラ
ン
ク
で
分
類
。
小
規

模
な
修
繕
で
再
利
用
可
能
な
A
は
16
％
、

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
が
、
当
面
の

危
険
性
は
低
い
B
は
37
％
、
管
理
が
行
き

届
か
ず
、
損
傷
も
激
し
い
C
は
25
％
で
、

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
り
、
修
繕
や
解
体
の

緊
急
度
が
高
い
D
は
16
％
、
緊
急
度
が
極

め
て
高
い
E
は
6
％
だ
っ
た
。

　

市
は
昨
年
3
月
、
特
措
法
に
基
づ
き

「
空
家
等
再
生
計
画
」
を
策
定
。
総
合

的
・
計
画
的
な
対
策
と
し
て
①
予
防
・
発

生
抑
制
②
適
正
管
理
の
促
進
③
利
活
用
の

促
進
④
管
理
不
全
な
空
家
等
の
解
消
⑤
跡

地
の
利
活
用
促
進
─
を
打
ち
出
し
た
。
住

民
の
懸
念
が
強
い
老
朽
危
険
家
屋
は
、
特

措
法
に
基
づ
く
「
特
定
空
家
等
」
の
認
定

後
、
助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
を
経

て
、
代
執
行
に
よ
る
除
却
や
修
繕
を
行
う
。

　
「
市
は
代
執
行
を
最
終
手
段
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
本
来
の
目
的
は
『
老
朽
危
険

空
き
家
』
を
増
や
さ
な
い
こ
と
で
す
。
維

持
管
理
の
必
要
性
や
活
用
に
関
す
る
意
識

啓
発
、
相
談
窓
口
の
一
本
化
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
充
実
し
ま
す
」（
清
玄
主
幹
）。

　

市
は
平
成
21
年
施
行
の
「
地
域
に
お
け

る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す

る
法
律
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）」
に
基

づ
き
、
24
年
に
国
土
交
通
省
か
ら
「
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
認
定
を
受
け

た
。
市
は
約
3
3
7
㌶
の
重
点
区
域
を
対

象
に
歴
史
的
建
造
物
の
修
繕
や
景
観
の
整

備
と
と
も
に
、
1
年
以
上
継
続
し
て
使
用

し
て
い
な
い
築
30
年
以
上
の
空
き
家
の
改

修
や
、
老
朽
危
険
建
物
の
撤
去
を
行
う
所

有
者
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
景
観
保

全
と
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
人
た
ち

　

尾
道
市
が
進
め
る
景
観
保
全
や
空
き
家

対
策
は
、
情
感
あ
ふ
れ
る
風
景
や
人
間
模

様
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た
ち
の
情
熱
が
支
え

て
い
る
。
N
P
O
法
人
「
尾
道
空
き
家
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
新
田
悟
朗
専
務
理

事
に
活
動
の
経
緯
や
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。

 

■
歴
史
あ
る
街
並
み
を
残
し
た
い 

　

大
阪
に
住
ん
で
い
た
豊
田
雅
子
代
表
理

事
が
、
現
在
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
「
尾
道
ガ
ウ

デ
ィ
ハ
ウ
ス
」（
旧
・
和
泉
家
別
邸
）
を

購
入
し
、
改
修
に
取
り
組
む
中
、
多
く
の

仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。
豊
田
さ
ん
は
、

山
手
地
区
の
家
屋
が
朽
ち
て
い
く
姿
や
、

尾
道
駅
周
辺
の
再
開
発
で
歴
史
的
景
観
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
胸
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。

　

ガ
ウ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
の
改
修
や
再
利
用
可

能
な
空
き
家
の
情
報
収
集
を
通
じ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
、
平
成
19
年
に
〈
尾
道

 E
 450
 6%D

1,198
16%

老朽度・危険度ランク別　空家件数

空家件数
（7,353 件） 単位：件

C
1,798
25%

B
2,701
37%

A
1,206
16%

新田悟朗氏　
尾道空き家再生プロジェクト専務理事
尾道市出身、32 歳。和歌山大学工学部大学院
卒。都市計画を専攻し、大学生時代に豊田氏と
出会い、平成 22 年からプロジェクトに参画

「空き家を増やさないことが対策の狙い」と語
る清玄智文尾道市空家対策担当主幹（左）と岩
田紀子住宅政策係専門員

■ 尾道市内の空き家発生状況
　「尾道市空家実態調査」から
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記
録
で
き
、
チ
ー
ム
や
個
人
の
シ
ョ
ッ
ト

率
、
試
合
展
開
な
ど
を
グ
ラ
フ
な
ど
で
可

視
化
し
て
逐
次
表
示
し
ま
す（
図
1
・
2
）。

　

i
C
E
は
、
国
内
チ
ー
ム
に
無
償
で
提

供
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
11
チ
ー
ム
が

ユ
ー
ザ
ー
登
録
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
チ
や

リ
ザ
ー
ブ
選
手
の
記
録
作
業
や
試
合
後
の

チ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
試
合
情
報
の
ク
ラ

ウ
ド
共
有
や
類
似
し
た
戦
況
の
検
索
機
能

な
ど
を
実
装
中
で
す
。

　

筆
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
ま
で
に
約

8
0
0
試
合
（
約
9
万
シ
ョ
ッ
ト
）
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
詳
細
に
統
計
解
析

し
、
従
来
は
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
た
戦

術
ノ
ウ
ハ
ウ
を
客
観
的
に
検
証
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

新
た
な
知
見
の
発
見
に
注
力
し
て
い
ま

す
。
記
録
し
た
試
合
情
報
は
試
合
の
実
況

中
継
デ
ー
タ
と
し
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
や

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
試
合
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
い
く
つ
か
の
知
見
を
得
て
い
ま
す

が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
市
民
リ
ー
グ
の
試

合
情
報
の
記
録
に
も
着
手
し
、
希
望
が
あ

れ
ば
簡
単
な
分
析
結
果
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
試
合
情
報
記
録
の
模
様
は
会
場
で
実

況
し
、
参
加
者
や
観
戦
者
に
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
広
い
技
術

に
よ
る
戦
術
支
援
を
目
指
し
、
国
内
複
数

大
学
と
の
共
同
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

情
報
科
学
的

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

北
見
工
業
大
学
は
、
道
東
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
沿
岸
に
位
置
す
る
小
都
市
に
あ
り
ま

す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
、
広
大
な
領
域

内
に
、
豊
か
な
自
然
、
種
々
の
動
物
、
農

海
産
物
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流
氷
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
ブ
ル
ー
な
ど
、
北
海
道
で
も
随

一
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
域
は
、
と
り
わ
け
観

光
誘
致
が
盛
ん
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状

で
、
大
変
も
っ
た
い
な
い
状
況
で
す
。
調

べ
て
み
る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
観
光
に

は
2
つ
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
第
一
に
地
域
内
で
情
報
を
取
り
扱

う
体
制
や
プ
ロ
セ
ス
や
、
技
術
認
識
が
十

分
で
な
い
こ
と
で
す
。
第
二
に
人
々
が
オ

ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
訪
問
を
決
断
す
る
強
い

動
機
や
仕
掛
け
が
無
い
こ
と
で
す
。

　

筆
者
は
、
小
樽
商
科
大
学
や
地
元
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
、
二
つ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

第
一
の
問
題
に
は
、
情
報
の
収
集
と
共

有
を
実
現
し
ま
す
。
地
域
内
に
散
在
す
る

情
報
を
集
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
共

有
す
る
仕
組
み
で
あ
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
観

光
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
共
有
基
盤
」
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
に
散
在
す
る
地
域

情
報
の
自
動
収
集
、
自
動
的
解
析
、
自
動

整
理
を
目
指
し
ま
す
。
第
二
の
問
題
に

は
、
地
域
の
魅
力
と
発
信
力
の
強
化
、
付

加
価
値
化
で
対
応
し
ま
す
。
特
に
特
定
の

層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
そ
の
層
が
地

域
を
訪
れ
る
強
い
動
機
を
提
供
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
結
月
ゆ
か
り
」
と
い

う
、
知
名
度
と
発
信
力
を
併
せ
持
つ
バ
ー

チ
ャ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
全
国

の
フ
ァ
ン
に
向
け
て
、
地
域
の
魅
力
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
展
開
し
ま
す
。
結
月
ゆ
か
り
は
、
ボ

イ
ス
ロ
イ
ド
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
実
況
動
画
や
楽
曲

な
ど
を
通
し
た
地
域
P
R
活
動
に
も
適
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
専
用
の
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
高

め
、
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
設
定
し
て

発
信
力
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
情
報
発
信
に
対
す
る
視
聴
者
や

地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
訪
問
者
を
対
象
と

し
て
、
そ
の
反
応
情
報
を
収
集
す
る
仕
掛

け
も
設
定
し
、
詳
し
く
測
定
分
析
す
る
こ

と
で
、
リ
ア
ル
・
バ
ー
チ
ャ
ル
両
面
で
の

訪
問
者
動
態
情
報
を
客
観
視
で
き
ま
す
。

情
報
収
集
分
析
で
は
、
図
3
の
よ
う
な
情

報
を
収
集
し
ま
す
。

　

一
連
の
分
析
結
果
は
、
次
の
展
開
を
考

え
る
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
学
術
的
に
も
興
味
深
い

資
料
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
6
月

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
観
光
大
使
任
命
式
で
は
、

公
式
ツ
イ
ー
ト
情
報
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
全
人

口
よ
り
多
い
人
数
が
ア
ク
セ
ス
し
、
網
走

市
の
人
口
と
同
規
模
の
ユ
ー
ザ
が
反
応
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
フ
ァ
ン
層
の
ほ
と
ん
ど
が
オ

ホ
ー
ツ
ク
訪
問
し
た
経
験
が
無
い
と
判
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
う
ち
1
％
を
地
域
に

呼
び
込
む
だ
け
で
数
千
人
の
入
込
数
増
加

に
貢
献
で
き
ま
す
。

図3　情報科学的コンテンツツーリズムの情報収集
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北見工業大学工学部准教授
未来デザイン工学科／冬季ス
ポーツ科学研究推進センター
兼任教員。平成2年岡山大理
学部卒。沖電気工業、三重大
助手を経て、21 年から現職。　
博士（工学）。自然言語処理、　
観光情報学、カーリング情報
学に興味を持つ。人工知能学
会、電子情報通信学会、情報
処理学会、観光情報学会、
AAAI、INSTICCな
ど各会員。

桝井　文人
（ますい・ふみと）

カ
ー
リ
ン
グ
情
報
学

　

昨
年
9
月
に
北
見
市
で
開
催
さ
れ
た
、

平
昌
五
輪
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
決

定
戦
で
、
北
海
道
の
チ
ー
ム
「
ロ
コ
・
ソ

ラ
ー
レ
北
見
」
が
、
中
部
電
力
と
の
大
一

番
を
制
し
ま
し
た
。
多
く
の
カ
ー
リ
ン
グ

代
表
選
手
を
輩
出
し
て
き
た
北
見
市
に

と
っ
て
、
カ
ー
リ
ン
グ
は
地
域
を
代
表
す

る
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

　

筆
者
は
、
情
報
科
学
を
活
用
し
て
、

カ
ー
リ
ン
グ
戦
術
面
の
支
援
の
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
主
と
し
て
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
の
支
援
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

情
報
や
分
析
結
果
を
通
し
て
地
域
住
民
に

カ
ー
リ
ン
グ
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
を
広
め

る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

カ
ー
リ
ン
グ
は
「
氷
上
の
チ
ェ
ス
」
と

呼
ば
れ
る
と
お
り
、
試
合
全
体
や
各
エ
ン

ド
を
戦
う
た
め
の
戦
術
と
、
そ
の
判
断
な

ど
の
戦
術
要
素
が
重
視
さ
れ
る
競
技
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
戦
術
的
要
素
の
科
学
的

研
究
成
果
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
報
告
さ

れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

カ
ー
リ
ン
グ
の
戦
術
面
を
情
報
科
学
の
活

用
に
よ
っ
て
支
援
す
る
研
究
を
進
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
試
合
情
報
の
収
集
、
試

合
情
報
の
分
析
、
分
析
結
果
の
見
え
る

化
、
試
合
情
報
と
分
析
結
果
の
共
有
と

い
っ
た
こ
と
を
電
子
的
に
、
そ
し
て
自
動

的
に
行
う
技
術
を
整
備
す
る
こ
と
を
主
な

目
標
と
し
ま
し
た
。

　

戦
術
的
要
素
は
、
シ
ョ
ッ
ト
毎
の
ス

ト
ー
ン
配
置
状
態
と
そ
れ
に
対
応
す
る

シ
ョ
ッ
ト
選
択
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
組
み

合
わ
せ
で
す
。
戦
術
的
要
素
を
扱
う
た
め

に
は
、
過
去
に
実
施
さ
れ
た
試
合
情
報
の

解
析
が
不
可
欠
で
す
が
、
入
手
可
能
な
状

態
で
蓄
積
共
有
さ
れ
た
試
合
情
報
は
ほ
と

ん
ど
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
ま
ず

「
デ
ジ
タ
ル
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
i
C
E
」
を

開
発
し
ま
し
た
。
i
C
E
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
稼
働
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
、
ス
ト
ー
ン
配
置
や
シ
ョ
ッ
ト
の
種
類

と
軌
跡
、
シ
ョ
ッ
ト
の
正
確
性
と
い
っ
た

情
報
を
、
指
で
操
作
し
な
が
ら
直
感
的
に

北
見
工
業
大
学
工
学
部
准
教
授
　
桝
井
　
文
人

図1　�デジタルスコアブック
i CE

図2　試合情報記録の
実況風景

　
筆
者
は
、
情
報
科
学
を
活
用
し
て
地
域
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
教
育
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
、
対
峙
す
る

地
域
課
題
は
複
数
で
す
が
、
本
稿
で
は
、「
カ
ー
リ
ン
グ
情
報
学
」
と
「
情
報
科

学
的
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
も
作
用
し
て
、
あ
る
種
の
満
足
感
を
作

り
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
ニ
コ
チ

ン
を
摂
取
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
が
無
く
な
る
と
、
焦
燥

感
が
出
て
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
落
ち
着
き

が
無
く
な
っ
た
り
、
注
意
力
が
無
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
の
脳
の
状
態
を
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
と
い
い
ま
す
。
タ
バ
コ
が
な
か

な
か
止
め
ら
れ
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　

タ
ー
ル
と
は
、
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
の
こ
と

で
、
茶
褐
色
の
ド
ロ
ッ
と
し
た
液
体
で

す
。
実
は
数
百
種
類
の
有
害
物
質
の
集
合

体
で
、
タ
バ
コ
を
燃
や
す
こ
と
で
生
じ

る
、
一
種
の
燃
え
カ
ス
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
喫
煙
す
る
と
、
口
の
中
や
の
ど
、
気

管
、
気
管
支
、
肺
内
に
付
着
し
ま
す
。
一

度
つ
い
て
し
ま
う
と
、
そ
の
粘
り
気
の
た

め
に
な
か
な
か
は
が
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
付
着
し
た
部
分
の
細
胞
や
組
織
を
刺

激
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
炎
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
せ
き
や
痰
が

出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
慢
性

的
な
刺
激
が
続
く
こ
と
で
、
細
胞
の
性
質

が
変
化
し
て
、
が
ん
細
胞
に
変
わ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
で
が
ん
が
生
じ

る
原
因
は
、
主
に
こ
の
タ
ー
ル
な
の
で
す
。

　
タ
バ
コ
が
原
因
の
病
気

　

タ
ー
ル
に
は
発
が
ん
作
用
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
タ
ー
ル
が
つ
く
可
能
性

が
あ
る
口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、
肺
に
が
ん

が
起
こ
り
ま
す
。
口
の
中
の
タ
ー
ル
は
、
唾

液
な
ど
と
一
緒
に
飲
み
込
ま
れ
る
の
で
、

3

食
道
が
ん
や
胃
が
ん
の
危
険
性
も
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
直
接
の
影
響
で
は
な
い
の

で
す
が
、
す
い
臓
が
ん
や
膀
胱
が
ん
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
は
血
管
に
作
用
し
て
、
動
脈

硬
化
を
進
め
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
高
血

圧
も
起
こ
り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
も
動
脈

硬
化
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
進

む
と
、
血
液
が
固
ま
り
、
詰
ま
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
と
い
う
命
に
関
わ
る

重
病
が
起
こ
り
ま
す
。

　

喫
煙
は
煙
を
吸
い
込
む
の
で
、
ニ
コ
チ

ン
と
タ
ー
ル
は
、
肺
に
強
く
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
肺
が
ん
の
ほ
か
に
も
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
、
こ
う
し
た
炎

症
が
長
く
続
く
と
、
次
第
に
肺
自
体
が
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
壊
れ
た
肺

は
元
に
戻
り
ま
せ
ん
の
で
、
次
第
に
呼
吸

が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
病
気
を

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
C
O
P
D
）
と
い

い
、
長
く
喫
煙
を
続
け
て
い
る
と
肺
が
ん

以
上
に
C
O
P
D
が
起
こ
る
危
険
性
が
高

ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
喫
煙
は
「
万
病
の
元
」。
止
め

る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

P r o f i l e
北海道大学医学部卒業（医師免許
取得）
北海道大学大学院医学研究科修了
（医学博士取得）
北海道大学医学部助手、札幌医科
大学医学部助教授を経て現在は同
教授。専門分野は循環生理学と循
環薬理学。主な著書は「Clinical
生体機能学─生理学から症状がわ
かる─」（南山堂）、「いちばんやさ
しい生理学の本─生きるしくみ」
（秀和システム）。

當瀬　規嗣
（とうせ・のりつぐ）

●図1　日本の喫煙率
　（厚生労働省調査）

まとめ

  １     タバコには、ニコチンやタールをはじめ、
たくさんの有害物質が含まれる

2  ニコチンは神経に悪影響を及ぼし、 
タールには発がん性がある

3  喫煙はがん、心筋梗塞など 
死に至る重病を引き起こす
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タ
バ
コ
の
害
を
起
こ
す
も
の

　

タ
バ
コ
は
タ
バ
コ
の
葉
に
火
を
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
分
が
燃
焼
に
よ
っ

て
変
化
し
、
煙
と
し
て
吸
い
込
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。
元
来
、
物
を
燃
や
し
た
時
に

生
じ
る
煙
に
は
、
様
々
な
有
害
な
物
質
が

含
ま
れ
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
た
き
火

の
煙
が
目
に
沁
み
た
り
、
煙
く
て
せ
き
込

ん
だ
り
す
る
の
で
す
。
ま
し
て
や
自
動
車

の
排
ガ
ス
や
ス
ト
ー
ブ
の
煙
、
工
場
の
排

煙
な
ど
は
、
大
量
の
有
害
物
質
を
大
気
中

に
放
出
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
煙
は
も

と
も
と
有
害
だ
と
い
う
訳
で
す
。

　

実
際
に
タ
バ
コ
の
煙
に
は
2
0
0
種
類

以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
、
一
酸
化
炭
素
、
ア
セ
ト
ン
な

ど
の
有
機
溶
剤
の
素
や
、
ヒ
素
や
カ
ド
ミ

ウ
ム
の
よ
う
な
有
害
元
素
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
有
害
物
質
の
中
に
は
50

種
類
以
上
の
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
物
質
は
も
ち
ろ
ん

微
量
な
の
で
、
数
回
吸
い
込
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
何
も
起
こ
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
喫

1

煙
を
習
慣
化
す
る
と
、
有
害
物
質
が
断
続

的
に
体
内
に
入
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
次
第
に
有
害
物
質
に
よ
る
影
響
が
体

に
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

最
近
、
加
熱
式
の
タ
バ
コ
が
発
売
に
な

り
、
一
大
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ

バ
コ
の
葉
を
加
熱
し
て
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の

成
分
を
揮
発
さ
せ
、
そ
の
空
気
を
吸
い
込

む
も
の
で
す
。
タ
バ
コ
の
葉
を
燃
や
さ
な

い
の
で
、
煙
が
出
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
揮
発
し
た
有
害
物
質
が
空
気
に
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
害
が

出
る
危
険
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　
ニ
コ
チ
ン
と
タ
ー
ル
の
作
用

　

タ
バ
コ
の
有
害
物
質
と
し
て
知
れ
わ

た
っ
て
い
る
も
の
に
ニ
コ
チ
ン
と
タ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
ニ
コ
チ
ン
は
、

タ
バ
コ
の
味
わ
い
そ
の
も
の
を
作
り
出
す

2

も
の
で
あ
り
、
含
有
量
も
他
の
物
質
に
比

べ
て
ず
ば
抜
け
て
多
い
も
の
で
す
。
ニ
コ

チ
ン
は
、
神
経
細
胞
に
直
接
取
り
つ
い
て

様
々
な
反
応
を
引
き
起
こ
す
、
薬
物
の
よ

う
な
物
質
で
す
。
特
に
内
臓
の
働
き
を
調

節
す
る
自
律
神
経
に
結
合
し
て
反
応
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
心
拍
数
が
増
え
、
血
管

が
収
縮
し
て
血
圧
を
上
げ
ま
す
。
消
化
管

の
運
動
を
活
発
に
す
る
作
用
も
あ
り
、
悪

化
す
る
と
悪
心
・
嘔
吐
や
下
痢
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
唾
液
腺
を
刺
激
し
て
唾
液
が

た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
気
管
支
を
収
縮

さ
せ
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
煙
を
強
く
吸

い
込
む
と
、
空
気
の
通
り
が
悪
く
な
っ
て

せ
き
込
む
こ
と
が
よ
く
起
き
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
人
生
で
初
め
て
タ
バ
コ
を

吸
っ
た
時
に
は
、
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
た

り
、
頭
が
く
ら
く
ら
し
た
り
し
た
は
ず
な

の
で
す
。
で
も
、
何
度
も
タ
バ
コ
を
吸
っ

て
い
る
と
、
そ
れ
ら
の
反
応
は
次
第
に
弱

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
一
種
の
慣
れ
が
生

じ
る
の
で
す
。
で
す
が
、
血
管
の
収
縮
作

用
は
い
つ
ま
で
も
起
こ
る
よ
う
で
、
喫
煙

者
の
血
圧
は
非
喫
煙
者
よ
り
高
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
脳
の
神
経
細
胞

タ
バ
コ
の
害

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
公
共
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
禁
煙
・

分
煙
の
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
の
分
野
で
は
、
禁
煙
外
来
で
の
健

康
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
、
禁
煙
治
療
が
広
く
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
禁
煙
の
た

め
の
薬
剤
も
開
発
さ
れ
、
盛
ん
に
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
喫
煙

率（
図
1
）は
、
男
性
が
32
％
、
女
性
は
9
％
ほ
ど
で
、
男
性
は
減
少
傾
向
に
あ

る
と
は
い
え
、
女
性
は
近
年
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
将
来
的
に
か
な
り
の
数
の
人
が

タ
バ
コ
の
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
改
め
て

タ
バ
コ
が
な
ぜ
有
害
な
の
か
を
お
示
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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め
て
い
ま
す
。
絵
本
を
思
わ
せ
る
景
観
づ

く
り
や
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
町
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
中
心
に
あ
っ
て
生
ま
れ
た
力
で
す
。

　

道
の
駅
で
人
気
の
商
品
「
元
気
福
味

噌
」
は
、
私
も
フ
ァ
ン
の
1
人
で
す
。
町

内
の
味
噌
づ
く
り
名
人
の
腕
を
活
か
せ

ば
、
近
い
将
来
「
キ
ヌ
ア
み
そ
」
も
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
キ
ヌ
ア
を
活
か
し

た
特
産
品
や
お
土
産
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
商

品
化
に
向
け
た
プ
ラ
ン
が
膨
ら
み
ま
す
。

癒
し
系
フ
ー
ド

「
い
な
き
び
」
に
ほ
っ
こ
り
！

　

私
が
注
目
し
て
い
る
、
も
う
一
つ
の

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
は
、
音
更
町
で
生
産
さ

れ
て
い
る
「
い
な
き
び
」
で
す
。
平
成
24

年
に
有
志
が
〈
い
な
き
び
研
究
組
〉
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
農
業
者
を
は
じ
め
、
パ

ン
店
主
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、「
雑
穀
ク
リ

エ
ー
タ
ー
」
の
資
格
者
な
ど
約
20
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
収
穫
の

お
手
伝
い
や
レ
シ
ピ
の
研
究
、
S
N
S
で

の
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
音
更
で
農
業
を
営
む
山
崎

康
行
さ
ん
。
自
家
採
取
し
た
種
子
を
長
年

守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。「
祖
母
の
枕
に

使
わ
れ
て
い
た
『
い
な
き
び
』
を
食
べ
て

み
た
ら
お
い
し
か
っ
た
」
こ
と
が
、
自
分

で
も
栽
培
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
の
こ

と
。「
い
な
き
び
」
と
お
米
を
6
対
4
の

割
合
で
炊
い
た
「
き
び
ご
飯
」
が
山
崎
家

に
伝
わ
る
伝
統
の
味
だ
そ
う
で
す
。

　

帯
広
市
で
「
ノ
ブ
キ
ッ
チ
ン
」
と
い
う

料
理
教
室
を
主
宰
す
る
雑
穀
ク
リ
エ
ー

タ
ー
・
栂つ

が

安や
す

信
子
さ
ん
に
「
き
び
ぜ
ん
ざ

い
」
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
そ

ん
な
に
お
い
し
い
の
か
な
…
？
」
と
い
う

印
象
を
持
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
フ
ワ
フ

ワ
に
炊
い
た
「
い
な
き
び
」
は
、
ほ
の
か

な
甘
み
が
あ
り
、
そ
の
お
い
し
さ
に
驚
き

ま
し
た
。「
ヒ
ー
リ
ン
グ
フ
ー
ド
」
と
呼

べ
る
優
し
い
味
わ
い
で
す
。

多
彩
な
料
理
に
使
え
て

栄
養
価
も
ア
ッ
プ
！

　
「
い
な
き
び
」
は
、
調
理
方
法
で
食
感

が
七
変
化
す
る
と
て
も
面
白
い
食
材
で

す
。「
ノ
ブ
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、
太
巻
き

や
お
好
み
焼
き
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
な
ど

の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

「
き
び
飯
」
を
作
る
と
き
に
は
、
お
米
に

1
〜
2
割
の
「
い
な
き
び
」
を
混
ぜ
て
炊

く
と
食
べ
や
す
い
そ
う
で
す
。
き
び
パ

ワ
ー
で
ビ
タ
ミ
ン
＆
ミ
ネ
ラ
ル
を
ア
ッ
プ

し
た
ご
飯
に
変
身
し
ま
す
。

　
〈
い
な
き
び
研
究
組
〉
に
参
加
し
て
い

る
パ
ン
店
「
満
寿
屋
商
店
」
で
は
、
柔
ら

か
く
炊
い
た
き
び
と
練
乳
を
混
ぜ
て
お
団

子
に
し
、
生
地
で
包
ん
で
揚
げ
た
「
き
び

だ
ん
ご
ド
ー
ナ
ツ
」
が
人
気
で
す
。
お
正

月
に
は
、
臼
と
き
ね
で
つ
い
た
「
い
な
き

び
1
0
0
％
」
の
お
餅
を
振
る
舞
う
イ
ベ

ン
ト
も
好
評
で
す
。「
い
な
き
び
」
に
魅

せ
ら
れ
た
私
も
、
我
が
家
の
お
餅
に
混
ぜ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
収
穫
量
が
少
な
い
「
い
な
き

び
」
は
、
お
米
よ
り
高
価
で
す
が
、
山
崎

さ
ん
は
、
多
く
の
人
に
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
機
械
で
脱
穀
し
た

後
は
、
ゴ
ミ
は
も
ち
ろ
ん
、
色
や
形
が
悪

い
実
を
手
作
業
で
丹
念
に
取
り
除
い
て
い

く
た
め
、
夜
中
ま
で
か
か
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
山
崎
さ
ん
が
生
産
す
る
「
山

ち
ゃ
ん
の
い
な
き
び
」
は
道
の
駅
「
お
と

ふ
け
」
や
、
帯
広
競
馬
場
の
観
光
交
流
施

設
「
と
か
ち
む
ら
」
で
も
絶
賛
販
売
中
で

す
！　

全
道
各
地
で
“
き
び
フ
ァ
ン
”
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）

P r o f i l e
野菜ソムリエ上級Pro
北海道6次産業化プランナー
平成 21 年に北海道で4人目となる野菜ソムリエ
協会の上級資格を取得し、同協会の講師となる。
「青果物ブランディングマイスター」として農産
物のブランド化などマーケティングを行う。平成
24 年から、農林水産省事業の6次産業化プラン
ナーとなり、生産者の商品開発や店舗などをサ
ポートしている。北海道大学大学院国際広報メ
ディア・観光学院DMO育成プログラム履修生。

音更町の山崎康行さんは「いなきび」の

復活を目指しています

音更町の満寿屋商店で
販売している「きびだんご
ドーナツ」はおやつに最適

「きびぜんざい」は、
癒しと呼べる味わい
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栽
培
し
た
こ
と
が
な
い

未
知
な
る
キ
ヌ
ア
に
挑
戦
！

　

剣
淵
町
の
農
業
者
で
、
株
式
会
社
け
ん

ぶ
ち
V
I
V
A
マ
ル
シ
ェ
代
表
の
高
橋
朋

一
さ
ん
は
5
年
前
、
よ
う
や
く
手
に
入
れ

た
南
米
原
産
の
雑
穀
「
キ
ヌ
ア
」
の
種
を

畑
に
撒
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
3
年
間
は

芽
さ
え
出
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
誰
も
キ

ヌ
ア
の
栽
培
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
今
年
、
つ
い
に
1
㌶
の
畑

で
収
穫
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
キ
ヌ
ア
は
剣
淵
町
の
姉

妹
都
市
・
タ
ル
マ
市
が
あ
る
ペ
ル
ー
が
原

産
で
す
。
国
内
に
代
表
産
地
が
な
く
、
将

来
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
栽
培
を

始
め
た
理
由
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
精

白
し
た
キ
ヌ
ア
は
透
明
感
の
あ
る
白
さ

で
、
サ
ラ
ダ
に
乗
せ
る
と
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

き
ま
す
。「
食
べ
る
と
キ
レ
イ
に
な
れ
る

感
じ
！
」
と
い
う
女
性
の
心
理
に
も
強
く

響
き
そ
う
で
す
。

　

平
成
27
年
に
キ
ヌ
ア
生
産
者
、
町
、
剣

淵
高
校
、
町
内
に
あ
る
「
ビ
バ
ア
ル
パ
カ

牧
場
」
で
つ
く
る
〈
剣
淵
キ
ヌ
ア
生
産
普

及
組
合
〉
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
高
橋
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
3
戸

の
生
産
者
は
、
栽
培
技
術
の
確
立
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
担
当
。
町
は
収
穫
機
械
の

購
入
支
援
や
商
品
開
発
を
行
う
予
定
で
、

剣
淵
高
校
は
地
元
の
土
地
に
適
し
た
品
種

の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
今
は
収
穫

量
は
10
㌃
当
た
り
25
㌔
と
少
な
い
の
で
す

が
、
害
虫
防
除
や
収
量
ア
ッ
プ
の
方
法
を

研
究
し
、
生
産
者
も
増
や
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

キ
ヌ
ア
で
描
く
〈
絵
本
の
町
〉

　

町
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
ビ
バ

ア
ル
パ
カ
牧
場
」
は
、「
キ
ヌ
ア
種
ま
き

ツ
ア
ー
」
や
、
キ
ヌ
ア
に
よ
る
景
観
づ
く

り
を
始
め
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
耕
作
放

棄
地
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
上
川
管
内
で
も

優
良
な
畑
作
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
高
齢
化
の
影
響
で
、
5
年
後
に
は

多
く
の
遊
休
農
地
が
発
生
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、
色
と
り
ど
り
の
キ
ヌ
ア
を
畑
に

植
え
て
“
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
丘
”
を
作
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
畑
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
美
し
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
き

出
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
剣
淵
町
は
古

く
か
ら
、
絵
本
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

野 菜 ソ ム リ エ の

ベ ジ フ ル ラ ン ド

北 海 道 ！ ！

野 菜 の ま ち
【北のスーパーフード】編

野菜ソムリエ上級 Pro・北海道6次産業化プランナー　
萬谷　利久子

　
突
出
し
た
栄
養
価
や
抗
酸
化
力
を
持
つ

「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
」
に
、
道
内
で
も
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
我
が
町
の
ス
ー

パ
ー
フ
ー
ド
を
新
た
な
特
産
品
に
し
よ
う

と
道
内
各
地
で
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
剣
淵
町
の
「
キ
ヌ
ア
」
と
、
音

更
町
の
「
い
な
き
び
」
と
い
う
、
古
く

て
新
し
い
雑
穀
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

色鮮やかなキヌアは景観づくり
にも活用できそうです

剣淵町で「キヌア」の生産に
取り組む高橋朋一さん

精白したキヌアは
キラキラと輝いています
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て
C
議
員
の
名
誉
と
い
う
権
利
が
侵
害
さ

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
か
ら
、
あ
と
は

違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
争
点

と
な
り
ま
す
ね
。

B
さ
ん　
被
告
は
Y
議
員
個
人
で
す
か
？

弁
護
士　
動
議
提
出
行
為
は
議
員
の
職
務

行
為
に
該
当
し
ま
す
。
違
法
な
職
務
行
為

に
よ
っ
て
、
名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
と
い
う

C
議
員
の
請
求
は
国
家
賠
償
法
一
条
一
項

に
基
づ
く
も
の
で
す
の
で
、
Y
議
員
個
人

で
は
な
く
A
町
が
被
告
と
な
り
ま
す
。

B
さ
ん　
国
会
議
員
に
は
免
責
特
権
が
あ

り
ま
す
が
（
注
3
）、
町
議
会
議
員
の
場

合
に
は
免
責
さ
れ
な
い
の
で
す
か
？

弁
護
士　
国
会
議
員
と
は
異
な
り
憲
法
上

の
保
障
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
相
当
程
度
考
慮
さ
れ
ま
す
（
注
4
）。

B
さ
ん　
本
件
の
場
合
は
ど
う
で
す
か
？

弁
護
士　
経
営
破
た
ん
の
事
実
が
虚
偽
で

あ
る
こ
と
を
Y
議
員
が
知
っ
て
い
な
が

ら
、
あ
え
て
指
摘
し
た
場
合
に
は
違
法
な

職
務
行
為
と
な
り
ま
す
し
（
注
5
）、
虚

偽
と
は
知
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本

件
動
議
提
出
理
由
に
つ
い
て
は
、
議
会
開

催
中
に
自
分
の
店
に
戻
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
れ
ば
足
り
ま
す
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
経
営

破
た
ん
の
事
実
に
つ
い
て
ま
で
指
摘
し
た

の
は
不
当
な
目
的
が
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。
議
員
の

私
人
と
し
て
の
行
動
に
関
し
て
議
会
で
発

言
す
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

注
1
　
裁
判
所
法
第
三
条
一
項
は
、「
裁
判
所

は
、
日
本
国
憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除

い
て
一
切
の
法
律
上
の
争
訟
を
裁
判
し
、
そ
の
他

法
律
に
お
い
て
特
に
定
め
る
権
限
を
有
す
る
。」

と
規
定
し
て
い
る
。

注
2
　
法
律
上
の
係
争
で
あ
っ
て
も
事
柄
の
性
質

上
司
法
審
査
の
対
象
外
と
す
る
の
を
相
当
と
す
る

も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
、
自
律
的
な
法
規
範
を
持

つ
社
会
な
い
し
団
体
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
範
の

実
現
を
内
部
規
律
の
問
題
と
し
て
自
治
的
措
置
に

任
せ
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
一
般
市
民
法
秩
序

と
直
接
の
関
係
を
有
し
な
い
内
部
的
な
問
題
に
と

ど
ま
る
限
り
、
必
ず
し
も
司
法
審
査
の
対
象
と
す

る
の
を
適
当
と
し
な
い
。
議
員
の
出
席
停
止
の
よ

う
に
議
員
の
権
利
行
使
の
一
時
的
制
限
に
過
ぎ
な

い
も
の
は
ま
さ
に
自
治
的
措
置
に
任
せ
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
他
方
、
議
員
の
身
分
を
喪
失
さ
せ
る

除
名
処
分
は
、
議
員
の
身
分
の
喪
失
に
関
す
る
重

大
事
項
で
あ
り
単
な
る
内
部
規
律
の
問
題
に
と
ど

ま
ら
な
い
か
ら
、
司
法
審
査
の
対
象
と
な
る
（
最

高
裁
昭
和
三
五
年
一
〇
月
一
九
日
大
法
廷
判
決
・

民
集
一
四
巻
一
二
号
二
六
三
三
頁
）。

注
3
　
憲
法
第
五
一
条
は
、「
両
議
院
の
議
員

は
、
議
院
で
行
つ
た
演
説
、
討
論
又
は
表
決
に
つ

い
て
、
院
外
で
責
任
を
問
は
れ
な
い
。」
と
規
定

す
る
。
国
会
議
員
が
国
会
の
質
疑
等
の
中
で
し
た

発
言
に
つ
き
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
規
定
に

い
う
違
法
な
行
為
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
当

該
国
会
議
員
が
、
そ
の
職
務
と
は
か
か
わ
り
な
く

違
法
又
は
不
当
な
目
的
を
も
っ
て
事
実
を
摘
示
し

た
場
合
な
ど
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
を
必
要
と

す
る
（
最
高
裁
平
成
九
年
九
月
九
日
第
三
小
法
廷

判
決
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
六
七
号
一
一
六
頁
）。

注
4
　
住
民
の
間
に
存
す
る
多
元
的
な
意
見
及
び

諸
々
の
利
益
を
地
域
、
住
民
の
意
識
形
成
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
、
地
方
議
会
議
員
は
、
そ
の
職
務
又

は
使
命
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
地
方
議
会
に
お

け
る
質
疑
等
を
尽
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
い
え
、
質
疑
等
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
問

題
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
こ
れ
を
行
う

か
は
、
地
方
議
会
議
員
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
か
か
る
面
で
国
会

議
員
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
そ
し
て
、
調
査
能
力
に
限
界
の
あ
る
議
員

に
お
い
て
、
あ
る
事
実
が
真
実
で
あ
る
と
確
信
し

得
る
場
合
で
な
け
れ
ば
地
方
議
会
の
審
議
の
場
で

取
り
上
げ
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、
実
質
的
な
議
論

が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
か
る
観
点

か
ら
、
名
誉
毀
損
の
成
否
に
つ
き
慎
重
な
考
慮
が

求
め
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
札
幌
高
裁
平
成
二
九
年
五
月
一
一
日
判
決
　
判

例
地
方
自
治
四
二
三
号
一
八
頁
）。

注
5
　
前
記
札
幌
高
裁
判
決
は
以
下
の
と
お
り
判

示
し
、
地
方
議
会
に
お
け
る
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
地
方
公
共
団
体
の
損
害
賠
償
責
任
が
肯
定
さ

れ
る
た
め
の
要
件
を
明
示
し
て
お
り
参
考
に
な

る
。「
職
務
と
無
関
係
に
個
人
の
権
利
を
侵
害
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
行
為
は
許
さ
れ

ず
、
ま
た
、
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
あ

え
て
そ
の
事
実
を
摘
示
し
て
個
人
の
名
誉
を
毀
損

す
る
よ
う
な
行
為
も
、
正
当
な
職
務
行
為
と
は
い

え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
地
方
議
会
議

員
の
地
方
議
会
で
の
発
言
に
係
る
名
誉
毀
損
の
成

否
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
当
該
地
方
議
会
議

員
が
、
そ
の
職
務
と
は
関
わ
り
な
く
違
法
又
は
不

当
な
目
的
を
も
っ
て
事
実
を
摘
示
し
、
あ
る
い

は
、
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
あ
え
て
そ

の
事
実
を
摘
示
す
る
な
ど
、
そ
の
付
与
さ
れ
た
権

限
の
趣
旨
に
明
ら
か
に
背
い
て
こ
れ
を
行
使
し
た

も
の
と
認
め
得
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
規
定
に
い
う
違
法

な
行
為
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」

　
解　
説
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A
町
議
会
事
務
局
長
B
さ
ん　
先
日
、
当

町
議
会
の
定
例
会
議
中
に
C
議
員
が
議
会

を
二
時
間
ほ
ど
中
座
し
た
の
で
す
が
、
こ

の
中
座
行
為
に
対
し
て
Y
議
員
が
懲
罰
動

議
を
提
出
し
た
た
め
、
審
議
の
結
果
、
二

日
間
の
出
席
停
止
決
議
を
可
決
し
ま
し

た
。
C
議
員
は
懲
罰
決
議
が
可
決
さ
れ
た

こ
と
に
納
得
せ
ず
、
裁
判
所
に
懲
罰
決
議

の
無
効
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
と
息
巻

い
て
い
る
の
で
す
が
、
町
議
会
の
懲
罰
決

議
に
つ
い
て
裁
判
所
が
判
断
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？

弁
護
士　
裁
判
所
は
一
切
の
法
律
上
の
争

訟
を
裁
判
す
る
権
限
を
有
し
ま
す
（
注

１
）。

B
さ
ん　
え
っ
！　

訴
訟
提
起
で
き
る
の

で
す
か
？

弁
護
士　
た
だ
、「
法
律
上
の
争
訟
」
と

は
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
上
の
係
争
を
意
味
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
出
席
停

止
決
議
の
場
合
に
は
訴
訟
を
起
こ
し
て
も

却
下
さ
れ
ま
す
。

B
さ
ん　
そ
う
で
す
よ
ね
。
安
心
し
ま
し

た
。
で
も
議
会
の
決
議
が
訴
訟
の
対
象
と

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

弁
護
士　
除
名
処
分
な
ど
、
町
議
会
議
員

の
身
分
を
喪
失
さ
せ
る
決
議
に
つ
い
て

は
、
内
部
規
律
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の

と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
訴
訟
で
当
否
を

争
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
注
2
）。

B
さ
ん　
Y
議
員
が
議
会
で
説
明
し
た
懲

罰
動
議
の
理
由
の
中
に
「
C
議
員
が
中
座

し
た
の
は
、
C
議
員
が
経
営
す
る
商
店
の

経
営
が
破
た
ん
状
態
に
あ
り
、
借
金
取
立

目
的
の
債
権
者
が
多
数
押
し
か
け
て
き
た

た
め
、
店
に
戻
っ
て
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
と
い
う
私
的
な
理
由
で
あ
る
。」
と
い

う
部
分
が
あ
り
、
C
議
員
は
事
実
無
根
な

の
で
名
誉
毀
損
で
訴
え
る
と
も
言
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
？

弁
護
士　
C
議
員
の
議
会
活
動
に
お
け
る

言
動
や
行
為
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
れ

ば
、
内
部
規
律
に
服
す
べ
き
も
の
で
す

が
、
C
議
員
の
経
営
す
る
商
店
の
経
営
状

態
は
議
会
活
動
と
は
全
く
関
係
の
な
い
私

人
と
し
て
の
行
動
に
関
す
る
問
題
で
す
か

ら
、
単
な
る
内
部
規
律
の
問
題
で
は
な
く

一
般
市
民
法
秩
序
に
関
す
る
問
題
と
し
て

訴
訟
提
起
可
能
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で

Y
議
員
の
説
明
内
容
は
真
実
な
の
で
し
ょ

う
か
？

B
さ
ん　
C
議
員
の
経
営
す
る
商
店
の
経

営
は
極
め
て
順
調
で
あ
り
、
債
権
者
が
押

し
か
け
て
き
た
事
実
な
ど
全
く
な
く
、
新

規
出
店
の
た
め
の
隣
町
の
地
主
さ
ん
と
の

打
ち
合
わ
せ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

弁
護
士　
個
人
の
経
営
す
る
商
店
の
経
営

が
破
た
ん
状
態
に
あ
る
と
い
う
事
実
は
個

人
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
行
為
で

あ
り
、
Y
議
員
の
動
議
提
出
行
為
に
よ
っ

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

profile
弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 0１１-26１-8455　FAX 0１１-26１-9１88
・北海道町村会顧問
・一般社団法人札幌市医師会顧問
・北海道教育委員会顧問

弁護士 column

懲
罰
決
議
と
司
法
審
査

議
員
の
動
議
提
出
行
為
で
町
が
被
告
に
な
る
？

　
市
町
村
議
会
は
、
組
織
や
運
営
を
律
す
る
自
律
権
と
と
も
に
、
法
律
や
規
則
に
反
し
た
議
員
に
出
席
停
止
や
除

名
な
ど
の
罰
則
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
懲
罰
権
を
有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
懲
罰
を
不
服
と
す
る
議
員
が
、
訴

訟
に
よ
り
撤
回
を
求
め
て
き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
A
町
議
会
事
務
局

長
と
弁
護
士
に
よ
る
Q
＆
A
方
式
で
対
応
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士　

佐
々
木
　
泉
顕
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P o l i s y  I n f o r m a t i o n

02 上砂川町
空知管内初の公設学習塾
児童生徒のモチベーションを向上

　上砂川町は平成 28 年度から、小学5年生〜中
学3年生の希望者を対象として、民間の塾講師が
学習指導を行う〈公設学習塾〉を開設して、子ど
もたちの学力の向上をサポートしている。
　公設学習塾は月2回、放課後の小中学校に派遣
された民間の塾講師が、苦手教科とする子どもが
多い算数と数学を教えている。受講料は町が全額
を負担しており、1年間の参加者負担は、小学生
1500円、中学生2500円の教材費だけ。以
前は町外の民間学習塾に通わなければならず、費
用や送迎など、保護者の負担も大きかった。
　開設当初の登録者は 24 人だったが、授業が分
かりやすいといった評判が住民に口コミで広が
り、2年目を迎えた本年度は 31 人（平成 29 年

10 月現在）の児童生徒が学んでいる。
　町教委によると本年度、全国学力・学習状況調
査などの成績が過去最高となるなど、効果が目に
見える形で現れ始めているという。
　町教委の戸田晋一学務係長は「公設学習塾での
学びをきっかけにして、成績の向上だけでなく、
家庭学習の時間が増えるなど、勉強に対する子ど
もたちのモチベーションが高まっており、良い効
果が現れていると感じています。今後も子どもた
ちの将来の一助となるよう、教育環境の向上に取
り組んでいきます」と熱意を語る。

公設学習塾の授業風景

03 石狩市
中長期的な雇用を生み出す「マルチワーク」
労働力不足の解消と交流拡大を目指す

　石狩市は本年度から、農業分野や観光業など、
業種ごとに繁忙期の異なる、短期の労働需要を組
み合わせることで、中長期的な雇用につなげる

〈マルチワーク〉の実証実験に取り組んでいる。
　昨年7月には、過疎・高齢化に伴う労働力不足
に悩む浜益区で、収穫期などで繁忙期を迎える果
樹園と民宿が、米国から夏休み中の大学生2人を
インターンとして受け入れた。収穫や接客などの
仕事を担当しながら、地域イベントなどにも参加
した。仕事に対する2人の意欲は高く、受け入れ
先では「来年も来て欲しい」と好評だった。
　本年度の結果を基に新年度は、実験エリアの拡
大を検討。さらに農業や漁業などの業種を組み合
わせることで、より長期間のインターンを可能に

するなど、交流人口の拡大や地域情報の発信と
いった、さまざまな効果が期待されるマルチワー
クの事業化に向けた取組を進めたい考えだ。
　市商工労働観光課の河田寛史主任は「この事業
には、労働力不足の解消だけではなく、参加者に
石狩市の魅力を肌で感じてもらい、将来的には市
の交流人口や関係人口の創出にも寄与したいと考
えています。今後も国内外から希望者を募り、就
業体験とともに、市内での生活や住民との交流も
楽しんでもらうことができれば」と話している。

民宿で接客を行う参加者

果樹園で草刈り
を行う参加者
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01 上士幌町
実用化に向けた第一歩
道内初の自動運転バス実証実験を実施

302人が試乗を体験
　上士幌町は昨年 10 月、道内初となる自動運転
バスの実証実験を行った。町やふるさと納税サイ
トなどを運営するトラストバンク（本社・東京）
などで組織する「ジャパン・イノベーション・
チャレンジ2017実行委員会」が、フランス製
の小型自動運転バス「ナビヤアルマ」を使い、3
日間にわたり実際の運行を想定した実験を行った。
　バスを所有するSBドライブ（同）の協力で
行った実験では1回に最大で8人、3日間で 48
便302人が試乗を体験した。公道上に設定した
約600㍍の実験ルートを時速 10㌔の速さで 10
分間にわたり走行した。体験走行の当日は乗客の
乗降も想定して、走行ルート上の仮設バス停で
は、ドア開閉の実演も行われた。

乗ってみたら安心感も
　今回の実証実験で町は、将来の実用化を見据え
た公道での走行にこだわった。自動運転車両の公
道走行実験をめぐっては、法整備が進んでおら
ず、さまざまな制約もある。町は道警の助言や協
力を得ながら、道路使用許可の取得、実験ルート
の交通規制やフェンスの設置、実験当日の警備な
どの条件をクリアすることで実施にこぎ着けた。
　町は将来、住民の足として自動運転バスの実用

化を進めることを視野に入れ、試乗体験では乗車
枠の約半数を住民に割り当てた。試乗後のアン
ケートでは「乗車前には不安だったが、乗ってみ
たら安心感があった」との声が多く、実験ルート
の沿線でも、住民の反応は好意的だったという。

実用化に向けた課題と可能性
　町は現在、地元のタクシー会社に委託してコ
ミュニティバスを運行しているが、運転手の不足
や高齢化が課題となっており、自動運転バスへの
期待は大きい。一方、自動運転車両の実用化に向
けては、安全の確保や不測の事態への対応、道路
交通法をはじめとする関連法規の整備などの課題
も多い。特に積雪・凍結路面での走行は大きな
ハードルであり、今回の実験も安全面に配慮し
て、降雪期を前に実施することになった。
　町企画財政課の梶達主査は「現在のコミュニ
ティバスは、移動手段であるだけでなく、住民と
運転手のコミュニティ空間になっています。来年
度以降の実証実験では、自動運転バスを単なる移
動手段として走らせるだけでなく、車内でのコ
ミュニケーションやコミュニティづくりを意識し
た内容にしていきたいと考えています」と語る。
　また、町内では現在、町役場周辺に公共施設を
集約するコンパクトシティ化に向けた取組を進め
ており、今年4月からは新しい交通ターミナル施
設の供用を開始する。町は将来的に新ターミナル
と町内の糠平温泉郷を結ぶ自動運転バスを走らせ
るなど、地域公共交通の再編とともに、観光面で
の活用や集客効果にも期待を寄せている。

実証実験の開始に先立ちセレモニーに臨む竹中貢町長
（左から4人目）ら

3日間で302人が専用カラーリングの自動運転バスに
試乗

46PRACTICE   2018  Winter



P o l i s y  I n f o r m a t i o n

05 安平町
子育て支援の中核施設に
旧庁舎を児童福祉複合施設に改修

　安平町は昨年4月、町内2園目となる公
私連携幼保連携型認定こども園「おいわけ
子ども園」を開設した。町は昭和 55 年度
に建設された旧追分庁舎を児童福祉複合施設とし
て改修。昨年4月に供用を開始し、1階に同園、
2階には児童館と子育て支援センターが入り、子
育て支援の中核施設として期待されている。
　公私連携幼保連携型認定こども園は、幼稚園・
保育園と地域の子育て支援の機能を併せ持つ施設
で、学校法人または社会福祉法人が設置・運営主
体となる。市町村は協定を締結して運営に関与で
き、土地や建物の貸与などの支援も行う。
　町は平成 28 年4月、全国初となる学校法人と
の公私連携による幼保連携型認定こども園「はや

きた子ども園」を開園。学校法人リズム学園（恵
庭市）が運営している。旭・追分の両保育園と追
分幼稚園を統合した「おいわけ子ども園」は町内
の社会福祉法人追分福祉会が運営を担った。
　両園は、保護者、地域、小学校、学校運営協議
会と連携し、園庭整備など「遊び」を中心とした
保育・教育や、地域の特色を生かした体験活動な
どの取組を進めている。町教委事務局の宮浦優作
主査は「両園は、町内における子ども・子育て支
援の核となる施設であり、町としても強力に運営
をサポートしていきたい」と話している。

はやきた子ども園は、園庭で
ドサンコを飼育し、年長児が
月2回の乗馬を体験

追分地区児童福祉複合施設
1階がおいわけ子ども園

06 新ひだか町
住民参加のまちづくり計画
民間主体のまちづくり会社立上げ目指す

　新ひだか町は、馬産地の将来を担う人材確保や
交流人口の拡大に向けた方策をまとめた「馬力本
願プロジェクト」に取り組んでいる。
　プロジェクトは①子どもたちへの馬文化の伝承
②おもてなし環境・基盤の整備③移住・定住の促
進─を柱とする。本年度は小中学生を対象に、体
験型学習を通じて馬産地の歴史や競走馬の生産を
学ぶ「ひだかうまキッズ探検隊」をスタートした。
　本年度は全9回の予定で、牧場や競馬場の見学
をはじめ、地域で競走馬の生産や育成に携わる調
教師や装蹄師、獣医師の仕事などを学ぶ。町はこ
の取組を通じて、馬産地ならではの教育・体験プ
ログラムの充実を進めていく考えだ。
　プロジェクトを推進するため、民間出資のまち

づくり会社設立に向けた動きも始まり、前身とな
る「合同会社ひだかコミュニティー」が昨年 11
月に発足した。同社は自主財源の一つとなる新電
力事業の顧客開拓などに取り組んでいる。
　町総務企画部企画課の中村英貴主幹は「民間主
体のまちづくり会社がプロジェクトの一翼を担う
ことで、大胆な発想やスピード感のある取組が期
待できる。日本一のサラブレッド生産地である新
ひだか町の魅力を活かすため、まち全体で取り組
んでいきたい」と話している。

ひだかうまキッズ探検隊の様子

49 No.25   PRACTICE

市町村の動き

04 厚岸町
食のコラボに期待も
道東初のウイスキー蒸留所が始動

オール厚岸産のウイスキーを
　食品専門商社の堅展実業（本社・東京）は平成
28 年 11 月、厚岸町に道東で初めてとなるウイス
キー蒸留所「厚岸蒸溜所」を開設した。平成 32
年には最初のシングルモルトを出荷する見通し
で、将来的には原料の大麦やピート（泥炭）をは
じめ、地場産のミズナラを使った熟成樽に至るま
で〈オール厚岸産〉のウイスキー製造も視野に入
れている。特産のカキやチーズとの組み合わせに
よる食の魅力発信や、蒸留所見学ツアーなどによ
る観光振興にも期待が集まっている。
　「世界に誇れるジャパニーズウイスキーを」と
製造の適地を探していた同社は、本場である英
国・スコットランドのアイラ島に気候が似ている
道東に早くから着目しており、各地の市町村に情
報の提供を求めていた。厚岸町は「企業誘致につ
ながるかもしれない」との思いから、ウイスキー
造りには欠かせない水のサンプルや水質調査の
データを提供するなど、積極的に同社のリクエス
トに応え、次第に信頼関係を築いていった。
　冷涼な気候の厚岸町には、広大な別寒辺牛湿原
が広がり、海霧が発生して霧に包まれることも多
い。ウイスキーの原料となる麦芽を乾燥させ、独
特の香りをつけるピートも豊富にある。本場のス
コットランドよりも寒暖差が大きく、熟成が早く
進む可能性もあり、ウイスキーの製造に適した土
地であることが明らかになっていった。

　同社は平成 25 年から、現在の蒸留所がある場
所に熟成庫を設けて試験熟成を開始。翌年には町
と事業実施協定を締結して、蒸留所の立地に向け
た取組を本格化した。27 年には2960平方㍍
の町有地を賃借し、蒸留棟、熟成棟、事務所棟な
どからなる「厚岸蒸溜所」を建設。仕込みの工程
を経た麦汁を発酵させる6基の発酵樽と、スコッ
トランド製のポットスチル（蒸留器）などを設置
して、本格的なウイスキー造りに乗り出した。

厚岸産カキとのコラボも
　同社が目標とするのは、アイラ島で生産されて
いる「アイラモルト」だ。ピートのスモーキーな
香りが特長のスコッチ・ウイスキーで、発酵過程
での微生物の働きや、蒸留所の技術、熟成を行う
環境と時間を反映して、独特の個性を持ったウイ
スキーが生まれる。このため、厚岸独特の風味を
持つウイスキーの誕生に期待が高まっている。
　特に「アイラモルト」は、厚岸特産の生ガキや
チーズ・生クリームなどの乳製品とも相性が良い
とされており、ウイスキーとの〝食のコラボレー
ション〟にも注目が集まっている。

　町まちづくり推進課は「麦芽の
搾りかすは肉牛の良い飼料になり
ます。釧路太田農協では、これを
餌とした肉牛をブランド化する動
きもあります。ウイスキーと連動
した地場産品の盛り上がりや観光
による関係人口の増加に期待して
います」と話している。

本場・スコット
ランドから導入
したポットスチ
ル（蒸留器）

初出荷に向けて期待が高まる厚岸蒸溜所
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09 北見市
再ブランド化で知名度アップ！
北見タマネギ生産量日本一をPR

　北見市は、国内最大の生産量を誇る北見タマネ
ギを主原料とするコロッケ「たまコロ」のPRと
販路拡大に向けた取組を進めている。
　「たまコロ」は、市やオホーツク農業協同組合
連合会などが出資して、昭和 62 年に設立された
食品加工会社・グリーンズ北見が製造している。
具材の7割が地元産のタマネギで、ツナやニンジ
ンを加え、マヨネーズで味付けしている。
　同社は地元産タマネギを原料とするソテーを加
工・出荷しており、「北見らしい商品を」との思
いから、平成7年にタマネギを使ったコロッケを
商品化したが、知名度が低く、売り上げは伸び悩
んでいた。平成 27 年に市内でコンサルティング
を手掛ける株式会社ロジカルが、ネーミングと

パッケージを一新するなど、再ブランド化に挑
戦。平成 28 年に茨城県龍ケ崎市で開かれた「第
4回全国コロッケフェスティバル」でグランプリ
を受賞したことで全国的に知られるようになり、
北見市内での知名度も高まってきた。
　これまで市内スーパーや道内ホテルをはじめ、
昨年8月には札幌圏の大学食堂でもPR。市農林
水産部の荒川喜寛農政課長は「特に若者に食べて
もらう機会を設けることで、SNSなどを通じた
同世代への拡散効果にも期待しています。今後は
市が協定を結んでいる首都圏の大学とも連携して、
道外にもアピールしていきます」と意欲を語る。

グランプリ受賞がきっかけで
知名度がアップ

たまコロはジャガイモや
クリームを一切使わない

10 根室市
郵便局で読書を楽しんで！市内7局に
「まちなかライブラリー」が登場

　根室市図書館と市内の7郵便局が協力して行う
全国的にも珍しい「まちなかライブラリー」の取
組が昨年8月 23 日にスタートした。
　市内の郵便局で組織する根室地区連絡会根室南
部会が「郵便局と図書館の利用促進のため、郵便
局にできることはないだろうか？」と協力に名乗
りを上げた。インターネットなどの普及で読書量
や読書時間の減少が進む中、多くの住民に「より
気軽」に「身近な場所」で図書に親しんでもらう
機会を提供し、日頃から読書の機会を増やすきっ
かけにしてもらおうと、全国的にも珍しい図書館
と郵便局との共同事業として取組が始まった。
　市内の珸瑤瑁、歯舞、厚床、落石、花咲、根室
有磯、根室平内の7局は、利用者フロアに三段

ボックス棚を設け、幅広い世
代に読書を楽しんでもらうこ
とができるよう、小説をはじ
め、児童書やコミックなど、
多様なジャンルから、約 60 冊の図書を配置。2
カ月ごとに本の入れ替えも行うという。
　利用者は局内で自由に本を読むことができるほ
か、職員に声を掛けるだけで、貸し出しの手続き
無しで本を借りることもできる。同図書館の熊谷
風子奉仕主査は「初めての取組ですが、郵便局で
気軽に本を楽しむことで、本との出会いの機会を
広めて、図書館の利用促進につなげたい」と語る。

まちなか
図書館の
イメージ

根室有磯郵便局に「まちなかラ
イブラリー」を設置した根室市
図書館の森本館長（右）と市内
各郵便局で組織する根室地区連
絡会根室南部会の井上会長

51 No.25   PRACTICE

市町村の動き

07 知内町
地元産カラマツCLTを活用
しりうち地域産業担い手センターを整備

　知内町は本年度、公共建築物では道内で初めて
CLT（直交集成板）を活用した「しりうち地域
産業担い手センター」の建設を進めている。
　農林業をはじめとする地域産業の担い手育成に
向けた研修・宿泊施設として整備する。町外から
の短・長期間の人材受け入れが可能な同センター
を拠点として、地元企業や農業法人などでの就業
研修などを行い、新規就労者の確保につなげる。
　昨年9月に着工し、今年3月の完成を予定して
いる。総事業費は2億3000万円を見込んでお
り、国の地方創生拠点整備交付金を財源とする。
　地上3階建て。床面積は延べ約354平方㍍。
在来工法で建設する建物左側は126平方㍍。各
階が洋室1DKタイプの宿泊用となる。右側の

CLTパネル工法部分は228平方㍍。1階は、
入居者の研修やイベント開催などに活用すること
ができるコミュニティスペースで、2・3階は、
宿泊用の洋室1LDKタイプになる。いずれも地
元産のカラマツ材を活用する。CLTは、強度や
耐火・耐熱性に優れた新建材として注目されてい
る。町地域創生推進室の三原知明室長は「担い手
確保とともに、オール北海道にこだわったCLT
の活用・普及に取り組むことで、地方創生を全国
に発信していきたい」と話している。

1階にはコミュニティ
スペースを設け、研修
やイベントに活用左側を在来工法、右側をCLT

パネル工法で施工

08 天塩町
「天塩國　眠れる食資源活用プロジェクト」
新たな特産品「すごい肉まん」発売へ

　天塩町は、魅力ある町内産農水産物を活用して
地域活性化につなげる「天

て しおの くに

塩國　眠れる食資源活
用プロジェクト」に取り組んでいる。
　昨年度は、飲食店や宿泊施設の料理を星の数で
格付けする「ミシュランガイド」にも掲載され
た、東京都内の人気ラーメン店「ソラノイロ」と
のコラボレーションにより、天塩町特産で優れた
品質を誇るシジミを使ったカップラーメン「至高
の天塩しじみ光麺」を発売したほか、さまざまな
商品の開発や販路拡大に向けた取組を通じて、地
域の魅力発信を進めている。
　本年度は北海道テレビ放送（HTB）の人気情
報番組「イチオシ！」との連携により、パーソナ
リティーのヒロ福地さんが、天塩産の牛肉を活か

してプロデュースした「すごい肉まん」を新たに
商品化。昨年9月に札幌市内で開かれた「HTB
イチオシ！まつり」では、用意した4500個を
完売。5万人を超える来場者にも好評だった。
　同プロジェクトは特産品開発にとどまらず、食
による地域経済の活性化や雇用の創出、町の基幹
産業である農水産業などの基盤強化を目的として
いる。町総務課の竹之内美喜雄・地方創生係長は

「プロジェクトを通じて、より多くの人たちに天
塩の食材の素晴らしさや地域の魅力を感じてもら
うことができれば」と語り、魅力的な地場産食材
の掘り起こしや商品化に意欲を燃やす。

昨年9月の「HTBイチオ
シ！まつり」で販売した

「すごい肉まん」

町内の道の駅などで販売し
ている「至高の天塩しじみ
光麺」
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や
長
野
の
企
業
で
す
。
こ
の
た
め
地
域
に

強
い
思
い
を
持
っ
た
商
材
開
発
や
、
地
域

の
変
化
に
合
わ
せ
た
商
品
改
善
が
な
さ
れ

ず
、
山
形
で
の
観
光
消
費
額
が
落
ち
て
い

く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

県
内
に
は
1
0
0
年
を
超
え
る
土
産
品

メ
ー
カ
ー
が
20
社
以
上
も
あ
り
「
創
業

1
0
0
年
シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
開
発
中
で

す
。
そ
れ
ら
の
開
発
に
は
固
定
的
な
販
路

が
必
要
な
た
め
、
観
光
物
産
館
を
経
営
す

る
2
社
に
〈
お
も
て
な
し
山
形
〉
の
株
主

と
し
て
経
営
に
参
画
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
2
つ
の
物
産
館
で
は
年
間
約
3
0
0

万
人
の
集
客
が
あ
り
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

自
走
化
す
る
た
め
の
収
益
事
業

　

D
M
C
の
立
ち
上
げ
に
は
、
地
方
創
生

交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す

が
、
事
業
継
続
に
は
独
自
財
源
が
必
要
で

す
。
そ
の
担
保
が
無
け
れ
ば
事
業
者
は
本

気
に
な
っ
て
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。〈
お
も
て
な
し
山
形
〉
が
独
自
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
補
助
エ
ン
ジ
ン
と
す

る
の
が
電
力
と
金
融
の
事
業
で
す
。

　

平
成
30
年
1
月
に
は
、
行
政
向
け
の
電

力
小
売
り
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で

す
。
電
力
料
金
は
、
大
手
電
力
会
社
よ
り

も
割
安
な
価
格
で
市
に
供
給
し
、
電
力
仕

入
れ
額
と
市
へ
の
販
売
価
格
の
差
益
を

D
M
C
の
活
動
財
源
と
し
ま
す
。
こ
の
差

益
で
3
名
程
度
の
人
件
費
を
捻
出
で
き
る

と
試
算
を
し
て
い
ま
す
。

　

金
融
事
業
は
、
指
定
管
理
者
と
し
て
公

共
施
設
の
管
理
や
休
眠
施
設
の
再
生
を
進

め
る
と
と
も
に
、
行
政
に
対
し
て
観
光
資

源
化
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
や
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
削
減
を
提
案
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

町
民
商
社
を
設
立
─
岩
手
県
山
田
町

　

私
が
お
手
伝
い
す
る
山
田
町
は
、
東
日

本
大
震
災
で
市
街
地
の
7
割
を
津
波
と
火

災
で
失
い
ま
し
た
。
震
災
後
は
人
口
が
毎

年
10
％
以
上
減
り
、
現
在
の
人
口
は
1
万

6
0
0
0
人
弱
で
す
。
イ
ワ
ガ
キ
や
ウ
ニ

が
有
名
で
す
が
、
漁
業
者
の
収
益
性
を
高

め
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

打
開
策
が
〈
町
民
商
社
〉
で
す
。
漁
業

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法

で
漁
を
続
け
て
も
ら
い
ま
す
が
、
町
民
商

社
が
水
産
物
の
受
け
入
れ
を
担
い
、
高
付

加
価
値
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
水
産
流
通

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
中
心
と
す
る
個
人
向
け
の
販
路
を
確
保

し
ま
す
。
3
年
後
に
は
法
人
化
し
ま
す
。

　

本
来
な
ら
山
田
町
に
来
て
、
食
べ
て
も

ら
う
方
が
良
い
の
で
す
が
、
三
陸
沿
岸
の

山
田
町
は
東
京
か
ら
6
時
間
、
盛
岡
市
か

ら
で
も
車
で
3
時
間
は
か
か
り
ま
す
。
こ

の
地
理
的
な
ハ
ン
デ
を
メ
リ
ッ
ト
に
変
え

る
た
め
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

常
石
造
船
と
い
う
会
社
が
、
震
災
で
壊

れ
た
船
を
修
復
す
る
ド
ッ
ク
を
町
内
に
建

設
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
が
運
営
す
る
飛

行
艇
事
業
を
誘
致
し
、
三
陸
沿
岸
と
内
陸

の
花
巻
空
港
を
30
分
で
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
1
機

4
億
円
の
費
用
が
必
要
で
す
が
、
民
間
の

資
金
や
技
術
な
ど
を
活
用
す
る
P
F
I
方

式
に
よ
る
事
業
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
─
福
島
県
玉
川
村

　

玉
川
村
で
は
、
移
住
・
定
住
を
到
達
点

と
す
る
地
域
商
社
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
玉
川
村
に
は
福
島
空
港
が
あ
り
ま

す
が
、
村
内
に
は
観
光
資
源
が
乏
し
く
、

東
電
福
島
第
一
原
発
ま
で
70
〜
80
㌔
の
距

離
に
位
置
す
る
こ
と
も
あ
り
、
観
光
振
興

よ
り
も
過
疎
化
を
ど
う
食
い
止
め
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
「
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
い
う

構
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
あ
る
廃
校
を
本

部
に
見
立
て
ま
す
。
地
域
商
社
が
周
辺
の

休
眠
地
を
借
り
上
げ
、
定
期
借
地
と
し
て

首
都
圏
の
皆
さ
ん
の
〝
遊
び
場
〟
と
し
て

提
供
し
ま
す
。
大
勢
の
人
を
呼
び
込
む
交

流
事
業
で
は
な
く
、
数
百
人
規
模
の
リ

ピ
ー
タ
ー
を
確
保
し
て
、
や
が
て
は
移
住

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
構
想
で
す
。

　

山
形
、
岩
手
、
福
島
の
事
例
は
D
M
O

や
D
M
C
が
テ
ー
マ
で
、
地
方
創
生
交
付

金
を
財
源
と
し
て
、
同
じ
立
て
付
け
で
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
目
的
も
形
式
も

異
な
り
ま
す
。
各
地
域
の
事
情
に
応
じ

て
、
そ
の
取
組
は
千
差
万
別
で
す
。
こ
の

た
め
、
他
地
域
の
事
例
を
視
察
し
て
も
参

考
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
地
域

に
合
っ
た
手
法
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
真
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準
備
段
階
か
ら
事
業
運
営
ま
で

　

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ク
エ
ス
ト
は
、
全
国
で

D
M
O
や
地
域
商
社
の
設
立
か
ら
自
走
化

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
組

織
の
設
立
準
備
や
計
画
の
立
案
に
向
け
た

調
査
、
地
域
住
民
の
組
織
化
と
い
っ
た
準

備
段
階
か
ら
、
実
際
の
経
営
、
経
営
分
析

な
ど
、
設
立
後
の
業
務
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
他

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
大
き
く
違

う
の
は
、
相
手
先
の
株
主
と
な
り
、
取
締

役
も
派
遣
し
て
一
緒
に
経
営
を
担
う
こ
と

で
す
。
財
務
面
を
強
化
す
る
た
め
、
各
地

域
の
地
方
銀
行
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業

を
推
進
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

山
形
市
、
上
山
市
、
天
童
市
が
3
市
合

同
の
広
域
D
M
C
と
し
て
、
平
成
29
年
3

月
31
日
に
設
立
し
た
〈
お
も
て
な
し
山
形

株
式
会
社
〉
で
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
と
と
も
に
共
同
経
営
に
参
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
社
の
特
色
は
、
民
間
資
本

1
0
0
％
で
、
行
政
の
出
資
は
ゼ
ロ
と
い

う
こ
と
で
す
。
多
く
の
自
治
体
が
、
既
存

の
観
光
協
会
や
第
3
セ
ク
タ
ー
を
D
M
C

の
母
体
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
行
政
の
資
金
が
入
る
と
、
活
動
方
針

の
決
定
に
議
会
議
決
が
必
要
で
、
3
カ
月

に
1
回
し
か
意
志
決
定
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。

　
〈
お
も
て
な
し
山
形
〉
は
ス
ピ
ー
ド
経

営
を
実
現
す
る
た
め
、
民
間
1
0
0
％
の

資
本
構
成
に
し
ま
し
た
。
D
M
C
と
は
別

に
3
市
と
事
業
者
や
外
郭
団
体
で
組
織
す

る
協
議
会
を
D
M
O
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
D
M
O
は
観
光
戦
略
の
立
案
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
の
収
集
に
基
づ

い
た
観
光
施
策
を
決
定
す
る
場
で
あ
り
、

D
M
C
が
実
働
チ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を

担
い
ま
す
。

観
光
・
物
産
・
電
力
・
金
融
を
柱
に

　
〈
お
も
て
な
し
山
形
〉
の
事
業
は
「
観

光
」「
物
産
」「
電
力
」「
金
融
」
を
柱
に

し
て
い
ま
す
。
観
光
事
業
は
「
入
り
込
み

人
数
を
増
や
し
た
い
」「
交
流
人
口
を
増

や
し
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
安
価
な
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
と

販
売
と
と
も
に
、
独
自
に
高
付
加
価
値
型

の
商
材
を
開
発
・
販
売
し
て
、
利
益
率
を

上
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
1
泊
2

日
で
10
万
円
の
商
品
も
あ
り
ま
す
。
販
路

は
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
で
す
。
山
形
・

上
山
・
天
童
の
3
市
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
総
額
は
60
億
円
を
超
え
ま
す
。
そ

こ
で
は
返
礼
品
の
旅
行
商
品
が
人
気
で
す
。

　

物
産
事
業
で
は
、
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
県
内
で
は
、
特
産
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
を
使
っ
た
土
産
品
が

主
力
で
す
が
、
製
造
し
て
い
る
の
は
山
梨

斉藤　隆秀（さいとう・たかひで）氏
P r o f i l e
ヴィジョンクエスト株式会社代表取締役
昭和 48 年長野県生まれ。慶應義塾大学商学部卒
平成 27 年4月ヴィジョンクエスト設立
山形、福島、岩手、千葉などの各県内で地方創生に
おけるDMO収益化事業を請け負う。持続・自立を
テーマに、公費に依存しない事業モデルの構築を住
民参加型で実現する「住民協働事業モデル」を提唱
し、各地域の住民と実践している。

講
演

平
成
29
年
度 

北
海
道
・
市
町
村
交
流
職
員
研
修
会

1
D
M
O
／
D
M
C
運
営 

現
場
か
ら
の
声

─
設
立
は
ゴ
ール
で
は
な
く
出
発
点
。D
M
O
は
官
民
協
働
ベン
チャ
ー
だ
─

日
時
：
平
成
29
年
11
月
9
日
（
木
）

主
催
：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

後
援
：
北
海
道
、
北
海
道
市
長
会
、

　
　
　
北
海
道
町
村
会

会
場
：
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

52PRACTICE   2018  Winter



　

本
州
最
北
端
の
大
間
町
か
ら
や
っ
て
来

ま
し
た
。
津
軽
海
峡
の
青
森
側
の
突
端
が

大
間
町
で
す
。
青
森
市
ま
で
3
時
間
、
東

京
ま
で
6
時
間
か
か
り
ま
す
。
目
の
前
は

津
軽
海
峡
で
、
大
間
・
函
館
間
は
フ
ェ

リ
ー
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー

だ
と
函
館
ま
で
90
分
。
住
民
の
意
識
は

“
函
館
市
大
間
”
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

　

子
ど
も
の
頃
は
「
本
州
最
北
端
」
と
い

う
こ
と
に
劣
等
感
が
あ
り
ま
し
た
。
都
会

は
お
し
ゃ
れ
で
格
好
い
い
。
田
舎
は
暗
い

し
、
貧
し
い
、
寒
い
。「
な
し
て
こ
っ
た

ら
と
こ
さ
生
ま
れ
て
ま
っ
た
べ
」
と
い
う

気
持
ち
の
ま
ま
大
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
会
暮
ら
し
を
経
て
、
大
間
に
U
タ
ー

ン
し
て
き
た
の
が
平
成
10
年
で
す
。
帰
っ

て
来
る
と
、
私
の
物
差
し
は
〈
都
会
・
田

舎
〉
か
ら
〈
濃
い
・
薄
い
〉
に
変
わ
っ
て

劣
等
感
がエ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る
と
き

い
ま
し
た
。
土
地
の
個
性
が
濃
い
町
は
格

好
い
い
。
都
会
な
の
か
田
舎
な
の
か
、
北

海
道
な
の
か
九
州
な
の
か
分
か
ら
な
い
ほ

ど
「
薄
ま
っ
て
い
る
」
の
は
格
好
悪
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
間
は
田

舎
の
中
の
田
舎
で
「
嫌
だ
、
嫌
だ
、
ど
田

舎
」
と
思
っ
て
い
た
気
持
ち
が
逆
に
振
れ

た
と
き
、
心
の
中
か
ら
湧
き
上
が
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
も
の
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。

大
漁
旗
で
フ
ェ
リ
ー
を
歓
迎

　

平
成
12
年
に
放
送
さ
れ
た
N
H
K
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
私
の
青
空
」
は
、
大
間

の
漁
師
一
家
の
物
語
で
す
。「
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
何
か
や
り
た
い
！
」
と
思
っ

た
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
〈
あ
お
ぞ
ら
組
〉

を
結
成
し
ま
し
た
。
最
初
に
始
め
た
“
ま

ち
お
こ
し
ゲ
リ
ラ
活
動
”
が
「
大
漁
旗
の

旗
ふ
り
ウ
ェ
ル
カ
ム
活
動
」
で
す
。
参
加

者
が
“
ほ
っ
か
む
り
”
を
し
て
、フ
ェ
リ
ー

の
入
港
時
間
に
合
わ
せ
て
出
動
し
ま
す
。

　

甲
板
の
お
客
さ
ん
か
ら
、
私
た
ち
の
姿

が
見
え
る
所
ま
で
来
る
と
「
よ
ー
ぐ
来
た

の
ー
！
」
と
旗
を
振
る
。
出
港
す
る
時
に

は
「
へ
ば
の
ー
！　

ま
た
の
ー
！
」
と
旗

を
振
る
。
恥
ず
か
し
が
る
仲
間
を
説
き
伏

せ
て
や
っ
て
み
る
と
、
お
客
さ
ん
が
も
の

す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
お
客
さ
ん
の

た
め
に
始
め
た
は
ず
な
の
に
、
自
分
た
ち

が
嬉
し
く
な
り
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
面
白
が
り
、
自
分
が
元
気

に
な
り
、
人
や
町
を
元
気
に
す
る
こ
と
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
の
ア
テ
ネ
五

輪
で
、
柔
道
90
㌔
級
で
大
間
出
身
の
泉
浩

選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
観

客
席
で
「
マ
グ
ロ
一
筋
」
と
プ
リ
ン
ト
し

た
「
テ
ー
シ
ャ
ッ
ツ
（
T
シ
ャ
ツ
）」
を

着
て
応
援
す
る
姿
が
、
世
界
中
の
メ
デ
ィ

ア
で
報
じ
ら
れ
、
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り
ま

し
た
。
脇
の
下
に
ウ
ニ
の
模
様
を
プ
リ
ン

ト
し
た
“
ウ
ニ
テ
ー
シ
ャ
ッ
ツ
”
や
、
大

漁
旗
を
再
利
用
し
た
バ
ッ
グ
な
ど
も
商
品

化
し
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り
な
ら
ぬ
「
マ
グ

ロ
の
ぼ
り
」
も
作
り
ま
し
た
。

島　康子（しま・やすこ）氏
P r o f i l e
津軽海峡マグロ女子会青森側代表
Yプロジェクト株式会社代表取締役
青森県大間町出身。慶応大学法学部卒。株式会社リクルート入
社。東京や仙台での生活を経て、平成 10 年にUターン。12 年に
まちおこしゲリラ集団「あおぞら組」を結成。面白がる心で地域
を元気にする試みを行っている。13 年から「大間やるど会」の副
会長として「朝やげ夕やげ横やげ〜大間超マグロ祭り」を企画・
実行。「マグロを生かしマグロを超える」まちづくりに取り組んで
きた。25 年にYプロジェクト株式会社設立。26 年に道南と青森県
の女性と連携して「津軽海峡マグロ女子会」を立ち上げた。27 年
みなとまちづくりマイスター（一般社団法人ウォーターフロント
協会）に認定された。

講
演

平
成
29
年
度 

北
海
道
・
市
町
村
交
流
職
員
研
修
会

2
マ
グロ
女
子
会
の
取
り
組
み

─
津
軽
海
峡
圏
の
連
携
・
発
信
・
創
造
─
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剣
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
観
光
業
界
の
実
態

　

D
M
O
や
D
M
C
が
走
り
出
す
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
財
源
の
問
題
。〈
お
も
て

な
し
山
形
〉
で
は
、
平
成
29
年
8
月
に
地

方
創
生
推
進
交
付
金
の
予
算
執
行
を
一
度

ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
民
間
サ
イ
ド
の
判

断
で
事
業
の
優
先
度
を
判
断
し
て
、
予
算

の
残
額
を
集
中
投
入
し
ま
し
た
。
予
算
の

執
行
権
を
行
政
側
か
ら
完
全
移
譲
し
ま
し

た
。
来
年
度
も
こ
の
方
式
で
進
ん
で
い
き

ま
す
。
一
方
、
3
市
の
財
政
負
担
だ
け
で

は
財
源
が
不
足
す
る
状
況
が
み
え
て
き
た

の
で
、
国
や
県
の
補
助
金
や
交
付
金
な

ど
、
独
自
の
資
金
確
保
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

観
光
事
業
者
の
苦
し
い
現
状
も
み
え
て

き
ま
し
た
。
経
済
的
・
人
的
資
源
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
旅
館
、
特
に

老
舗
と
呼
ば
れ
る
旅
館
は
、
地
方
銀
行
か

ら
す
る
と
管
理
債
権
の
状
態
で
、
新
し
い

事
業
を
始
め
る
余
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

I
T
を
使
っ
た
販
売
効
率
化
や
D
M
O

の
推
進
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
な
ど
、
改

革
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
す
が
、
向
き
合
う
体
力
も
あ

り
ま
せ
ん
。
D
M
C
が
、
こ
う
し
た
業
務

を
提
案
し
、
代
行
す
る
こ
と
で
、
実
態
と

し
て
の
効
果
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
国
の

〈
日
本
版
D
M
O
〉
は
、
こ
こ
ま
で
の
仕

事
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
細
か
な
積
み
重
ね
が
無
け
れ
ば

事
業
者
の
信
用
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

全
体
調
和
で
は
前
進
で
き
な
い
！

　

同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
共
に
歩
み
を

進
め
て
い
る
人
に
寄
り
添
う
こ
と
は
大
切

で
す
が
、
時
に
は
厳
し
い
態
度
で
臨
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
〈
お
も
て
な
し
山
形
〉
で
は
「
全
体
合

意
」
や
「
全
体
調
和
」
と
い
う
言
葉
を
極

力
排
除
し
て
き
ま
し
た
。
全
体
で
合
意
を

形
成
す
る
に
は
、
底
辺
に
レ
ベ
ル
を
合
わ

せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
顧

客
が
求
め
て
い
る
高
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
は

提
供
で
き
ま
せ
ん
。
新
た
な
施
策
に
も
迅

速
に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
下
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
い
う
の
は
行
政
の
考
え
方

で
す
。
そ
ん
な
時
間
的
な
余
裕
は
、
民
間

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
善
が
で
き
な
け
れ

ば
、
も
っ
と
下
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
苦

渋
の
判
断
で
す
が
「
全
体
調
和
」
を
捨
て

る
と
い
う
選
択
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
〈
日
本
版
D
M
O
〉
で
国
が
打
ち
出
し

た
〝
調
整
役
〟
の
よ
う
な
き
れ
い
事
は
現

場
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
D
M
O
の
方
向

性
や
戦
略
は
結
果
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
全
員
を
同
じ
船
に
乗
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
〝
勝
ち
組
〟
を
つ

く
る
。
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
成
功
事
例
を

つ
く
る
。
そ
の
中
で
「
誰
を
勝
た
せ
る
の

か
」
と
い
う
方
向
性
を
き
ち
ん
と
示
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

D
M
O
は
儲
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
仕
事

が
と
て
も
多
い
。
こ
れ
が
現
状
で
す
ね
。

何
の
た
め
の
D
M
O・D
M
C
か

　

民
間
の
力
を
積
極
的
に
取
り
込
む
と
い

う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
行

政
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
行
政
サ
イ
ド
か
ら
み
る
と
「
聖
域
だ

と
思
っ
て
い
た
分
野
を
民
間
が
荒
ら
し
に

来
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
山
形
の
事
例

で
も
、
予
算
執
行
と
い
う
既
得
権
を
民
間

サ
イ
ド
に
持
っ
て
行
か
れ
た
時
、
私
た
ち

に
対
す
る
行
政
の
評
価
は
一
変
し
ま
し

た
。
で
す
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
構
造
改
革

で
す
。
何
か
を
変
え
よ
う
と
す
る
時
に

は
、
財
源
を
含
め
て
、
制
度
設
計
な
ど
基

礎
的
な
部
分
に
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
改

革
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

D
M
O
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
か

ら
地
方
創
生
交
付
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が

メ
イ
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
を

実
現
し
て
く
れ
る
〝
魔
法
の
三
文
字
〟
こ

そ
が
「
D
M
O
」
だ
と
考
え
て
い
る
自
治

体
も
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
観

光
協
会
が
機
能
し
て
い
な
い
か
ら
D
M
O

化
し
て
欲
し
い
」「
既
存
の
外
郭
団
体
が

生
き
残
る
た
め
に
D
M
O
が
必
要
」
と
い

う
話
も
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
D
M
O

を
成
功
に
導
く
の
は
、
旧
態
依
然
の
観
光

協
会
に
い
る
よ
う
な
人
た
ち
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
自
分

た
ち
の
地
域
で
何
が
必
要
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
よ
く
検
討
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
何
を
誰
の
た
め
に
や
る
の
か
と
い
う

問
題
提
起
と
、
本
当
に
D
M
O
が
必
要
な

の
か
、
ど
の
よ
う
な
形
態
の
D
M
O
を
構

築
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
明

示
と
手
法
の
検
討
が
不
可
欠
で
す
。

54PRACTICE   2018  Winter



取
組
も
大
切
で
す
が
、
津
軽
海
峡
エ
リ
ア

に
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
郷
土
料
理

や
食
文
化
、
伝
統
芸
能
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
も
う
一
度
学
び
、
自
分

た
ち
の
地
域
に
光
を
当
て
て
い
く
。
こ
れ

が
二
つ
目
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

三
つ
目
は
「
創
造
・
津
軽
海
峡
圏
の
元

気
づ
く
り
」
で
す
。
町
や
地
域
の
活
性
化

を
考
え
た
と
き
に
「
仲
間
た
ち
と
地
域
を

ど
う
に
か
し
よ
う
と
元
気
に
も
が
い
て
い

る
姿
を
子
供
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
で
、
地

域
の
明
る
さ
や
誇
り
を
表
現
で
き
た
ら
」

と
考
え
ま
し
た
。
私
の
中
で
一
番
思
い
入

れ
が
強
い
の
が
「
元
気
」
で
す
。
こ
の
姿

を
娘
た
ち
に
も
見
せ
た
い
。
元
気
な
背
中

を
見
せ
ら
れ
る
私
た
ち
で
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
自
分
た
ち
の
地
域

の
楽
し
い
と
思
う
も
の
を
自
分
た
ち
の
力

で
進
め
て
い
き
ま
す
。
北
海
道
新
幹
線
が

開
通
す
る
直
前
の
平
成
28
年
3
月
5
日
に

あ
る
実
験
を
し
ま
し
た
。
青
森
側
の
竜
飛

岬
か
ら
花
火
を
打
ち
上
げ
る
と
、
北
海
道

側
の
松
前
か
ら
見
え
る
の
か
。
天
気
が
良

い
日
に
は
、
津
軽
海
峡
を
挟
み
、
松
前
と

竜
飛
は
お
互
い
に
よ
く
見
え
ま
す
。
そ
れ

な
ら
花
火
を
打
ち
上
げ
た
ら
見
え
る
の
で

は
─
と
い
う
面
白
い
実
験
を
企
画
し
ま
し

た
。
結
果
は
成
功
で
し
た
。
一
発
だ
け
の

花
火
で
す
が
、
北
海
道
と
青
森
の
絆
を
実

感
し
ま
し
た
。
感
激
し
て
泣
き
出
し
た
メ

ン
バ
ー
も
い
ま
す
。
青
森
と
北
海
道
の
テ

レ
ビ
局
が
、
打
ち
上
げ
の
瞬
間
を
同
時
中

継
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
〈
マ
グ
女
〉
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
「
懐
か
し
の
津
軽
海
峡
に
ぐ
・
さ
が

な
弁
当
」
が
、
J
R
東
日
本
の
青
函
D
C

記
念
弁
当
と
し
て
、
北
海
道
・
東
北
新
幹

線
の
車
内
や
沿
線
の
新
幹
線
駅
で
販
売
さ

れ
ま
し
た
。〈
マ
グ
女
〉
の
駅
弁
が
北
海

道
と
東
北
を
つ
な
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

マ
グ
女
の
セ
イ
カ
ン
♡
博
覧
会

　

平
成
28
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
マ

グ
女
の
セ
イ
カ
ン
♡
博
覧
会
」
で
す
。
地

元
愛
に
あ
ふ
れ
る
青
函
地
域
の
女
た
ち
が

束
に
な
っ
て
企
画
し
た
“
寄
り
道
プ
ロ
グ

ラ
ム
”
で
す
。
今
年
は
各
地
域
で
34
種
類

の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
大
き
く
分
け
て
▽
ロ
ー
カ
ル
沿
線

を
め
ぐ
る
旅
▽
マ
グ
女
と
乾
杯
！
ほ
ろ
酔

い
散
歩
▽
暮
ら
し
ま
る
ご
と
デ
ィ
ー
プ
体

験
▽
海
・
山
・
温
泉
で
パ
ワ
ー
充
電
▽
文

化
と
祭
り
で
歴
女
な
体
験
─
と
い
う
5
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　

松
前
町
で
は
、
松
前
藩
の
お
殿
様
の
婚

礼
で
出
さ
れ
る
「
祝
い
膳
」
を
再
現
し
た

昼
食
を
楽
し
ん
だ
後
、
城
下
町
や
寺
町
を

散
策
し
ま
す
。
江
差
町
で
は
、
和
服
を
着

て
、
古
い
街
並
が
残
る
「
い
に
し
え
街

道
」
で
街
歩
き
を
体
験
し
ま
す
。〈
マ
グ

女
〉
た
ち
が
行
く
地
元
の
居
酒
屋
を
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
飲
み
歩
く
「
ほ
ろ
酔
い
散

歩
」
も
あ
り
ま
す
。
津
軽
海
峡
で
獲
れ
る

ア
ブ
ラ
ツ
ノ
ザ
メ
の
皮
は
ぎ
に
挑
戦
し
て

試
食
す
る
ツ
ア
ー
も
や
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
「
県
や
道
が
や
っ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
し
ょ
？
」
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私

た
ち
が
自
発
的
・
自
立
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
自
分
た
ち
で

運
営
し
て
い
ま
す
。
予
約
の
受
付
か
ら
、

お
客
様
が
お
帰
り
に
な
る
ま
で
私
た
ち

〈
マ
グ
女
〉
が
責
任
を
持
っ
て
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

博
覧
会
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
自
分
た
ち

　
「
博
覧
会
」
と
い
え
ば
、
大
き
な
建
物

を
作
っ
て
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
「
マ
グ
女
の
セ

イ
カ
ン
♡
博
覧
会
」
は
、
地
域
の
毛
細
血

管
に
当
た
る
私
た
ち
〈
マ
グ
女
〉
が
パ
ビ

リ
オ
ン
で
、
私
た
ち
が
作
り
出
し
、
津
軽

海
峡
圏
の
女
た
ち
が
束
に
な
っ
て
売
り
出

し
て
い
く
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

寄
り
道
を
す
る
よ
う
な
感
覚
で
、
私
た

ち
の
ま
ち
を
、
風
を
感
じ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
普
段
の
生
活

や
風
土
・
習
慣
を
知
り
、
感
じ
て
も
ら
い

た
い
。
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
、
こ
の
地
域
が
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
の
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
は
13
年
後
と
な
る
平
成

42
年
の
札
幌
延
伸
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

終
着
駅
が
札
幌
に
な
っ
て
も
、
道
南
や
青

森
で
降
り
て
も
ら
え
る
、
選
ば
れ
る
地
域

に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
生
き
残
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
、
私
た
ち
〈
マ

グ
女
〉
が
、
ど
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
い
る
か
。
ど
ん
な
豊
か
な
顔
を
し

て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
楽
し
く
活
動
し
て
い

る
か
。
こ
れ
か
ら
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
！
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函
館
─
大
間
フ
ェ
リ
ー
を
守
れ
！

　

平
成
20
年
に
大
間
─
函
館
間
の
フ
ェ

リ
ー
が
、
赤
字
の
た
め
に
廃
止
さ
れ
る
と

い
う
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
大
間
発

の
朝
一
便
は
、
函
館
の
病
院
に
向
か
う
乗

客
が
多
く
い
ま
す
。
命
を
つ
な
ぐ
海
の
道

で
す
。〈
あ
お
ぞ
ら
組
〉
で
も
話
し
合
い

ま
し
た
。
乗
客
を
増
や
そ
う
と
「
ロ
ー
マ

の
休
日
」
な
ら
ぬ
「
オ
ー
マ
の
休
日
」
と

い
う
ツ
ア
ー
も
企
画
し
ま
し
た
が
、
下
北

半
島
全
体
で
集
客
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う

こ
と
に
気
付
き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と

手
を
つ
な
ぐ
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

活
動
は
函
館
に
も
広
が
り
、
五
稜
郭
タ

ワ
ー
に
「
マ
グ
ロ
の
ぼ
り
」
が
泳
ぐ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
間
高
校
の
女
子
高
生

も
一
緒
に
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
彼
女
た
ち
の
後
を
継
ぐ
子
も
出
て
き

て
、
思
い
思
い
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
を
増
や
し
て
フ
ェ
リ
ー
を
残
そ

う
─
と
活
動
の
輪
が
広
が
り
、
町
と
県
と

国
か
ら
の
借
金
で
「
大
函
丸
」
を
調
達
し

ま
し
た
。
平
成
25
年
4
月
5
日
に
初
入
港

し
ま
し
た
。「
百
人
の
旗
ふ
り
で
新
し
い

船
を
迎
え
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
と
こ

ろ
、
予
想
を
超
え
る
5
0
0
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
大
函
丸
と
と
も
に
私
た
ち
は
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

私
は
ま
ち
お
こ
し
ゲ
リ
ラ
旅
行
社
〈
Y

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
を
旗
揚
げ
し
て
「
マ
グ

ロ
釣
り
漁
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
行
し
て
い
ま
す
。

津
軽
海
峡
マ
グ
ロ
女
子
会
が
誕
生

　

平
成
27
年
に
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
し

ま
し
た
。
私
と
杉
本
夏
子
さ
ん
は
平
成
22

年
ご
ろ
、
観
光
庁
の
「
観
光
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
出
会
い
ま
し
た
。
意
気

投
合
し
て
、
会
う
度
に
「
何
か
や
る
べ
」

と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
新
幹
線
開
業

を
前
に
「
や
る
な
ら
今
だ
べ
」
と
な
り
、

平
成
26
年
3
月
、
江
差
町
の
「
江
差
・
北

前
の
ひ
な
語
り
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
て
、
何
か
や
り
そ
う
な
女
た
ち
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
が
〈
津
軽
海
峡
マ

グ
ロ
女
子
会
〉
の
誕
生
日
で
す
。

　
〈
マ
グ
ロ
女
子
会
〉
は
、
死
ぬ
ま
で
泳

ぎ
続
け
る
と
い
う
津
軽
海
峡
の
マ
グ
ロ
に

ち
な
み
、
女
性
た
ち
が
束
に
な
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
両
手
の
指
で
マ
グ
ロ
の
尾
ビ
レ
を

か
た
ど
る
“
マ
グ
女
ポ
ー
ズ
”
も
決
め
ま

し
た
。
隣
町
が
死
ん
で
も
、
自
分
の
町
だ

け
が
輝
き
、
生
き
残
る
こ
と
は
あ
り
得
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
危
機
感
を
持
ち
、
津
軽

海
峡
全
体
を
輝
く
エ
リ
ア
に
す
る
。
こ
れ

が
メ
ン
バ
ー
の
共
通
し
た
思
い
で
す
。

　

私
は
松
前
町
で
「
温
泉
旅
館
矢
野
」
と

い
う
小
さ
な
宿
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
曾

祖
父
が
北
海
道
開
拓
の
時
に
松
前
に
移
り

住
み
、
旅
館
を
始
め
ま
し
た
。
祖
母
・
母

か
ら
女
将
を
受
け
継
ぎ
、
私
で
三
代
目
に

な
り
ま
す
。
旅
館
を
継
ぐ
た
め
、
松
前
に

帰
っ
て
き
た
の
が
平
成
18
年
で
す
。

　
〈
津
軽
海
峡
マ
グ
ロ
女
子
会
〉
に
は
北

海
道
側
と
青
森
側
の
13
市
町
村
か
ら
72
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
20
〜
60
代
の
メ
ン

バ
ー
は
銀
行
員
や
カ
フ
ェ
の
マ
ダ
ム
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
美
容

師
、
民
宿
や
旅
館
の
経
営
者
な
ど
多
彩
な

顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
主
婦
の
方

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲

げ
、
こ
れ
に
沿
っ
た
事
業
を
進
め
て
い
く

ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。
一
つ
目
は
「
連

携
・
人
を
つ
な
げ
て
道
を
作
る
」
で
す
。

北
海
道
と
青
森
の
間
に
新
幹
線
と
い
う
大

動
脈
が
通
り
ま
し
た
が
、
新
幹
線
の
沿
線

か
ら
離
れ
た
私
た
ち
が
住
む
地
域
は
「
毛

細
血
管
」
で
す
。
こ
の
毛
細
血
管
が
活
発

に
動
い
て
い
な
け
れ
ば
、
新
幹
線
が
開
通

し
て
も
、
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
北
海
道
新
幹

線
が
よ
り
多
く
の
人
に
と
っ
て
有
効
な
交

通
手
段
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

私
た
ち
が
元
気
を
見
せ
る

　

二
つ
目
は
「
発
信
・
地
元
の
人
か
ら
学

び
、
足
元
に
光
を
当
て
る
」
こ
と
。
観
光

立
国
と
い
う
大
き
な
方
針
の
下
、
新
た
な

杉本　夏子（すぎもと・なつこ）氏
P r o f i l e
津軽海峡マグロ女子会北海道側代表
温泉旅館矢野　若女将
昭和 48 年生まれ、松前町出身。聖心女子
学院、東海大学卒。北洋銀行勤務を経
て、実家の温泉旅館矢野を継ぎ、女将と
して従事。郷土松前の魅力づくりに奮闘
している。同旅館は北海道商工会議所
「地域で頑張る元気企業」にも選ばれてい
る。平成 26 年に北海道と青森県津軽海峡
エリア 12 市町村の女性で構成する「津軽
海峡マグロ女子会」北海道側リーダーに
就任した。

72
人
の〈
マ
グ
女
〉が
活
躍
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　北海道市町村振興協会は平成 28～29 年度、有識者や市町村職等による「シニア層が活躍する地域づくりに関する調
査研究会」を設置し、地域社会でシニア層が健康でいきいきとした暮らしを実現し、世代を超えた住民同士が支え合
う、新たな仕組みを構築するために効果的な施策等に関する調査研究に取り組みました。
　当協会は、その成果を広く普及し、シニア層が活躍する地域づくりに関する提言及び論議を通じて、市町村による
地域活性化の取組に資することを目的に市町村職員研修会を開催します。

■日時　平成 30 年１月 31 日（水）　13：30～16：50
■会場　ホテルポールスター札幌　２階 メヌエット（札幌市中央区北４条西６丁目）
■対象　道内市町村職員等
■主催　公益財団法人北海道市町村振興協会
■後援　北海道、北海道市長会、北海道町村会

【基調講演】（13：35～14：25）
●演題　「公民連携時代における自治体職員の役割─シニア層活躍の条件─」

●講師　杉岡　直人氏　北星学園大学社会福祉学部教授
　　　　　　　　　　　シニア層が活躍する地域づくりに関する調査研究会座長

【パネルディスカッション】（14：40～16：50）
　●テーマ　　　　　　「シニア層の社会参加と地域づくり施策」

　●コーディネーター　片山めぐみ氏　札幌市立大学デザイン学部講師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シニア層が活躍する地域づくりに関する調査研究会副座長

　●パネリスト　　　　芦川　英嗣氏　当別町福祉部介護課介護支援係長
　　　　　　　　　　　鈴木　　聞氏　池田町保健福祉課高齢者支援係長

　　　　　　　　工藤　　仁氏　公益社団法人伊達市シルバー人材センター事務局長
　　　　　　　　浦田　　吉氏　一般社団法人富良野デザイン会議暮しステーション代表理事

　　　　　　　　　　河原　岳郎氏　株式会社北海道二十一世紀総合研究所調査研究部次長

　●コメンテーター　　杉岡　直人氏　北星学園大学社会福祉学部教授
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シニア層が活躍する地域づくり─調査研究報告書を刊行
　北海道市町村振興協会は「シニア層が活躍する地域づくりに関する調査研究に関
する調査研究報告書」を平成 29 年 12 月に刊行しました。
　報告書は、平成 28 年度に実施した道内市町村アンケートや、シニア層が活躍す
る地域づくりに関する調査研究会における議論の成果、道内外の先進事例調査の結
果等を取りまとめた本編のほか、調査研究のエッセンスを取りまとめた「シニア層
が活躍する地域づくりの手引き」で構成しています。
　報告書は道内各市町村に提供するとともに、当協会ホームページ（協会の事業／
調査研究事業）にはＰＤＦ版を掲載しておりますのでご活用ください。

編集担当○×余録
■ある観光イベント─。新鮮な農水産物が並び、多くの観光客で賑わってはいます
が、スタッフが世間話に夢中です。お客さんはそっちのけ。ゴミ箱の回りはぐちゃ
ぐちゃ。駐車場では町職員が「休日なのに交通整理かよ」「課長はどっか行ったら
しいよ」と愚痴ってます。聞こえてますよ～。どこか白けた雰囲気が漂います。
■取り敢えずイベントを打てば人が来る─。そんな時代は終わりました。「昔は何
万人も客が来て何千万も儲けたんだ。今まで通りやれ！文句があるなら町長に言い
付けてお前を飛ばすぞ！」とお怒りの観光協会長。経験ありませんか？　成功体験
も大切ですが、惰性でイベントを続けることが目的化しているようでは本末転倒で
す。原点に立ち返り、観光とは何かを考えていきたいですね。〈ま〉

「シニア層が活躍する地域づくり」市町村職員研修会を開催します

研修会の概要はプラクティス第 26 号（平成 30 年５月発行）でお伝えする予定です。
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　 ─ヴィジョンクエスト㈱代表取締役　斉藤　隆秀氏
55 ●2  マグロ女子会の取り組み ─津軽海峡圏の連携・発信・創造─

　 ─ 津軽海峡マグロ女子会青森側代表　　Ｙプロジェクト㈱代表取締役　島　康子氏　
津軽海峡マグロ女子会北海道側代表　温泉旅館矢野　若女将　杉本　夏子氏

58 ［協会 Information］　 平成 29 年度 研修事業の実施報告　平成 30 年度 研修事業の実施予定
「シニア層が活躍する地域づくり」市町村職員研修会のお知らせ

［市町村職員フォトグラフ］　この大地に生きて　─音威子府村総務課地域振興室主任　横山　貴志氏

本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。

PRACTICE
市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー

平成 29 年度　研修事業の実施報告

平成 30 年度　研修事業の実施予定

Information

市町村職員道外先進事例研修
◦期　間／�平成 29 年 11 月 14 日〜17 日（4日間）
◦研修先／�富山県富山市、南砺市、石川県七尾市
◦参加者／�市町村職員 22 名、事務局職員等3名

◀人口減少対策（婚活・定住促進）─富山県南砺市

市町村職員道内先進事例研修
◦期　間／�平成 29 年 10 月 30 日〜11 月1日（3日間）
◦研修先／�芽室町、大樹町、浦河町
◦参加者／�市町村等職員 17 名、事務局職員3名

◀芽室町発達支援システムと農福連携の取組─芽室町

市町村職員外国派遣研修
◦期　間／�平成 29 年9月 11 日〜21 日（11 日間）
◦研修先／�フランス、ドイツ、オーストリア
◦参加者／�市町村等職員 20 名、事務局職員2名

◀森林マイスター制度─ザルツブルク森林組合（オーストリア）

北海道市町村長交流セミナー
時代の流れに即したテーマにより、市町村長を対象にした研修会を行います。
また、市町村長や道幹部職員による交流会を開催します。
◦時期　平成 30 年7月　◦開催場所　札幌市
市町村職員外国派遣研修
諸外国の先進事例について調査研究するとともに、国際的視野と見識を持った
人材の養成を図ります。
◦対象　�30 歳以上 50 歳以下の課長補佐職（相当職含む。）以下の者
◦期間　11 日間程度
市町村職員道外先進事例研修
道外で先進的な取組を進めている市町村等の事例を学び、職員の資質向上と行
政運営の円滑な推進に資することを目的としています。
◦対象　30 歳以上 50 歳以下の係長職以下の職員　◦期間　4日間程度
市町村職員道内先進事例研修
道内で先進的な取組を進めている市町村等の事例を学び、職員の資質向上と行
政運営の円滑な推進に資することを目的としています。
◦対象　�5年以上の勤務経験がある 35歳以下の一般職員　◦期間　3日間程度
北海道・市町村交流職員研修会
北海道と市町村等の交流（派遣、研修等）の経験をした市町村職員等を対象
に、地方自治に関する知識や能力を高めることを目的としています。
◦時期　平成 30 年 11 月　◦開催場所　札幌市

※参加者募集や開催のご案内は、各市町村の職員研修等担当課にEメールにより送付します。

北海道市町村長セミナー開催の様子
（平成 29 年7月 13 日）

北海道・市町村交流職員研修会の様子
（平成 29 年 11 月9日）
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